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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、錬れん魔ま学園は休みだった。

　カノン・フラメルは朝早くに学生寮りようを出て、遠くの丘おかに来ていた。

　高い視点。視界を遮さえぎる建築物はなく、周囲に人もいない。

　眼下には街を臨のぞめる。空の青が水すい彩さい絵の具のように、ビルの壁へき面めんに染みこんでいる。歩道では親子が散歩している。ゆっくりと歩く父の手を、女の子が引いて急せかしている。

　微ほほ笑えましい光景にカノンは目を細めた。自然とひとり言がこぼれる。

「晴れてよかったわ……パパとママは、この街の景色が好きだったから」

　両親の命日だ。

　視線を街から足もとに戻もどすと、両親の墓ぼ石せきがある。

　腰こしまでしかない小ぶりな石。ずいぶんと小さくなってしまった両親の前に、しゃがみこんで花を添そえた。

　石に刻まれたふたりの名前を見つめる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。私はまだパパとママの名前を、懐なつかしいだなんて感じていないよ」

　両親は一〇歳の頃ころに亡くなった。

　もう七年になる。

　けれど、まだふたりの死を消化できていない。

　やらなければならないことが残されていた。

　墓前で手を合わせ、瞼まぶたを閉じた。




　カノンはふたつの宿題を背負っている。

　ひとつめは両親の遺志を受け継つぐことだ。

　両親は人生のうちに偉大な発明をいくつか残したが、最後の三年間は人工生命ホムンクルスの研究にばかり費やした。

　父は今際いまわのきわに言い遺のこした。

『人工生命ホムンクルスは人類を救うための柱だ……あとは頼たのんだぞ』

　人類を救う。その可能性を信じていたから、ホムンクルスという名めい称しようを研究対象にあえて付けたのだろうか。歴史上一度はオカルトと揶や揄ゆされた名前を。

『いまは必ひつ需じゆ品と思われている発明の多くも、最初は荒こう唐とう無む稽けいなオカルトだったんだよ。人に笑われるくらい無茶な発明じゃないと、人類を救うなんていう大それた目的を果たすことは、できないだろう？』
















　無む邪じや気きに微笑んでみせた父の表情を、カノンは皺しわの一本に至るまでちゃんと記き憶おくしている。いつも前向きに、誰よりも難解な目標に挑いどもうとする両親は、カノンにとって最愛の親であると同時に、理想の研究者でもあった。

　ただ、当時は気にも留めていなかったけれど、今になってよく疑問に思うことがある。

　両親は、人類を何から救おうとしていたのだろう？

　ふたりが人工生命ホムンクルスを研究しはじめたのは《天使》降臨から三年が経たった一〇年前。

　その時点では既すでに特効薬《救済の剣けん》が人類に広く浸しん透とうし、《堕だ天てん病》の脅きよう威いは薄らいでいた。もちろん街の外は侵おかされていたが、防ぼう護ご壁へきに囲まれた復興都市は安全だった。人類を脅おびやかす存在は身近になかったはずだ。

　それでも、ふたりが救済を声こわ高だかに口にした理由は何だろう。

　ひょっとして……《天使》の再来を予見していた？

　世界の荒こう廃はいの元げん凶きようとなった《天使》が一三年ぶりに現れた。つい三週間ほど前だ。

　そのとき街を救ったのは、両親の研究を継いでカノンが完成させていた人工生命ホムンクルスだった。

　両親の遺言を聞いていなければ、カノンが人工生命ホムンクルスを完成させることはなかった。人工生命ホムンクルスがなければ《天使》への対たい抗こう手段もなかった。今ごろ人類は絶ぜつ滅めつの危機に再び瀕ひんしていたはずだ。……考えれば考えるほど、両親はすべてを予想していたようにも思える。

　でも今となっては訊ききだすこともできない。

　だから両親の真意を探る方法は、たったひとりに委ゆだねられた。

　千ち潮しお有ゆう斗と──両親の形見である彼と一いつ緒しよに過ごすことで、いつか両親の真意を見つけられるような気がする。その遺志を受け継ぐことが、宿題のひとつめだ。

　ただし。その前に、もうひとつ──

　カノンは墓前で閉じていた瞼をゆっくりと上げた。




「パパ、ママ。待っていてね……必ず、ふたりを殺した犯人を見つけだしてみせるから」




　ずっと先送りにしてきた宿題だった。

　けれど今年こそは叶かなえられる。

　そう確信できる理由があった。

　カノンは立ち上がり、街の景色を見つめると、睨にらむように眉み間けんを険しく狭せばめた。

「……あなたを裏切ってごめんね、有斗」
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　二日前。

　曇くもった夜、巨きよ大だいなビルの下。

　ペラダンは両手を掲かかげて、怒ど号ごうと悲鳴を愉たのしんでいた。

「う～ん、圧巻、圧巻。わざわざ遠出したかいがありましたねぇ」

　最重要指名手配犯になったが、あれから三週間、いまだ捕つかまらずにいた。

　ツクバの外に逃とう亡ぼうしたからだ。

　復興都市の外は「魔ま境きよう」と揶や揄ゆされる。《堕だ天てん病》のせいだ。異常に繁はん茂もした森、異常に高低差の激しい峡きよう谷こく、徘はい徊かいする化ばけ物もの・群衆ミニオン……人が暮らせる状態にはない。

　そんな危険地帯まで、ツクバを守る義務のある錬れん魔ま学園がわざわざ犯人ひとりを追ってこないことを、ペラダンは知っていた。

　いまペラダンは、ツクバから西へ四〇〇㎞、もうひとつの大型復興都市にいる。

　ナゴヤである。

　ナゴヤはツクバほど栄えていないが、七年ほど前から力を伸のばしてきた錬れん金きん術じゆつ師し会の優ゆう秀しゆうさは全国的に有名だった。彼らはツクバにおける錬魔学園のように、ナゴヤの治安を全ぜん般ぱん的に守る役目を担になっていた。

　いわく、高度全国一の防護壁を築く技術力。

　いわく、捕ほ獲かくした罪人の多くを死罪に処す冷れい徹てつさ。

　通つう称しよう──鉄の錬金術師会。

「その彼らでさえ、このありさまですか……あっけないですねえ」

　ナゴヤの錬金術師会本部ビルは現在、襲しゆう撃げきに遭あい、血みどろの様相を呈ていしていた。

　もちろん優秀な錬金術師たちが襲撃者たちを必死に蹴け散ちらしてはいる──が、何度蹴散らそうとも襲撃者らは立ち上がり襲おそい掛かかった。まるで死から解放された軍団のように。

　繰くり広げられる惨さん状じようにぞくぞくと身体からだを震ふるわせながら、ペラダンは口角を吊つり上げた。

「おい！　貴様だな、アレを逃にがしたのは！　何が目的だ!?」

「お？　あらあら、見つかってしまいましたか……」

　運よく襲撃を逃のがれて自分のもとまでやってきた錬金術師の男に、ペラダンは恍こう惚こつとした表情を向けた。

「なあに、私はただ人類を救済したいだけですよ。そのためであれば、いくらでも嫌きらわれ役を演じましょう」

「救済……だと？　こんな惨さん事じを引き起こしておいて、なにを馬ば鹿かな──」

　錬金術師の男が不気味そうに睨にらみ、杖つえ状の錬器をペラダンへ向けて構えた。

　しかしペラダンは無視して続けた。

「ですがその前に、実験の邪じや魔ま者を消さなければならない……そのためにも、アレを解放していただいたのですよ」

　直後、ペラダンのオールバックの髪かみが風に吹ふかれて一ひと房ふさだけ額にかかった。

　背後からなにかの影かげが、ペラダンの横を通り過ぎたのだ。

　そのなにかは錬金術師の男に飛びかかる。

　合わせて周囲から何体もが、男へと覆おおいかぶさった。

　男は悲鳴を上げて抵てい抗こうしようともがくが、それもむなしく瞬またたく間に両手足を押さえられ、首筋を嚙かみ切られ、声もなく絶命した。血しぶきが弧こを描えがいて降り注ぐ。

　その隙すき間まから、ペラダンは蛇へびのように鋭するどい眼光を覗のぞかせてククッと声を漏もらした。

「待っていてくださいね、チシオ・ユウト……君のような仮かり初そめの希望は、いとも容易たやすく壊こわれるということを証明してあげますから……」





２






「破ァ！」

　青あお峰みねアリスが両手のひらを前方に翳かざして叫さけんだ。

　と同時に、手の先に浮うかんだ円形魔ま法ほう陣じんの効力で大気がギュオウ！　と、ねじを巻くように圧縮される。即そく席せきの刃やいばとなった大気が前方へと撃うち出される。

「そう簡単にいくか！」

　千ち潮しお有ゆう斗とは刃をぎりぎり顔の寸前まで引きつけてから、上体を逸そらして躱かわす。

　直後、振ふり子運動じみた反動を利用して、今度は潜もぐるように上体を前方へと倒たおす。勢いよく地面を蹴けり低姿勢で走り出す。が、そこでアリスのにやりと笑う顔が見えた。

「甘い！」

　アリスが言うと同時に、有斗は背後から迫せまる危険な気配に遅おくれて気づく。

　ちらりと背後を一いち瞥べつすれば、先ほどの風の刃がブーメランのごとく旋せん回かいし、有斗を追いかけている。左右に回かい避ひしたくとも、体重を前に傾かたむけた今では間に合いそうにない。

「くっ！」

　有斗は仕方なく、勢いのまま前方に倒れ込む。風の刃は接せつ触しよく寸前で、有斗の頭の数㎝上をかすめるように過ぎる。有斗はうつ伏ふせにドシャア！　と、アスファルトを一ｍほどスライディングしてから止まる。風の刃を目で追えば、はるか遠い先のビルに当たり、外がい壁へきを一いつ線せんに抉えぐり取っている。

「あっぶねえ……！」

　今度こそ刃の脅威は去ったようだった。

　しかし、安心して視線を頭上に向けると、すぐ眼前にアリスの健康的な脚あしが見えた。

「ユウト、チェックメイト」とアリスが、足元の有斗を見下ろしながら微ほほ笑えんでいる。

「しまっ……」

　言い終えるよりも早く、アリスは有斗へと手のひらを向けて再び風の刃を放った。

　さすがに、この近きん距きよ離りでは、どの方向にも避よけられない。絶体絶命だ。しかし有斗は──「まだだ！」とっさに自身の右手の親指を嚙んだ。瞬しゆん間かん、有斗の全身に黄金色の光がまるで高速道路の光こう跡せき撮さつ影えいのように走った。同時に有斗は右手のひらを風の刃へと向ける。途と端たん、手のひらに触ふれた風が、まるで微そよ風かぜのように勢いを殺される。

「なっ!?」

「これで逆転だ、アリス」

　有斗は右手でアリスの細い脚を摑つかんだ。黄金に輝かがやく指先が、アリスの身体に触れた瞬間、ふたりの視界を染め上げるほどの眩まばゆい光が溢あふれて──




　一三年前、《天使》と呼ばれる謎なぞの「超ちよう常じよう災害」が、人類の前に初めて現れた。

　それがばら撒まいた奇き病びよう《堕天病》は世界中の土地を侵おかし、成人の88％を殺したが、人類は窮きゆう地ちの中で特とく殊しゆな「超常能力」を身につけもした。

　魔ま術じゆつ──《天使》に抗あらがおうとした人々の一部が、精神力をもとに開花させた「才能」。精神主義、抽ちゆう象しよう干かん渉しよう、血統修得の三特性を持つ。

　錬金術──《天使》に抗おうとした人々の一部が、物質的な研究によって開発した「科学技術」。物質主義、具体干渉、学習修得の三特性を持つ。

　ふたつを奇き跡せき的に融ゆう合ごうさせた特効薬《救済の剣けん》の発明により、人類は絶滅寸前でどうにか生き永らえた──のだが、三週間前に再び《天使》が現れる事件が起きて大おお騒さわぎになった。そこで対抗兵器として現代に蘇そ生せいされたのが有斗である。

　有斗の身体は「人工の肉体」。ゆえに特殊な機能が備わっている。

【gear：Lead鉛】超ちよう再生、【gear：Mercury水銀】光学迷めい彩さい、【gear：Gold黄金】万象分解。

　三つ合わせて《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》。これにより《天使》を倒した有斗は、まさに世界を救う奇跡の存在……かもしれないのだった。




『２本先取制マッチ　勝者：Yuto　──スコア26,993　月間ランキング１位です！』

　プレイヤーネームYutoの攻こう撃げきによって、プレイヤーネームAliceのＨＰバーが０ゼロにまで減った直後、有斗の見ている映像にデジタルな表示が灯ともった。

「ふぅ、接戦だったな……」

　有斗は安あん堵どの息を吐はいて、頭に装着していた機械のゴーグルを外す。

　先ほどの戦せん闘とうは現実ではない。アーケードの対戦格かく闘とうゲームだ。

　錬金術で作られた最さい新しん鋭えいのドーム型筐きよう体たい（ガンダムの『戦場の絆きずな』みたいな）と、そこにかけられた半永続魔術による五感演出ことヴァーチャル・リアリティ・マジック、通称ＶＲＭのおかげで、あたかも現実に広大なフィールドで戦っているかのような臨場感を楽しめる。未来ってすごい。

「くぅ～～ユウトに負けた。悔くやしい……っ！」

　隣となり合あわせの席では、ゴーグルを外した対戦相手が唇くちびるを引き結んでいた。

　青峰アリス。有斗が通かよっている錬魔学園の同級生。

　白銀の髪に雪のように白い肌はだ、薄うす紫むらさきの目を持つ絶世の美少女。でありながら、高い戦闘能力を有し、街の平和のために超常犯罪者と懸けん命めいに戦う才さい色しよく兼けん備びである。

「ごめんな。休日までこれじゃ、息いき抜ぬきにならないよな」

　言うと、アリスは悔しさを吞のみこむようにガッツポーズを作りながら言った。

「いい！　むしろユウトには、いつも全力できてほしい。すべて受け止めるから……！」

　ゲームで興奮したからだろうか？　アリスの頰ほおは少し紅潮している。

「ありがとう」と微ほほ笑えみを返す。「それで、次は何をしよっか？」

「もちろんＵＦＯキャッチャー！　リベンジ！」

「リベンジ……？　ああ、前に来たときに上手うまくできなくて悔しがってたっけ」

「そう。かわいいぬいぐるみを取る！　そして次こそ、ユウトには負けない！」

「いや、負けないって。ＵＦＯキャッチャーは対戦ゲームじゃないけど」

「ほらユウト！　早くこっち！」

「聞いてないし……」と、有斗は苦笑しつつアリスに手を引っ張られた。

　こんな休日を過ごしている理由。

　それは三週間前、このショッピングモールに事件捜そう査さで来たときに遡さかのぼる。あのとき有斗はアリスとプライベートな約束をしたのだ。

『何時間でも付き合うからさ。また一いつ緒しよに来よう。必ず』

　……今思うと、なんだか気き恥はずかしい台詞せりふである。でも、アリスの寂さびしさを埋うめてあげたくて必死だっただけだ。間違っても、これがデートだなんていう自うぬ惚ぼれはなかった。

　だから、アリスとふたりで過ごしている今でも別の人を思い出しもする──

（ああ……こんなに楽しめるなら、あいつも来られたらよかったのになぁ）




「やった！　ユウトに勝ったー！」

「わー負けたーくそーやっぱりアリスにはカナワナイナー」

　アリスがどうしてもと言うので「何個取れたか」を競う対戦形式になったＵＦＯキャッチャーでは、バレないように手を抜ぬいた。……いや、申し訳ないとは思ったよ？　けど、こうでもしないとアリスはいつまでも張り合ってくるから。

　ほくほく顔のアリスに手を引っ張られてゲームセンターを出ると、出入り口近くに設置された巨きよ大だいスクリーンからはニュースが流れていた。

『ナゴヤの錬金術師会本部が何者かに襲撃されました』

「……名古屋？」

　聞き覚えのある地名に顔を上げた。アリスも同じくスクリーンを見上げる。
















「ナゴヤは、ツクバから西へ四〇〇㎞に位置する街の名前。復興都市の外は魔ま境きようだから、関わることは少ないけど」

「ああ……そういえば、防ぼう護ご壁へきの外についてはあんまり考えたことがなかったな」

　ツクバの内部に暮らしていると、ここが日本だという事実はつい忘れそうになる。

　でも、もちろん他の街に興味がないわけがない。

「二一世紀には四～五時間で到とう着ちやくできたらしいけど、今では土地の荒こう廃はいのせいで錬金モービルを飛ばして三日はかかる。しかも群衆ミニオンもいるから、優ゆう秀しゆうな能力者でないと生きては辿たどり着けない。そして辿り着いても……見てのとおりナゴヤは、ツクバよりも治安が悪い」

「どうして？」

「ツクバは《堕天病》の特効薬《救済の剣》の発明があったから、その輸出で経済が息を吹き返した。けど、他の街はそのような発明品を持たない。経済が落ち着かない以上、人の心も穏おだやかではない」

「……なるほど」

　こういう話を聞くたび、世界はまだ復興中なんだと思い知らされる。

「ただ、それにしてもナゴヤの錬れん金きん術じゆつ師し会は強いと有名。ツクバに勝まさるとも劣おとらない実力者が揃そろっているとも言われる。その術師会本部を襲しゆう撃げきするなんて大だい胆たんな犯人」

『死者は三名。負傷者は三〇名。行方不明者二名──』

「……確かに、けっこう大胆な規模の襲撃だね。相手も超常能力者かな？」

「間ま違ちがいない。相当な手て練だれ」

『なお、現場周辺の地面には、直径一ｍほどの穴がいくつも開いていたとの目もく撃げき証言があり、貴重な手がかりとして調査が進められています』

「ん？　穴……？」

　と、スクリーンに不思議な情景が映し出されて、有斗は首を傾かしげた。

　だが目ぼしい情報はまだわかっていないらしく、ニュースはすぐに次の話題に移る。

　アリスが、ふう、と肩かたの力を抜いた。

「気になるニュースではある。けど、考えても仕方なさそう。《天使》が現れたわけでもないのに、防護壁を越こえた外の事件にまで、わたしたちは手を回せないから」

「まぁ俺たちの活動範はん囲いにも限界はあるもんな」

「うん。それに、その……」

「ん？」

　と、そこでアリスはちらちらと、うかがうような視線をこちらに向けて言った。

「今は、せっかくふたりきりだから……こっちに集中してくれると嬉うれしい、かも」

　アリスは恥はずかしそうに頰を紅潮させている。

　だが、有斗にはこれがデートなんていう感覚はない。だから、言った。

「せっかく？　よくわからないけど、ふたりきりなのは俺もずっと気にかかってたんだよな。あいつに悪いなぁと思って」

「……あいつ？」

「うん。せっかくなら一緒に来られたらよかっただろう？　──カノンも」




　カノン・フラメル。

　彼女は、有斗にとって人生を変えてくれた恩人だ。

　有斗は昔、妹を救ってやれずに亡くした。自分を責めた有斗は、困った人を見つけたら、たとえ自分が傷つくことになっても助けられるような「主人公」になりたいと願った。

　だから事故に遭あいそうだった見知らぬ女の子を救おうとして、その子の代わりに死んだ。

　しかし、気が付けばこの世界に蘇よみがえっていた。

　蘇らせてくれたのがカノンだ。

　あなたの自己犠ぎ牲せい心は最強よ！　世界を救って最強の救世主！

　と、まぁそこまで手放しに褒ほめられてはいないが、そんな感じで言われたときに改めて決意した。妹を救えはしなかったけれど、自分を求めてくれる人たちがいるならば、その人たちのために戦おう、と。今度こそ本当の主人公になれるよう努つとめよう、と。

　そんなカノンも一緒に来られた方がいいと考えるのは、至し極ごく当然のことだった。




「誘さそったけど用事があるって断られたんだよなぁ。申し訳ないなぁ」

　しかし、有斗がそう頭を搔かくと、アリスはジト目で有斗を睨にらんで声を低くした。

「ッ……カノン・フラメルは今、関係ない」

「ん？　どうしたんだアリス、急に怖こわい顔をして」

「そもそもカノンは、いつもユウトと一緒にいる……ずるい」

「ずるい？　いや、そりゃ仕方ないだろ。俺は人工生命ホムンクルスだから、一応カノンの所有物ってことになってるし。カノンからしたら管理しなきゃいけない対象だし──」

「それは詭き弁べん。ユウトの身体からだは人工でも、心は人間。カノンがいなくても自分で自分の面めん倒どうくらいみられるはず。子供じゃないんだから、いつもひっつく必要はない」

「ま、まあ、そりゃそうかもだけど……」

　何を熱くなっているんだろう？　あ、わかった。あれか。

「むしろ俺の立場なら、カノンよりもアリスと一緒にいるべきって言いたいんだな？」

「そう、そういうことっ！」

「確かにね、三週間前に街を襲撃した《天使》の正体は、実は暴走したアリス……そのことを知っている人は少ないもんな」

「へ？」

　アリスが暴走すると《天使》化するという事実は、いろいろな事情で公表されていない。知っているのは有斗とカノン、学園長の劉りゆう、市民安全保障理事会会長の葛かつら城ぎハヤト、今は失しつ脚きやくした魔ま術じゆつ師し会員たちと、アリスの脳波を安定させるイヤフォン型錬金機器開発に携たずさわった錬金術師会の一部だけ……そしてアリスの暴走が再発したときに止められるのは、その中でも有斗だけ──

「つまり俺に、君が再発したときのために備えてろってことだよな？　うん、一理ある」

「…………」

「けど一応、今は錬金機器のおかげで状態は安定してるんだろう？　発作みたいなことも一度も起きてないしな」

「…………だから？」

「だから、別にアリスは無理してまで俺と一緒にいなくてもいいんじゃないかって──」

「ちがうっ!!　ぜんっぜんちがうっ!!」

「わっ、びっくりした！　ど、どうしたの？」

「はあ……やっぱりわたしのことはいい。話がややこしくなるだけだった」

「??」

　アリスは溜ため息いきを吐つくと、こちらをじっと見つめて人差し指を立てた。

「だいたい考えてもみてほしい。一七歳の男女が同室暮らしという状じよう況きようは普ふ通つうに考えて異常。なにか間違いがあってもおかしくない。違う？」

「うっ、そ、それは……確かに」

　有斗とカノンは今、寮りようで同どう棲せいしている。そうなった理由には、いろいろ仕方がない事情があるのだが……アリスの言うとおり、アレは異常な空間だとは思う。

「しかもカノンのやつ、朝たまに、俺の布団に潜もぐりこんでくることだってあるしな……」

「えっ、布団にまで!?」

「あ、いや、カノンの寝ね相ぞうが神がかって悪くてね。俺に下心はないんだよ？」

「あたりまえ！　あったら屠ほふる!!」

「屠るって──うわ、アリス待って!?　風が起きてるよ、魔術発動しちゃってるよ!?」

　有斗が慌あわてて万象分解で運動エネルギーを消し去る。

　それから必死で宥なだめると、やっとアリスは落ち着いてくれた。

「ごめんなさい。つい取り乱した」

「ついってレベルで施し設せつを破は壊かいしかけないで……怖すぎるから……」

「ともあれ結論。ユウトはわたしとだってカノンと同じくらいの時間を過ごしてくれてもいい。だからさっきも言ったとおり、今はわたしとのデートに集中すべき」

「で、デート？　いや、まさかそんな思い上がりはしてないけど」

「集中すべき！」

「ッ！　は、はいっ……わかりました……！」

　よくわからないが、また風が巻き起こり始めたので素直に頷うなずいた。

「わかればよろしい。というわけで気を取り直して、ご飯に行くことにする」

「ご飯」

「ちょうどお昼どきだし、ちゃんと美味おいしいお店を調べてきたから」

「ああ、そういえば前に来たときも、お店を事前にチェックしてきてくれてたな……でもごめん。今日は、その必要はないんだ」

「え？　どういうこと？」

「お手製弁当。カノンが持たせてくれたから」

　そう言って鞄かばんの中から、赤いチェックの包みを取り出した。

「なっ、お弁当までッ!?　いつもあなたたちは学食で済ませる生活パターンのはず……なのに今日に限って、どうしてそんなものを……！」

「え？　そりゃ多分、カノンにも来たい気持ちがやっぱりあったからじゃないか？　だから断るのは申し訳ないからってことで、せめてこうして持たせてくれたんだと思うけど」

「…………いや、違う。わたしにはわかる。これは、わたしを牽けん制せいする意味でわざと当てつけとして用意したに違いない。く、カノン・フラメルめ、小こ癪しやくなことをッ……！」

「ええっ？　いやいや、そんなわけないって。そもそも牽制って何のだよ」

「まあいい……あるものは仕方ない。この資源不足の時代に食材を無む駄だにするのも気が引けるし。ユウトはお弁当を食べればいい。わたしは他のものを買ってくるから」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。その点は心配しなくていいよ、アリスの分もあるから」

「はいっ!?」

「そりゃそうだろう？　カノンが君だけを仲間外れにするわけないじゃないか」

　有斗は言って、カノンから持たされたもうひとつの弁当袋ぶくろを鞄から取り出した。

　それは有斗のとは対照的な、青いチェック模様だ。カノンからは、必ずこちらをアリスに渡すように、と強く念を押されているので間違えちゃいけない。

「むむ、どういうこと？　これで意図が不明になった……カノンが本当に善意だけでやってるなら文句はないけれど、まさかそんなわけは……」

「？　よくわからないけど、疑いすぎだって」

「…………」

　ともあれ、ベンチに座ってそれぞれ弁当袋の封ふうを解く。

　互いにシンプルなプラスチック製の弁当箱が出てくる。まず有斗がその蓋ふたを取った。

　いつもは便利な学食で済ますことが多い。袋めんレベルの簡単な料理ならしてもらったことはあるが、お手製弁当は初めてだった。

　箱には、サラダ、卵焼き、ピーマンの肉にく詰づめといった美味しそうな、かつ栄養バランスも考えられたラインナップが豪ごう勢せいに詰め込まれていた。

「おお、本格的だな……うん！　美味うまい！　カノンにこんな才能があったとは！」

　おかずを口に運んで、つい感動の声を上げた。

「ま、まぁ物質操そう作さが得意な錬れん金きん術じゆつ師しだから驚おどろきはしない……うん、そのくらい、全然」

「？　なにをわなわな震ふるえてるの？　それよりアリスも開けてみなよ」

　有斗に言われて、アリスも渡された弁当箱を開かい封ふうする。

　現れたのは────日の丸弁当だった。

　敷しき詰められた白米の上に梅干しがひとつ載のっているだけ。古き良きツートンカラー。

「「………………………………」」

　ふたりとも沈ちん黙もくのまましばらく見つめてから、アリスが

「っ～～～あの鬼き畜ちくのカノンめっ!!」

　と、怒いかりに泣き震えながらじだんだを踏ふんだ。





３






　夕方。学生寮に戻もどる。１Ｋの小ぢんまりとした部屋。

　円形テーブルの前に、少女が女の子座りをしていた。窓から差し込む橙だいだい色いろの光が、ウェーブしたブロンドヘアにきらきらと反射し、柔やわらかそうな雪ゆき肌はだを暖色に染めていた。

「お、帰ってたんだ。おかえり」と有斗は声をかけた。

「ええ、ただいま。あなたこそおかえり。それで？」

「ん？　それでって？」

「お弁当よ。お口に合ったかしら」

　カノンは言うと、ちらりと上目づかいで有斗をうかがった。

「ああ、もちろん。合うどころかプロ並みの味付けで驚いたよ。ごちそうさま」

「ほんと？　よかった……ふふん、気合いを入れて早起きしたかいがあったわね」

　カノンは肩かたの荷が下りたかのような、いい笑みを浮うかべた。

「うん。だけどアリスの、あの日の丸弁当はどうしたんだ？」

「ああ、あれ？　あなたのお弁当に時間を取りたかったから仕方ないわよね」

「な、なるほど、俺のせいだったのか……それは申し訳ないことをしたな」

「いえ、あなたは何も悪くないわよ。そもそもアリスは私を差し置いてあなたと遊んでいる時点でずるいんだから、あれくらいで充じゆう分ぶんでしょう」

　ずるい？　それはアリスも言っていた。けど、よくわからない。

　ツクバモールは楽しい施設だから一いつ緒しよに来たかったという意味だろうか？

「まあ、なんにせよ、最後は丸く収まったからよかったけど……」

　あのあと、弁当を半分こしようと提案すると、アリスは機き嫌げんを直した。

『そ、それは、とてもいい考えかもっ……ユウトと突つっつき合いという響ひびき……ぐっとくるパワーワード！』

　パワーワードというのも意味不明なんだけどな。なんて思いつつ、有斗はお弁当箱を流しに持っていく。洗い物をしながら、リビングに座っているカノンに訊きいた。

「そういえばカノン、今朝の用事ってどこに行ってたの？」

　すると、リビングから答えるカノンの返事に違い和わ感かんを覚えた。

「ん？　ああ、別に……なんというか、ちょっとした気分転てん換かんよ。気にしないで」

　歯切れの悪い答えだ。

「ん？　気分転換って言うわりに、なんか少し疲つかれた感じじゃないか？」

「えっ……そ、そんなことないし」

「いやいや、そんなことあるって」

「っ、ないしっ！　わや元気だしっ！」

「なんで東北弁？」

　カノンが何かを隠かくしているだろうことは、すぐにわかった。

　ただ、必死に隠す理由には見当がつかない。

　カノンは基本的に有斗から離はなれたがらない。人工肉体はカノンの両親が遺のこした形見で、カノンの所有物だからだ。有斗の行動を把は握あくしなきゃならない義務がある。

　なのに今日は、有斗を放置して単独行動をした。

　そこまで優先度が高く、しかも有斗に話せない事情……

　と考えて、ふとアリスの言葉が頭をよぎった。

『一七歳の男女が同室暮らしという状況は普通に考えて異常』

　そうだ、カノンは一七歳の少女だ。しかも、かなりかわいい。となると──

（ハッ！　まさかとは思うけど彼氏とかか!?）

　今までそんな様子は微み塵じんも見せていなかったが有り得なくもなかった。

　動どう揺ようしていると、耳元で声がした。

「ていうか、あなたこそどうしたのよ、なんとも言えない渋しぶい顔してるわよ？」

「おわっ、びっくりした！　急に隣となりに立つなよ」

「？　なによ、洗い物を手伝ってあげようとしただけじゃない」

　カノンはスポンジにつけた洗せん剤ざいを泡あわ立だてはじめる。そのすました表情から、内心は読めない。有斗は「あ、ありがとう」と横顔をうかがうように見つつ、試しに訊いてみた。

「と、ところでカノンさん……君は弁当を他の人に作ってあげる予定はないのかな？」

「は？」

「いや、別に深い意味はなくてですね？　ただ、せっかくの腕うで前まえだから、そんな相手はいないのかな、と思って」

　するとカノンは、呆あきれかえったような表情で返した。

「はあ？　あなた、ひょっとしてバカなの？　いつも一緒に行動していてわからないのかしら。いるわけないでしょ。私は今まで、魔ま術じゆつ師しからも錬金術師からも半はん端ぱ者としてハブられてきたのだから。貫かん録ろくのぼっちオブぼっちズよ」

　ほっ。……っていやいや、安あん堵どしてどうする。

「ぼっちって胸を張ることじゃないだろ。ていうかアリスは？　友達だろ？」

「はあ……あのねえ、あなた、私とあいつの関係を見て友達だと本気で思ってるの？　だとしたら相当に頭の中がお花畑よ？」

「え、違ちがうのか？　でもケンカするほど仲がいいって──」

「友達じゃない。ライバルよ。私とアリスは、宿敵と書いてライバル」

「ああ、なるほどね……」

　確かに、その方がしっくりくる。ふたりは学内ランクもトップレベルで並んでいる。

「ちなみに俺は？」

「うーん。あなたも、友達っていうのとは少し違うわね」

　試しに訊くと、カノンは考え込んでから、なぜか少し頰ほおを紅潮させた。

「ていうか私とアリスがライバルなのって、多分あなたのせいだし……」

「俺？　なんで俺と、カノンたちがライバルなことが関係あるんだよ」

「わ、私にだってよくわからないわよ……」

「？　よくわからないってどういうこと？　そんなことある？」

「っ～～！　とにかくあなたは友達なんかじゃないのっ！」

「えぇぇ、地味にショックなんですけど……じゃあ俺はカノンにとって何なんだよ？」

「え？　何ってそりゃあ──」

　カノンは顎あごに手を当てて、目を泳がせてから言った。

「……所有物？」

「あ、それな」

　落ち着くところに落ち着く回答だった。




「ともあれ無事でよかったよ。ちょっと心配してたんだ、今日は朝から調子がいつもと違ったから」

　有斗は洗い終えた赤い弁当箱を目の前の乾かん燥そうカゴにひょいと入れた。

　カノンも少し背せ伸のびをしながら青い弁当箱を隣に並べる。しかし、その視線はどこか、ここではない遠くを見つめているようでもあった。

「ええ、そうね。もう目の前だものね……錬魔祭」

「錬魔祭？」

「七年前から始まった、一日限りの復興記念祭よ」

　タオルで手を拭ふいてリビングに戻ったあと、カノンが詳くわしく説明した。

　いわく錬魔祭は、市安保の主導で毎年開かれているという。錬金術や魔術を使った出しものや露ろ店てんが街の各所に配置され、人々を楽しませる。

「出店者の二割は一いつ般ぱん参加だけど、八割は錬魔学園生徒ね。私たちって能力上、市民に怖こわがられることもあるから積極的に参加して、ふれあいの場にするの」

「へえ、そんな行事があるのか。学園祭みたいで楽しそうだな」

「街全体を使ったハデな学園祭ってイメージで間違ってないわね。ただ、準備の時期から祭りに乗じた犯罪も増えるのよね……防ぼう護ご柵さくの外から色んな人たちが来るから余計に」

「ん？　街の外って危険なんだろ？　なんでわざわざ来るんだ」

「ツクバの技術力を盗ぬすむためよ。他の街は経済も治安も安定していない。《救済の剣けん》みたいな輸出できる発明品を持っていない。だから、ツクバから新たな発明品のヒントを得ようと必死なの」

「……なるほど」

「時期的には、すでに街に入りはじめている頃ころね──特に今回は訪問者数が例年よりも多いらしいわ。三週間前の《天使》討とう伐ばつの評判は市外にも伝わって関心を呼んでいるから。そのせいで他の街の錬金術師会から視察官までやってくるって」

「視察官？」

「名めい目もくはツクバの高い超ちよう常じよう技術を学ぶため。……ということになっているようだけれど、実際は、あなたを監かん視しするためだと思うわ」

「監視って、俺を？　なんで??」

「あなたは《天使》の一件で疑われているからよ」

「へ？」

「だって《天使》を退しりぞけるなんて常人にできるわけがないもの。だから、それをやってのけたあなたと私も、ペラダンとグルだったんじゃないかと怪あやしまれているわけ。《天使》に街を襲おそわせてから、それを救った英えい雄ゆうを作り上げてしまえば、その英雄への街からの信しん頼らい度どはうなぎのぼり。発言力が増して、世界有数の都市ツクバを操作出来得る立場になる」

「……つまり、《天使》の再臨もその討伐も、初めから出来レースだったと？」

「そう」

「はあ!?　いや、有り得ないだろ。馬ば鹿かげてる！」

「もちろん馬鹿らしい推論よ、事実を知っていればね。けれど《天使》については臆おく病びようなくらいに調査してもやりすぎってことはないから、疑ぎ心しん暗あん鬼きなのでしょう。要するに、あなたはそれだけ注目の的なのよ」

「注目の的……」

「だから、あなたに何かあったときのために、できるだけ私と一緒にいなさい」

　カノンは指先を有斗の鼻にちょこんと当てて言った。

「一緒にって。それを今日、普ふ通つうに俺を放ってどこかに行ってたやつが言う？」

「っ……だとしてもよ。あなたは私の所有物なんだからね、わかった？」

　有斗は苦笑した。カノンが心配してくれているのは、もちろん特別な好意からじゃなくて有斗が所有物だから──親の形見のホムンクルスだからだ。

　それでも嬉うれしくは思う。し、有斗だってカノンとは一緒にいたい。

　有斗にとっては世界と同じくらい、カノンも大事で守るべき対象だからだ。

（アリスには異常だって言われたけれど……この関係のままが一番いいんだよな、たぶん）

　思いつつ、有斗は微ほほ笑えみながら返した。

「はいはい。これからも俺は、君の所有物だよ」

　そうして有斗は、リモコンを取ってテレビをつけた。

　その背中に、か細く呟つぶやかれた少女の声は、番組の音にかき消された。

「…………ごめんなさいね。あなたに何も明かせなくて」
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　翌朝、街の気温は例年よりも三度高かった。

　錬魔祭への昂こう揚よう感が今までになく、湯気のように立ち昇のぼっているのだ。

　大通りには、普ふ段だんなら見かけない観光客が多い。その熱気に煽あおられて、地元のおばさんの井い戸ど端ばた会議も、小学生の話題も、錬魔祭一色に染まってゆく。

　しかし、その中でもっとも熱量が大きいのは、錬魔学園の学生寮りようだった。

「お前んチーム、どこまで進んだ？　オレんとこは昨日のうちに材料を揃そろえて──」

「やっぱ派手な演出があってこその魔術ショーだよな。あとは、もうちょっと息を合わせる練習をして──」

「大型の錬金工具は結構重いなぁ、いったん休きゆう憩けいするか。そっちから降ろしてくれ、右から、そう、ゆっくりな──」

　有斗が部屋を出ると、三年生が忙せわしなく行き交っていた。錬魔祭の準備を既すでに進めているらしく、出し物の練習用なのか宝たから塚づかめいた衣装を着ていたり荷物を運んでいたりする。

　騒さわがしいけれど、嫌いやな感じはしない。むしろワクワクがこちらにまで伝でん播ぱする。

　有斗は無意識に頰を緩ゆるめつつ寮を出た。

「おはよう、ユウト」

「ん。おはよう」

　出口ではアリスが待っていて、柔やわらかい微笑で手を振ふってくれた。

　有斗たちが住んでいる学生寮は錬れん金きん術じゆつ科棟とうと魔術科棟に分かれているが、どちらも校舎と同じ敷しき地ちにはないため登校には少し距きよ離りを歩く。アリスは、授業の始まる時間が有斗と同じ日には魔術科の学生寮棟から錬金術科棟まで来て、一いつ緒しよに登校をすると決めていた。

「毎日毎日、どうしてあなたがいるのよ。青峰アリス」

　有斗の隣から顔を覗のぞかせたカノンが、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせず言った。

「ふん、べつに。あなたには関係ない、鬼き畜ちくのカノン」

「何度言ったら覚えるの。私の異い名みようは〈奇才〉よ、き・さ・い！」

「キモい？」

「～～っ！」

　カノンは歯ぎしりをしてアリスを睨にらむ。

「そもそもあなたね、私が作った錬金機器のおかげで脳波の状態は安定してるんでしょう？　わざわざ有斗に付きまとう意味がわからないのだけれどっ」

　カノンの言うとおり、アリスの暴走再発を食い止めているイヤフォン型錬金機器の開発指揮を執とったのは、他でもないカノンだ。アリスにとってカノンは恩人に当たる。

　だが、そんな恩人にアリスはそっけなく、以前有斗が言った理り屈くつを返す。

「錬金機器については本当に感謝している。けれど完かん璧ぺきという保証はない。同行は自然」

「ちっ、ドヤ顔でそれらしい理屈を言ってるけれど、本当は有斗と一緒にいたいだけのくせに……」

「はっ、それを言うなら、あなたこそいつも有斗と一緒にいるのはずるい。というかむしろ、わたしの監視をユウトがいつでもできるように、あなたは今すぐに寮の部屋をわたしと代わってもいいくらい。今すぐそうすべき、ほらはやく」

「な、なんでそうなるのよっ！　あなたは魔術科なんだから、有斗や私とはそもそも建物が違うでしょうっ。それに有斗と同どう棲せいが認められてるのは、有斗が私の『所有物』ってことに書類上なってるから！　あなたとは前提が違うの！」

「そんなの知らない。《天使》の危険性はすべてのルールを超こえる」

「っ～～!?　その論理はずるいわよっ！　あとドヤ顔がむかつくっ！」

「知らないもーん事実だもーん」

「むきーっ!!」

　まるで子供みたいな言い合いをしているふたりの美少女に、有斗は苦笑した。

「ライバル、か」

　それもいいけれど、こいつらには、そろそろ素直になれる友達が必要かもしれない。

　なんて思いつつ、するすると学園本棟の方角へと歩き出した。

「「えっ？　あ、待って！」」と、ふたりが慌あわてて後を追ってくる。いつもの光景だった。




　そして──出会いは突とつ然ぜんやってきた。

　街路の角を曲がった、その道の真ん中に、なにかがうずくまっているのを見つけた──少女である。

「……え？」

　髪かみは可愛らしいツインテール。その頭を膝ひざと膝のあいだにうずめて俯うつむいていた。背せ丈たけは、かなり小こ柄がらで、一四五㎝のカノンよりもさらに低そうに見える。

　なによりも目を引いたのは服装だった。

「っ、汚よごれたタオルケット一枚って、なんて格好を……」

　近くに親らしき人ひと影かげはない。他の大人も生徒もいない。有斗は慌てて駆かけ寄った。

「どうしたの、君。怪け我がはない？」

　すると少女は怯おびえたような上目づかいで有斗の顔を見上げた。

　顔立ちは一二、三歳ほどの幼さだ。どこかを痛がっている様子はない。

「どうしてそんな格好なのかな」

　有斗の質問に、少女はぶんぶんと首を振ふる。

「わからないってこと？　覚えていないの？」

　こくり、と少女は頷うなずく。

「パパとママは？　どこに行ったかわかる？」

　ぶんぶんと首を振る。どうやら、ほとんど何も覚えていそうにない。

「マジか。困ったな……」

　ひょっとすると事件かもしれない。思っていると少女が言った。

「おうちを、探さなきゃ」

「え？」

「おうちを、探さなきゃ」

　小さな声で繰くり返す少女。

「おうちの場所もわからないの？　住所や、電話番号も？」

　少女は、また、こくり。
















「そうか、かわいそうに。状じよう況きようがわからないうえに迷子か……」

　呟つぶやくと、少女がはじめて瞳ひとみに光を灯ともした。キッとした目つきでこちらを見上げて言う。

「まいごだけど、でも、おうちはあるよ」

「え？　ああ、うん。もちろん。ただ、今は場所がわからないんだよね？」

「うん。でも、見つからないだけで『おうち』はあるもん」

　少女が、当たり前のことを今にも泣きそうに目を潤うるませて主張するので困こん惑わくした。

　とりあえず話題を変えよう。

「そうだね、ごめんね……えーと、君、名前は？」

「テオ。テオセベイア」

「そっか、テオちゃん。ひとまず近くの交番に行こうか？」

　ツクバでは警察が存在しないかわりに、錬魔学園の生徒が駐ちゆう在ざいしている建物が交番と呼ばれる。配属される生徒の多くは一年生なので凶きよう悪あく犯の確保などは任せられないが、それでも迷子を保護して、学園本部と連れん絡らくを取り合うくらいの仕事はこなせる。

　有斗はテオと名乗った少女の手を握にぎり、優しく誘ゆう導どうしようとしたが──

「…………や」

　と、テオは手を引っ張り返して首を振った。

「嫌？　でも、おうちに帰らないと……」

「おうちは探したい。でも、交番はだめ」

「……だめって、どうして」

「どうしても」

　……困った子である。なにか事情でもあるのか？　しかし、その事情を話してくれそうにはない。

　しかもテオは有斗の手を、小さな両手で強く摑つかんで離はなそうとしない。交番には行きたくないが、有斗に助けてはほしいらしい。どういうこっちゃ。

「あれ。どうしたの、その子」

　有斗が頰ほおを搔いていると、遅おくれていたカノンとアリスが追いついてきた。

　手早く事情を説明した。

「──というわけで保護したいんだけど、交番は嫌がってて」

「なるほど……確かに心配ね。でもまぁそういうことなら、とりあえず直接、学園まで連れていけばいいんじゃないかしら？」

　カノンはあっけらかんと言う。

「何より優先すべきは、おうちに帰りたがっているその子の気持ちでしょう？　心配しなくても学園の三年生に任せておけば、捜そう査さはあの人たちの主業務だし、迷子の家くらい見つけるわよ。私たちがかまってあげるまでもなくね」

「……確かに、その通りか」

　有斗が目線を下げてテオをうかがうと、テオは上目づかいで、こくりと頷うなずいた。




　学園に向かう道すがら、テオに色々と訊きいた。

　年ねん齢れい。両親の名前、仕事、外見的特徴。おうちは街のどの区画かわかる？

　怖こわがらせないように優しく尋たずねたけれど、テオは何も教えてくれなかった。有斗を頼たよりたい気持ちはあるが、一方で警けい戒かい心しんも残っているのだろうか？　まぁ子供だし当たり前か。

　身元を証明する物も、テオは持っていなかった。

　結局、学園に着いてから、授業の始まる前の時間を使って劉学園長に相談した。

「どうしましょう？　何も話してくれないんですけど」

「ふむ。三年生たちを何人かあてて家を捜さがさせよう。手がかりはその子の外見と名前しかないが、それでもうちの三年なら数日のうちに見つけるだろう。ただの迷子か、事件に巻き込まれたかは、そのあとに落ち着いて訊き出せばいい」

　まっとうな返しである。

「捜査の間、テオは？　学園で保護できますか？」

「当然。ひとまず医務室に預けるか」

　医務室は他の学校でいうところの保健室だ。少なくとも交番よりは落ち着ける。

　ただ、これにもテオは、有斗の袖そでを摑んで首を振った。

「いむしつ、いや……お兄ちゃんと一緒がいい」

「えっ？」と有斗は驚おどろく。

「ほう？」と劉は感心の息を吐はいた。「ずいぶんと貴様に懐なついているようだな？」

「いや、多分そういうわけではなくて……他の人よりは、まだ俺のほうが頼りやすいと思ってくれてるんだと思います。最初に声をかけた相手ですし」

「ふむ、どちらにせよ他の者には預けられないわけだろう？　ならば貴様と行動をともにさせてみるか？　祭りの準備を見学させるくらいは学園としても問題ない」

「えっ、俺が面めん倒どうを見るんですか？」

「あくまで、三年生がその子の家を見つけるまでのわずかな時間だよ。それに、その子の様子から考えると、方法は他にないようだが？」

　有斗がテオのほうへ視線を落とすと、彼女は有斗の背後に引っ付いたまま、こくりと頷いている。どうやらテオの面倒は、有斗じゃないと見られないらしい。

「……ま、まぁ横に引っ付いて一緒に行動するくらいなら俺も問題ないですけど」

　なんだか、いつもの劉学園長の口車に乗せられている気がしないでもなかったが、とはいえテオを見ていると、放ってはおけない。

（この子……少し似てるかもな、妹に）

　有斗は圧あつ倒とう的に、年下の女の子に弱い。
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「というわけで、今日からは貴様ら下級生にも、錬魔祭の準備を進めてもらう」

　一限目から、一、二年生は体育館に集められた。有斗はカノンの体操着に着替えたテオを連れて、カノンとアリスとも並んでフロアに座っていた。劉学園長直じき々じきの説明がある。

「三年生は先んじて既に進めているが、その理由はオープニングのライブや花火などイベント系を任されているからだ。つまり祭りの大部分を占しめる露ろ店てん系のクオリティは、一、二年生の腕うでにかかっている」

　有斗の隣となりでカノンが補足した。

「例年に多いのは、お化け屋や敷しきや占うらない屋、手品とかね。あと、タコ焼きなんかの飲食店も人気。まあ、よほどじゃないと却きやつ下かはされないから、各々の超ちよう常じよう能力にあったものを選ぶ感じ」

「超常能力って……タコ焼き屋でどうやって能力を使うんだ？」

「錬れん金きん術じゆつが普ふ通つうに調理学としても有用なことは教えたでしょう？　魔ま術じゆつも、感覚干かん渉しよう系を使える生徒は味覚操作で味を良いように錯さつ覚かくさせたりとか」

「……それ、なんか怖くない？」

「あと、最近だと『料理は目で食べる』ってことで視覚に訴うつたえかけるのも流行はやりりね。魔術は擬ぎ似じ的なフランベとか、錬金術ならタコアートとか」

「タコアート？」

「ラテアートのもじりよ。タコ焼きで立体作品を作るの。インスタ映えするのよね」

　インスタというのはインスタポンドと呼ばれる、画像投とう稿こう型ＳＮＳのことだ。ツクバの高校生の間で流行っているので、インスタで商品が注目されれば店の売り上げが伸のびる。

「な、なるほど……結構なんでもありだな」

「ちなみに、当日の交通規制班も給きゆう与よの出る仕事として募つのっているから、それに志願すれば店を出さない選せん択たく肢しもあるわ。去年の私がそうだった」

「あ、わたしも」と、アリスが横で手を挙げる。

　……いや、それってぼっちだったからだよね？　と内心苦笑したところに劉が続けた。

「錬魔祭の準備期間は七日後までだ。一週間しかない。治安維い持じ組織としての立場を考えれば、これが手を割さける期間の限界だ」

　七日間。短期で集中する必要がありそうだ。

「今日はまず、好きな者同士で班を作ってくれ。学科は気にせずに組んでいいぞ、錬金術師と魔術師の交流も目的のひとつだからな」

　…………。

「って、最初の準備がいきなりの『好きな人同士で組んで』かよ!?」

　学校生活における禁きん忌きとも呼ばれるキラーワードを平気でぶつけてくる学園長に動揺しながらも、有斗は横のカノンとアリスをうかがった。

「ま、まぁこのふたりと組めば大だい丈じよう夫ぶか。どちらも友達少ないもんな……」

　と、しかし、そこで驚くべき光景を目にした。

　──ふたりの周りには、あっという間に人だかりができていたのである。

「カノンさん、ぼくたちと一いつ緒しよにチョコバナナ屋さんをやりましょう！　カノンさんがいれば、魔術師組に大差をつけてお客さんを集められますよ！」

「ハン、《天使》討とう伐ばつの英えい雄ゆうを客寄せパンダとしてしか考えていないとは愚おろかだな。青峰アリスよ、おれたちと一緒に飛行魔術体験をやろう。そなたの魔術の腕を存分に発揮し、かつ錬金術師たちよりも客を沸わかせられる演目だ」

　……なるほど、《天使》を退しりぞけた効果らしい。

　カノンは先日の事件で《天使》を鎮しずめるために活かつ躍やくして街を救った。

　アリスは、実は《天使》そのものなのだが……それはみんなに公表されていないので英雄のひとりということになっている。でも、あれからのアリスは街のために一層尽つくしているので認識は間ま違ちがっていない。

　さらに極きわめつけは、ふたりの美び貌ぼうだ。特に男子から誘さそわれている。

　カノンの表情をうかがうと、本人もまんざらではないらしい。

「ふふん、やっと私の偉い大だいさに気づいたの？　あ～どうしようかなぁ、他に誘ってくれる人がいなければ、この男子たちの中から決めちゃおうかなぁ？」

　なんて鼻高々な表情で、ちらちらと有斗を見ている。「どうかしら有斗？　これが私の実力よ、すごいでしょ？」とでも言いたげだ。その自じ慢まんげな様子は子供みたいで可愛らしい。

　アリスの方はというとカノンとは対照的に、慣れない扱あつかいに困こん惑わくしている様子だった。

「え、わたしなんかでいいの？　で、でも、わたしはもう相手は決めて……あ、いや、あなたたちが嫌いやというわけではないけど、えっと……」

　これはこれで、ウブな感じが愛らしい。

「お兄ちゃん……いいの？」

　と、テオが不安げに手を握って、見つめてくる。

「うん？　ああ──」

　カノンには、一緒にいろと言われたばかりだった。ただ、他の誘いを嫌がっている様子ではない。それにちょうど、ふたりには友達がいたほうがいいと思っていたところだ。

「いいんだよ。邪じや魔ましない方が、ふたりのためにもなるだろう」

　もちろん少しの寂さびしさは感じたが、有斗はテオの手を引いてスッとその場を離れた。

「と、言ってはみたものの、こうなると困るのは俺のほうだよな……」

　魔術と錬金術の掛かけ合わせで作られた人工生命ホムンクルス。その立場上、魔術師と錬金術師の仲が悪いこの世界では差別されがちで友達は少ない。ぼっち度合いでいえばカノンやアリスよりも深刻なくらいだ。どうしよう、と途と方ほうに暮れていたら──

「あ、あの……千潮有斗くんだよね？」

　背後から声をかけられた。振ふり向けば、そこにいるのは同学年の女子生徒だ。

「ああ、錬金術科の……たしか、函はこ泊まりさん？」

「わっ、覚えてくれてたんだ！　ありがとう！」

　北海道出身の珍めずらしい苗みよう字じだから印象に残りやすいだけではない。三年生にお姉さんもいて、ふたりとも校内ランキングの上位者常連。しかも赤文字系雑誌のモデルみたいな、ゆるふわ髪がみと愛されメイクのおかげでスクールカースト上位のモテキャラ。かつ本人たちはそのことに無自覚という、生まれた瞬しゆん間かんから細さい胞ぼうレベルで有斗とは違う勝ち組なのだ。

　函泊さんの後ろには、さらに同じように女子たちが一〇人以上も並んでいた。どうやら有斗に声をかけようと、行列を作っているようだった。中には魔術科の生徒までいる。

　……おいおい、なんで既に出店みたくなってるの？

「よかったら、私たちと組んでもらえないかな？」

「え、なんで俺？」

「だって《天使》討伐で一番活躍したのは有斗くんでしょう？」

「……あっ」

　思えば、《天使》を最終的に鎮ちん圧あつしたのは他でもない有斗なのだ。

　ならカノンやアリスが人気になった以上に、有斗にも人が集まるのは自然だった。

　函泊さんは恥はずかしそうに、両手の指を絡からませている。

「みんな、有斗くんと組みたがってるよ。特に……女の子たちは……」

「あー、えーと……？」

　こんなふうに女子生徒から人気を得たことはない。困惑で変な汗あせが出てきた。

　しかも、組もうとしても全員とは無理だ。誰だれか数人を選ばないといけない。

（「調子乗ってる」ってあとからカノンに怒おこられそうだな……）

　なんて苦笑していると、函泊さんに言われた。

「あ、有斗くん、もしかしてまたカノンさんのことを考えてるんでしょう？」

「へっ？　な、なんでわかったの？」

「やっぱり！　だって有斗くん、いつもカノンさんと一緒にいるんだもん」

「っ……」

　それ、アリスにも言われました。

「でも俺はあいつの所有物だから、仕方ないというか──」

「カノンさんは可愛いから気持ちはわかるけど、でもそれだと他のみんなが、いつまでも有斗くんと仲良くなれないじゃんっ！」

「いやいや、俺なんて仲良くなるほどの人間じゃ──」

「それに、有斗くんだけじゃないよ？　カノンさんのためにも、離はなれた方がいいと思う」

「え、カノンのため？」

　函泊さんはカノンを一いち瞥べつしてから「だって」と耳打ちしてきた。




「カノンさん……有斗くんと過ごしはじめてから、校内ランクが落ち続けてるでしょう？」




　──いきなり、まったく思ってもいないところから殴なぐられた。

「へっ……!?　そ、そうなの……??」

「うん。カノンさんは錬金銃じゆうと、そこに込める強力な魔術〈Aitherエーテル〉で戦ってるけど……でも最近は、他のことに気を割かれて魔術のほうの出力が落ちてるみたい」

　魔術は精神に依よる超常技術だ。心理的な揺ゆらぎによって出力が落ちることもある。

「でも、そんなこと、一言も言ってなかったけど──」

「そりゃ言えるわけないよ。だってカノンさんが気を割いていることっていうのが、たぶん有斗くんのことだもん」

「？　俺のこと……なんで？」

「なんでって、うーん……それは私の口から言えることじゃないかな。予想が外れてるかもだし、もしも私の思ったとおりだとしたら、なおさらね」

「え??」

「こういうのは本人の口から伝えるべきことだから」

　本当に意味がわからなくて困った。

　ただ、有斗はカノンのためにと思って一緒にいたのに、それがもしもカノンにとってマイナスに働いているのなら問題だ。

（そういえば……言われてみれば気づくこともあるな）

　カノンはぼっちだと自じ虐ぎやくしていた。けれど、今カノンの周りには人だかりがある。

　理由から考えれば、三週間前の事件解決直後から既すでにそうだったはずだ。

　となると、その気になればいつでも、友達を作れたはず──

（もしかしてカノンは、俺を心配して、いつも一緒にいてくれてるのか……？）

　今朝まさに、カノンは有斗を心配して「一緒にいなさい」と念を押した。ならば、カノンの成績不振の理由、気を割いている「他のこと」というのも、有斗への心配？

「と、とにかく！　そういうことだから、今回は私たちと組もう？　それとも私たちじゃ嫌？」

　有斗が深刻な表情で顎あごに手を当てると、函泊さんが気づかうように言った。

「あ、そんなのずるいっ！　あたしたちと組んで！」

「いや、ここはわたしたちと！」

　他の女子たちも、にじり寄ってくる。だがその声は、もはやくぐもって聞こえた。

　気持ちはありがたいがそれどころじゃない。カノンは有斗を心配してくれているのかもしれないが、有斗からすればそんなカノンのほうこそ心配だ。

　カノンの様子を確かめたくて、そちらをちらりと向いた。

　そこで、カノンと目が合った。

　カノンは有斗の置かれた状じよう況きように、なぜか有斗本人よりも驚おどろいたようでギョッと目を見開いていた。それから大おお慌あわての様子で、声をかけてきた男子生徒に言ってのけた。

「ちょちょちょっとあなたたち邪魔よ！　私は有斗と組むんだからどきなさいッ！」

　と、カノン。さらに、そこにアリスも

「そ、そのとおり！　悪いけど、あなたたちと組む気はない！　わたしの相棒はユウトと決まっているッ！」と続く。

　…………………え？　どういう風の吹ふき回し??

　ふたりはなぜか急に、自分に群がる男子たちを可か哀わい想そうなくらいに一いつ蹴しゆうした。そしてドタドタと速足で有斗のもとへとやってくると、有斗と女子生徒の間に割って入った。

「あなたたちも図々しいわよ、有斗は私と組むの！　前から約束してたんだから！　ね、有斗!?」

「は？　いや、そんなこと一言も……」

「そう！　チシオ・ユウトは渡わたさない！　断固！」

「…………？」

　なにをきっかけに、ふたりが態度を変えたのか有斗には理解できない。

　でも止める間もなく、カノンとアリスは函泊さんたちを追おい払はらってしまい、有斗の周囲にいる生徒は結局、はじめと同じカノンとアリスだけになった。

「お、おいおい……」

「な、なによ？　もしかして私と組むの、嫌だったの？」

　カノンは、多少は悪いと思っているからなのか、うかがうように有斗の顔を見上げた。

「いや、嫌とかじゃもちろんないけど……むしろ、なんでだろうと思って。せっかく他に組んでくれる人がいるのに断っちゃって」

「は？　そんなの当然じゃない。あなたはいつも私と一いつ緒しよにいなさいって言ったでしょ」

「そうだけど、なんでそこまで？　もしかして……そんなに心配してくれてるのか？」

　ストレートに尋たずねると、カノンは目を丸くした。

「心配？　ああ、そりゃもちろん、所有者としてあなたの安全を気にはかけているわよ」

　やっぱりか。

「……いえ、でもそれだけじゃないわね。なんというか私は、あなたのことが──」

「ん？　俺のことが？」

　他にもカノンの気を割いていることがあるのか？　どんな不安要素だ？　と有斗は固かた唾ずを吞のんで待った。が、カノンはそこでハッと、自分の発言に気づいたかのように両手で口を押さえた。それから目をぱちぱちとさせてから言う。

「……い、いえ。ごめんなさい。自分でもよくわからないわ」

「へ？　わからない？　そんなことある??」

「っ……うるさいわね。ていうか所有者が所有物と一緒にいるのに理由なんていらないでしょうっ！」

　そう怒られてしまったので、それ以上は掘ほり下げられなかった。

　有斗が釈しやく然ぜんとせずに首を傾かしげていると、アリスが隣となりで言った。

「まあ、今回ばかりはカノンの言うとおりにしていいと、わたしも思う。だって慣れた者同士で組むほうが最高のパフォーマンスを発揮できる。ユウトは他の子と組まないべき」

「……は、はあ」

　そりゃそうかもだが。

　なんてやりとりをしていると、足元で「くすっ」と小さな笑い声が聞こえた。

　目線を下に落とすと──テオだった。

　テオは、函泊さんたちが有斗のもとに群がってきてからずっと、有斗のズボンを握にぎりしめて陰かげに隠かくれていた。怖こわがるように、大人しく。でも、そのテオがふと緊きん張ちようが解けたような、楽しそうに細めた目で有斗を見上げた。

「ふふ。お兄ちゃん、人気者でうれしいね？」

「えっ？」

　有斗はテオの表情に、きょとんと間ま抜ぬけな声を出した──テオが、はじめて笑った。

「？　どうしたの、お兄ちゃん」

「ああ、いや。はは……人気者か。そうだね、ありがたいね」

　子供の力というのは偉い大だいだ。テオの一言だけで、なんだか肩かたの力が抜ぬけた。

　そんなテオの笑顔を引き出してくれたカノンとアリスに感謝しつつ、ふと思いつく。

「あ。そうか、その手があったか」

「え？」

　有斗は、これは好機とばかりにテオの前にしゃがみこみ、耳打ちした。

「ねえテオ、お願いがあるんだけど……錬魔祭、もしよかったら君にも見学だけじゃなくて、手伝ってもらっていいかな？　どうせなら一緒に参加した方が楽しいと思うからさ」

　テオは思いがけない提案だったからか、最初は目を丸くしていた。

　だが、やがて困こん惑わくしつつも嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「……う、うん。手伝う。ぼくでいいなら……」

「よかった！　ありがとうな」

　──有斗がテオを錬魔祭に引きこんだ理由は、三つあった。

　ひとつめは、テオの「身」の安全を確保するため。

　見知らぬ場所にいる幼子を守るためには、できるだけ離れないでいた方がいい。

　ふたつめは、テオの「心」をケアするため。

　テオの口数が減っていたのも、緊張と不安からだろう。家が見つかるまでの間だけとはいえ、テオが安心できる関係性を作ることは、年長者として重要な務めだ。

　そして、なによりは……カノンのため。

　有斗はカノンにとって「所有物」だ。

　それはそれで光栄な役目だが、どうやらカノンの足を引っ張っているようでもある。

　函泊さんが言いよどんだ、カノンの不調の原因……それを訊きき出す必要がある。

　普ふ通つうは一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。カノンは同年代の男子や女子に対しては、先ほどのように棘とげのある態度を取ってしまうから。

　しかし、テオなら。

　年下で、純じゆん朴ぼくで、あらゆる人の庇ひ護ご欲よくを刺し激げきするようなテオであれば。

　──気難しいカノンとも、友達になってくれる可能性は高い。

「ん？　なにマジな目をしてるのよ、怖いわよ？」とカノンが言う。

「……いや、なんでもないよ。ごめんごめん」

　有斗は密かに企たくらみつつ、四人で錬魔祭の準備を進めることを決めたのだった。
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　三日前から既に、街には他都市からの来訪者たちが入ってきていた。

　その顔ぶれは多種多様だ。もちろん金持ちの道楽めいた観光客もいるが、柄がらの悪い者も多い。優ゆう秀しゆうな術師をヘッドハンティングしようとする政治家、怪あやしい品を仕入れたり売りつけたりしようと目もく論ろむ商人、高い技術力を盗ぬすもうと眼鏡を光らせる研究者、そういった人たちに雇やとわれている超ちよう常じよう能力の高い傭よう兵へい集団……そんな中、ひときわ目立つ男がいた。

　二ｍに届こうかという大きな体格。

　顔は、黒くて分厚いフード付コートを目ま深ぶかに被かぶっているためパッと見では確認しづらい。

　右手には銀色のアルミニウムでできたキャリーケースを引きずっている。

　ケースは旅行用と考えても過度に巨きよ大だいだ。中学生くらいなら、ちょっと背を曲げるだけで簡単に入ってしまいそうなサイズ。

　そのキャスターをガラガラと鳴らしながら大男は、道みち端ばたに店を出している露ろ天てん商しようの前で足を止めた。

　こうして祭りの開始前から店を出す豪ごう胆たんな商人も稀まれにいる。その狙ねらいは観光客じゃない。扱あつかう商品は、たとえば「組み立てれば露店が簡単に作れる、折おり畳たたみ式の仮設テント」など。つまり祭りの出店者である生徒たちをターゲットに設営用具を売っているのだ。

「学生でなくとも売ってくれるか？」

　大男が野太い声で露天商の店主に話しかけた。店主は反射的に愛想よく応こたえようとする。

「あいよ、もちろんさ。何をお探し──」

　……が、しかし店主は大男を振ふり返ったところで、フードの中から覗のぞく顔を見て言葉に詰つまった。客相手にもかかわらず、思わず表情を痛々しげにしかめた。

　ただ大男は、そういう対応に慣れているからか気にした様子はない。平然と続ける。

「鉄パイプがほしいのだが」

「あっ……ああ」

　店主もさすがにプロだ。多少引き攣つってはいるもののすぐに営業スマイルを浮うかべた。

「露店用かい？　ならおすすめは、この錬金加工が施ほどこされた軽くて丈じよう夫ぶな──」

「いや、安く重いものでいい。そうだな……ここからここまで、すべてくれ」

「え？」

　大男が指を差したのは、店でもっとも安い、重い鉄パイプの束だった。

「これらを買い占しめたい」

「買い占め……？　いや、冷やかしは困るなダンナ」露天商は苦笑しながらも、大男を見上げて返す。「鉄パイプばっかりそんなに買って何に使うんだよ？　というか、それ以前にどうやって運ぶんだい。見たところ錬金モービルの用意なんてなさそうだけど」

　その露天商に、しかし、大男はやはり短く

「こうやってだ」

　そう返すと、右手を眩まばゆく黄金色に光らせた。

　その右手で触ふれた途と端たん、鉄パイプの束がみるみるうちに、あたかもゼリーのように溶とけはじめる。そして大男の撫なでるような手つきに合わせて、溶けた鉄が直方体に成形される。やがて光が収まると、それはゼリー状ではなく既すでに、鉄てつの硬こう度どに戻もどっている。

　まるで石切り場から切りだされたみたいな、綺き麗れいな鉄てつ塊かいの出来上がりだ。

「なっ……!?」

　露天商があんぐりと大口を開けた。

　大男は即そく座ざにキャリーケースを開く。中には、旅のための荷物などは何も入っていない。完かん璧ぺきなカラだ。大男はそこに、先ほどの鉄の直方体を軽々と持ち上げて詰め込んだ。ちょうど収まるサイズだった。

　露天商はハッと我に返り、声を荒あららげた。

「ちょちょ、待ちなよダンナ!?　なに勝手なことをしてるんだい、まだ売るとは言ってないよ！　安物とはいえ、そんだけの量なら結構な額に──」

「代金は、これで足りるか」

　慌あわてて食って掛かかろうとする露天商に、大男が何か丸いものをチャリンと指で弾はじく。

「へ？」

　露天商は反射的にキャッチした。

　それはコインだった。かなり大ぶりの。

　だが、いくら安物の鉄パイプといっても、あれほどの量を硬こう貨かで買えはしない。

　やっぱり性質たちの悪い冷やかしか。露天商は、文句を言ってやろうと思い──

　しかし、そこで改めてコインをまじまじと見て、目の色を変えた。

「な、待てよ……こ、これは！　ダンナ、どうしてこんなもんを持って──!?」

　露天商が訊こうと再び顔を上げると、もう大男は、重そうなキャリーケースを引きずりながら店から遠ざかっている。

「っ……」

　露天商は、巨大な背中を見つめながら、手のひらの代金を大事に握りしめて呟つぶやいた。

「へ、へへ……釣つりはいらないってか？　しかし驚おどろいたな。まさか、この資源不足の時代に…………純金とはね」
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　有斗たちが出し物の班分けを終えたころ。

　劉ツィエンは学園長室で、錬金テレビのニュース画面を睨にらみつけていた。

『今日未明、繁はん華か街がい区画に住む笠かさ岡おかシゲルさん三二歳が襲おそわれた事件で、錬魔学園によると犯人は目下捜そう査さ中であり錬魔祭への影えい響きようはないとのことで──』

　昨夜、静かな月下のできごとだった。一いつ般ぱん市民が暴漢に襲われて負傷したという。

　報告はすでに、錬魔学園のトップである劉のもとにも上がってきている。

　暴漢程度なら二三万都市のツクバでは珍めずらしくもないのだが……この事件には、報道規制によって一般には周知されていない特とく殊しゆ性がある。

　被ひ害がい者しやは肉を、歯で嚙み千切られている──そういう異常犯罪なのだ。

　ツクバにおいて、その手の残ざん虐ぎやくな犯罪は、ここ数年ほとんど起きていない。

　あるとすれば、三週間前の《天使》を皮切りにした《堕天病》患かん者じやによる異常犯罪くらいだ。しかし、それも元げん凶きようである《天使》が鎮ちん圧あつされ、特効薬である《救済の剣けん》が患者たちに投とう与よされた現在では減少傾けい向こうを示し、ここ一週間はついにゼロになっていた。

　なのに、なぜまた忘れた頃ころに、こんな事件が？

「……《堕天病》患者と考えるには、犯人の出現と逃とう亡ぼうが迅じん速そくすぎる。それどころか、消息さえ摑つかめないとはどういうことだ」

　卓たく上じように置かれている紙コップを摑つかみ、唇くちびるまで運ぶ。眠ねむ気け覚ざましにとコーヒーを用意していたが、どうやら不要だったようだ。事件への懸け念ねんで目は冴さえている。

　そんなときに、卓上に設もうけたＳＭＶＳ──シルバームーン・ヴィデオチャット・システムからポワン、と着信音が鳴った。

　登録名を見れば、市民安全保障理事会、通つう称しよう・市安保の会長、葛城ハヤトからである。

　ツクバの治安維い持じを任されるブレインたる彼からの直通連れん絡らくというのは、それほど頻ひん繁ぱんにあるものではない。大たい抵ていのケースでは急ぎの、しかも嬉しくない知らせだ。

　劉は即座にＳＭＶＳを操作し、通信を繫つなぐ。

「どうされましたか」

「急に悪いね、劉。７チャンを見てるかい？」

「はい。ちょうど」

「その事件に関連して、君に至急相談したいことがあって連絡したんだ」

「……というと？」

「事実確認からいこうか──肉を嚙かみ千ち切ぎられる、というこの異常犯罪は単発じゃない。うちで報道を規制して関連性をあえて隠かくしているけれど、実際には昨夜のうちに三件、同様の事件が起こっている。そうだね？」

「はい。情報漏ろう洩えいを避さけるために一、二年生にはまだ知らせていませんが……既に祭りの準備が進んで手を空あけやすい三年生を使って目下調査中です。それが？」

「この件についての新たな情報提供を兼かねてなんだけどね。劉、君はナゴヤで起こった錬金術師会襲しゆう撃げきを知っているよね？」

「ええ、もちろん。あのナゴヤの錬金術師会が敗北したというのは全国的に衝しよう撃げきだったでしょう。それに……周囲で大きな穴がいくつも見つかった、という不可解な情報も、印象に強く残っていますね」

「うん、その穴ってのがちょっと気になったんでさ、ナゴヤの市長に訊いてみたんだ。すると錬金術師会が頑かたくなに、当時の状じよう況きようについて情報提供を拒こばんでいるとの報告を得た」

「……被害者であるはずの錬金術師会が、ですか？」

「そう。不思議だろう？」

「きな臭くさいですね……ただの反錬金術師派によるテロ、というわけではなさそうだ」

「そして、ここからが本題だ。目もく撃げき者たちの証言からは、君から聞いたのと同じ──つまりは昨夜ツクバで起こった一連の事件との共通項こうが見られた」

「っ……それは、まさか」

「ああ。いわく……亡者が蘇り、襲ってきたんだとさ」

　劉は不快げに、目を細めた。

「……私としては、事件のショックによるパニックが生んだ、勘かん違ちがいの類たぐいであってほしかったのですが」

「もちろん僕も同意見さ。でも繫がりのない目撃者同士が意図的に、ここまで発言を一いつ致ちさせることは有り得ない。証言は真実と考える方が自然だ、残念ながらね」

「犯人に幻げん術じゆつを見せられた、と考えることもできますが──」

「幻術師コンジヤラー。精神操作を得意とする魔ま術じゆつ師しの一種だね。確かに、普ふ通つうはこういった不可思議な事件の真相なんてそんなオチがいいところだ。ただ、今回の場合に限っては、ここまでの情報を統合して判断すると、他にもっとシンプルな可能性があるんじゃないかな？」

　もうわかっているだろう、君なら──と、ハヤトは言外に目で訴うつたえかけてくる。

　劉は、口にするのもはばかられる、という風に顔を歪ゆがめながら渋しぶ々しぶ答えた。

「……死霊術師ネクロマンサー、ですか」

　死んだ人間に干かん渉しようする技術というのは、いつの時代も倫りん理り的な問題から禁止されてきたが、同時に陰かげながら研究されてもきた。この分野は魔術にも錬金術にもあって、まとめて死霊術ネクロマンシーという蔑べつ称しようで呼ばれている。

　死霊術ネクロマンシーには大きくわけて、ふたつある。

　亡もう者じやの人格を呼び出す魔術「降霊術スピリチズム」と、亡者の肉体を操あやつる錬金術「屍人傀儡マリオデツド」である。

　前者・降霊術スピリチズムの、ツクバの人間にとってもっとも身近な例が人工生命ホムンクルスだ。

　千潮有斗という死者の人格をダウンロードしたあの技術は、まさにそれ。

　カノンが他の生徒から嫌きらわれていた理由も、死者の魂たましいを呼び出したことへの忌き避ひ感が多少なりとあるはずだ。生命への冒ぼう瀆とくだ、という理り屈くつはある意味で正しい。

　ただ《天使》によって理り不ふ尽じんに命を失くした人たちが多すぎる現代では、大衆の死生観も少しずつ変わり始めている。なにより、蘇った有斗が《天使》を退しりぞけたという多大な功績を示したことで、研究者の間でも最近は降霊術スピリチズムを前向きに捉とらえる向きが出始めている。

　しかし、後者──屍人傀儡マリオデツドは別である。

　この技術は初め、錬金術が物質モノを操作できるという点を利用して、生者亡者関係なく「意識のなくなった他人の肉体を支配する」という目的から生まれ、人体操作マリオネツトと呼ばれた。

　その利用価値は個人の性的欲よつ求きゆうを満たすことから、国交のテーブルで会議を有利に進めることまで、ほぼ無限に広がっている。

　ただし生者を操るには問題もあって、操作対象の意識が弱い睡すい眠みん中などに限られる。それを終えれば操作対象は解放され、しかも操作されていた間の記き憶おくも残っている。

　つまり、悪事がすぐに発覚してしまうのだ。

　この問題を解決すべく生まれた手段が「死体」を操る屍人傀儡マリオデツドである。亡者ならば、意識を取り戻すことはない。用済みの死体は、どこか人目のつかない場所へ捨ててしまえば発覚もしづらい。……降霊術スピリチズムどころではなく、生命を完全に侮ぶ辱じよくした理屈。

　今なお、錬金術界が生んだ悪の所業として、語りつがれている。

「ただ、結局のところ屍人傀儡マリオデツドも人体操作マリオネツトも術師が被こうむる致命的な問題を解決できなかったため、現存する術師はゼロのはず。もしも、あの力を当事件の犯人が身に着けているとすると……そいつは相当に、頭のネジがとんだ奴と言わざるを得ませんが」

「だから早めに手を打たないとまずいんだ」劉の言葉にハヤトは頷うなずき、目つきを鋭するどくした。「現在のツクバでの被ひ害がい規模は、どんなもんだっけ？」

「三件のうち、南西・繁華街区画が二件、北・オフィス街区画が一件です」

「君たちのいる学生街区画と、僕のいる中央区画あたりは無事なわけだ」

「ええ」

「中央まで来ちゃうと『詰つみ』だね。なにせ、その時にはツクバのブレインである市安保を亡者に囲まれていることになっちゃうからね──」

　やむを得ないね、とハヤトは続ける。

「市安保会長としての命令だ。これら複数の事件を一連のものとして、君のところの学生をフル動員して本格的に犯人を捜そう索さくしてくれ。なんとか学生街区画までで食い止めるんだ」

「……承知しました。まずは三年生の動員人数を増やしましょう。次いで二年、一年も順次当ててゆきます。以前お話にあがった、ツクバうちの魔術師会と錬金術師会の連れん携けいはどうなっていますか？」

「ああ、あの兵器の件ね。ケツを叩たたいて作らせてるよ。どちらも渋々という顔だけど、さすがは腐くさってもツクバの術師。試験段階では、なかなかの結果を出してるみたい。ま、いざとなったら、それを引っ張り出すから期待しててくれていいよ──以降、この事件を『死人還り事件ケース・リビングデツド』と呼こ称しようする。頼たのんだよ」

　はい、と劉は返す。

　それから思い出して、一点だけハヤトに尋たずねた。

「そうだ、ナゴヤといえば……あちらから来るという視察官はどういたしますか？」

　視察官。その名目は表向き、ツクバの先進的な技術を学ぶためだが、裏では先日の《天使》討とう伐ばつについて錬魔の学生──特にチシオ・ユウトを疑っていることは明白だった。

「うーん。ナゴヤのリアルを知る貴重な人材だ。本当なら、ぜひ協力をお願いするところなのだろうけどね。ただ、こちらが疑われている現状でそれは難しいだろう」

「でしょうね」

「それに僕は……今回の視察には、裏の裏の思おも惑わくもあると踏ふんでるんだよね」

「裏の裏？」

「ツクバは技術が進んでいるがゆえに、他の街から疎うとまれ、狙ねらわれる立場だ。強ごう欲よくにも技術を盗ぬすもうとする輩やからもいる──特に現在は、先日の《天使》再臨を受けてツクバの魔術師会が立て直しの状態にある。その時期に公おおやけの理由で街に侵しん入にゆうできる錬魔祭は、好都合だ」

「つまり、七年前と一いつ緒しよだと？」

「フラメル夫妻が亡くなった年か。あれも疑わしい事例ではあったね。うん、似てるな」

「しかし今、カノンのご両親はいません。ならば今回の狙いは何でしょう？」

「おそらくは──人工生命ホムンクルス」

「っ！　……まさか、チシオ・ユウトに罪をかぶせたい真の理由は、彼の捕獲ですか？」

「わからないけどね。喉のどから手が出るほど欲しい発明品であるのは間ま違ちがいない」

　劉はつい唾つばを飲んだ。

　こんな壊こわれた世界に、やっと救世主が現れたのに……それすら独どく占せんしようとするのか。

　だとしたら人間は、なんと欲深い生き物なのか──

「もちろん、もっと深く、僕らが思いもよらないような狙いを隠している場合だってある──どちらにせよ極力、視察官には情報を明かさず事を運びたい」

「疑ってかかれと」

　ハヤトは答えず、ただいつもどおり柔にゆう和わに笑っていた。

　劉はその目を見つめてから、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「……承知しました」
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「ふああ～」

　夜が明けて早朝、寮りようのとある一室。

　窓から差し込む朝日で目覚めた有ゆう斗とは、布団から上体を起こして伸のびをした。

「う、んっ……」

　有斗の動きに反応したのか、すぐ隣となりからは寝ね言ごとのような声が漏もれ聞こえる。

　隣合わせの布団で長い黒くろ髪かみを乱しながら眠ねむっているのはテオだ。

　小こ柄がらな少女はもぞもぞと手を伸ばすと、縋すがりつくように有斗のパジャマを摑つかんだ。

「お兄ちゃん……いっちゃだめ……」

「…………っ！　か、かわいいっ!?」

　そう。昨日から、有斗はテオと同室で暮らしていた。




　こうなった理由を語るには、昨日の放課後まで遡さかのぼる必要がある。

　有斗、カノン、アリス、テオの四人は、学園長室に呼び出された。全員で学園長室前まで行くと、ひとりずつ交代で部屋に入るよう言われた。初めにアリス、次にテオ、その後がカノン、最後に有斗の順だ。誰だれかが入っている間は、残りの三人は廊ろう下かで待った。

　待っている間に、全員の呼ばれた理由はなんとなく想像できていた。

　前三人の面会が終わってから最後に、有斗が学園長室に入った。

「……なんのご用でしょう？」

　緊きん張ちようしつつ尋たずねる有斗に、劉りゆうは笑みを向けた。

「まぁ、そう硬くなるな。アリスの診しん断だん結果とテオの家の捜そう索さくについて、状じよう況きようを貴様とも共有しておこうと思ってな」

「ああ……やっぱり、そういうことですか」

　錬れん魔ま祭さいの班決めが終わった後、午後の授業では能力テストと体調の定期健けん診しんがあった。

　アリスの脳波に異常がなかったかの結果を、劉学園長は本人に直接伝えるために呼んだ。《天使》の再発に関係してくるデリケートな話題だから場所を変えて。

　そして、その内容はいざというときにアリスを止める役の有斗も知る必要がある。

「結論から言うと、アリスの体調は問題なかったのだがな」

「あ、なんだ。よかったです。ちょっと冷や冷やしましたよ」

「いっぽうテオの方は芳かんばしくない。軽く捜索した限りでは、あの子の家族や家らしきものは見つからなかった。名前や外見的特とく徴ちように覚えがある人物も発見できていない」

「え？　錬魔学園の捜査網もうを使っても見つからないって……変ですね」

　結局テオは、まだ心を開き切っていないからなのか自分に関する情報を名前以外は話したがらなかった。けれど逆に言えば最低限、名前と外見は情報としてある。

　錬魔学園の三年生なら、すぐにでも見つけ出せそうなものなのだが。

「ああ。ただ、捜索は継けい続ぞくさせる。そのうち見つけられるだろう」

「ありがとうございます」

「うむ。ただな。最初の捜索で結果が出なかったのなら、その先は時間がかかるというのが私の経験則だ。テオの身み柄がらも継続的に、錬魔学園で保護する必要が出てくるだろう」

「まぁそうでしょうね。他に行くとこもないでしょうし」

「というわけで、ここからが本題なのだが」

　そこで劉は、明らかに有斗の表情をうかがうような目つきで提案した。

「ユウト。貴様は、テオの家が見つかるまで、あの子と一緒に暮らせ」

　…………………………

「はい？」

「テオを保護するとなると寮の部屋を貸すことになる。ただし、あんな幼い子ひとりで暮らさせるわけにもいかん。だから貴様が、今の部屋から移り住む。いま余っている部屋は貴様とカノンが暮らしている部屋の隣りん室しつなので都合はいい」

「え。移り住むって、そんな決定事じ項こうみたいに言われても……」

「テオの了りよう解かいは、先ほど得た。あとは貴様が頷けば決定事項となる」

「っ！」

　そうか。先にテオと面会したのは、そのためか。相変わらず用よう意い周しゆう到とうな人だ。

「でも、ちょっと待ってくださいよ。今の部屋に三人一緒に住むのはダメなんですか？」

「馬ば鹿かを言うな、寮の一室は１Ｋだぞ？　現状のふたりでもキツキツなのは貴様が一番よく知っているだろうが」

「た、確かに……けど、お言葉ですけど劉学園長、『寮は男女別室が原則』と言ったのは学園長ですよね？　だから俺はカノンの所有物っていう裏ワザの申しん請せいが必要だったわけですし。なのに一三歳かそこらの女子と一緒っていうのは発言に矛む盾じゆんが──」

「おいおいユウト。貴様、まさかとは思うがテオを女として見ているのか？　一七歳の貴様が、一三歳かそこらの、幼女とさえ言えそうな小さな子供を……？」

　そう言って有斗を見つめる劉の目には軽けい蔑べつの色が滲にじんでいる。

「っ！　いや、決してそういうわけではないですが……！」

「ならばいいではないか。これは男女としての同どう棲せいではなく、あくまで子供の部屋に保護者として一緒に住む、親子の関係に過ぎない。それも一時的な、な」

「理り屈くつとしてはそうですけど……」

　有斗がテオと暮らすことに抵てい抗こうがあるのは、なにも下心があるからじゃない。

　妹を思い出すからだ。

　かつて有斗は妹の命を助けられずに亡くしている。妹と似たテオの力になってあげたいと思う一方で、あまり深く踏み入りすぎると、また妹のときみたいに失敗するのではないかという恐きよう怖ふもあった。

「親代わりとなるのが不安か？　だが大だい丈じよう夫ぶだよ、貴様の様子はずっと観察させてもらってきたが、貴様ほど女の子をあやすのに適任な人材はいない」

「なにを根こん拠きよに……全然自信はないですよ」

「はあ。これだから無自覚ハーレムは」

「え？」

「まあいいさ。とにかく貴様がどう思っていようとも、この話はさっきテオに振ふった。あの子は、貴様と暮らせることを喜んでいたぞ？　それがすべてだろう」

「そ、そうなんですか？　それは確かに、素直に嬉うれしいな」

「あの子は愛らしいからなぁ。ほらユウト、顔がニヤけているぞ。一緒に住みたくなってきただろう？」

「えへへ……ってハッ！　いかんいかん!!　そう簡単には口車に乗りませんよっ！」

「なにゆえ、そこまで拒こばむのだ？」

「いや、そもそも女の子の世話なんだから男より女のほうがいいですよね？　アリスは万が一《天使》が再発したら洒しや落れにならないですが……カノンなら」

　その方が、カノンの不調の原因を探るためにもいいはずだ。

　と、勧すすめたところで劉が表情を一変させて、手のひらで制した。

「確かにそれは私も考えたよ。普ふ通つうなら女子と一緒がいいだろう──しかしな、カノンには、今は負担をかけることは避さけた方がいい」

「どうしてですか？」

「カノンの成績は、ここ最近、目に見えて落ちているからだ。私があの子を呼び出した一番の理由も、それだ」

「ああ……」と、有斗はつい溜ため息いきを吐ついた。

「貴様も知っていたか？」

「本人から聞いたわけじゃないですけど。でも……どうしてなんです？」

「いくつかの理由があると思う」

　カノンの親代わりを長年務めてきた劉学園長は言う。

「まず、あの子は色々とデリケートな事情を抱かかえている。毎年この時期だけは心理的にナーバスになる」

「この時期？」

「確か、そう……昨日だな。両親の命日だったはずだ」

「え？」

「カノンから聞いていないか？　毎年決まって、朝に墓参りへ出かけるのだが」

　そう言われて、有斗はやっと、今朝の事情を察した。

「っ──そっか……！　そういうこと、だったんですね」

　ショックが大きかった。

　なにか事情があるとは思っていたけれど、まさか、そんなに大事な事情を話してくれていなかったとは。墓参り──事前に言ってくれれば、遊びに誘さそったりしなかったのに。

　それどころか有斗が蘇よみがえれたのは、カノンの両親がいたおかげでもある。

　お供え物を買ってカノンと一いつ緒しよに挨あい拶さつにうかがわないといけないレベルだ。

「だがな、この出力の下がりようは、それだけが原因でもないように思うのだ」

　劉は机の上に広げられた紙を一いち瞥べつした。それはカノンの能力テスト結果のようだった。

「今年に限って、なにか特別な問題でもあるのだろうか？　私にもわからんが」

「…………特別な問題」

「ああ。ともあれ、そういうわけでこの時期はカノンの弱体期だ。ゆえにテオの面めん倒どうを見るにしても負担の少ない形にしたい。そこで貴様の出番というわけだ」

　なるほど、と有斗は頷うなずきながら、劉の言う特別な問題について考えていた。

　去年とは違ちがい、今年にだけあるもの。

　それは函はこ泊まりさんも言っていたとおり、やはり有斗の存在だろう。

　アリスと函泊さんの言葉が思い出される。

『一七歳の男女が同室という状況は、普通に考えれば異常』

『カノンさん、有斗くんと過ごしはじめてから、校内ランクが落ち続けてるでしょう？』

　カノンは有斗に「一緒にいてほしい」と言った。しかし、そのこと自体がカノンの足を引っ張っているのだとしたら……有斗は、カノンから離はなれる必要があるだろう。

　それに、なにより。

　有斗がどういう理由で、カノンに悪あく影えい響きようを与あたえているか。

　調べるには、一度距きよ離りを取ってみるのが一番いい。離れると見えることはたくさんある。

「貴様にとっても、カノンと離れるのは初めてのことで複雑だろう……だが、あまり重く捉とらえるな。学園生活は今までどおり一いつ緒しよに行動できるし、部屋だって隣となり同士だ。寝ねる場所が一部屋ぶん違うだけで、それ以外の時間にはカノンとも会える」

　劉の慰なぐさめを聞きながら、しかし有斗の心は既に決まっていた。

「……承知しました。しばらく俺は、カノンと別れてテオと暮らします」

　やはりテオが、カノンの事情を引き出すための鍵かぎとなりそうだった。




　なんていう断固たる決意をして、有斗はテオと同室に移ったはずだったのだが。

　起き床しようから三〇分後。

「はーい、お待たせー」

　キッチンから、でき立てほやほやの朝食を持ってきたのはカノンだった。

「なあ……本当によかったのか？　わざわざ朝早くから、ご飯を作りに来てくれるなんて」

「別に大したことじゃないわよ。テオちゃんに栄養のあるご飯を食べさせてあげたほうがいいでしょう？」

「それはそうなんだけど──」

　せっかく離れたのに、意味ねえ！

　……と有斗は叫さけびかけたが、なんとか口を噤つぐんだ。

　昨日、有斗が学園長室から出ると、みんなが廊ろう下かで待っていた。

　そこで有斗はカノンに、テオの家が見つかるまでテオと一緒の部屋で暮らすことを伝えた。カノンは不満げだったが、劉の決断だというと、渋しぶ々しぶ納得したあとに言った。

『だ……だったら、あなたたちの部屋にご飯を作りにいってあげてもいいのよ？　あ、別に有斗のためじゃなくってね？　テオちゃんのために、そう、テオちゃんのために！』

　すごく悩なやんだ。けれど結局は、お願いした。

　有斗はカノンから離れるべきだが、カノンがテオと打ち解けようとしていることは好都合だ。極力、ふたりを遠巻きに見るポジションにいればいいと決めた。

　カノンが小さく漏もらす。

「……それに錬魔祭の間は、意地でも有斗に引っ付いていないといけないしね」

「ん？」

「いえ、なんでも」

　テオは待ちきれないのかスプーンを片手に、皿が卓たく上じように置かれるよりも前から背筋を伸のばして覗のぞき込んでいた。

「わあ、かわいい……し、おいしそう……っ！」

「うふふ、オムライスよ。朝食だから量は少なめだけど」

「おむ、らいす……？」

　カノンが返すと、不意にテオの目から光が失われた。まるで機械みたいな表情になる。

「溶といた玉子を、塩胡こ椒しようなどで味付けをし、油かバターをひいたフライパンでほどよく焼いたものの中に、ケチャップで炒いためたライスを詰つめた料理……」

　え？　なに、そのwikipediaみたいな解説。

「きゅ、急にどうしたの？　テオちゃん」と、カノンも不安げにうかがった。

　するとテオは、すぐに何事もなかったかのような、子供らしい表情に戻もどった。

「あっ……その、本物を見るのは、はじめてだから、どんな料理か思い出してて」

「え？　まさかオムライスを食べたことがないの？」

「は、はい……」

「うそ？　大丈夫かしら。たぶん子供の嫌きらいな味付けにはなってないと思うけれど──」

　事前にカノンは、テオに食べられないものがないかは訊きいていた。それにテオは「ない」と答えた。でもまさか、そもそも「食べたことがない」とは、有斗も思わなかった。

「あ、だ、だいじょうぶ。ご、ごめんなさい、ぼく……じょうしき知らずで」

「いえ、こちらこそごめんなさいね。そっか……まぁ食べたことがないのなら、むしろここで沢たく山さん食べておきなさい。私の料理は錬れん金きん術じゆつのノウハウに基づいてるから、絶品よ？」

　カノンがテオに微ほほ笑えんで意図的に空気を柔やわらかくすると、その気き遣づかいをテオも察したのか、恥はずかしそうに微笑み返した。ぺこり、と頭を下げて。

「う、うん……ありがとう」

　いい。

　とてもいい空気だ。

　やはり美少女ふたりは絵になるな。いや、決していやらしい意味じゃなくてね？

　それから、見た目も芸術的にいいオムライスの玉子を割るのを躊ちゆう躇ちよしているテオに、カノンは笑いながらスプーンを奪うばい取り、容よう赦しやなく玉子を真ん中から切りとった。

「なにしてるの？　早くしないと冷めちゃうでしょ」

「はわあっ!?　で、でももったいないよっ？　せっかくかわいいのに……」

「あはは。これくらい、またいつでも作ってあげるから、ほら──」

　そうしてカノンは、スプーンに載のせたオムライスをふーふーしてから、テオの口元まで運んであげた。テオはびくつきながらも、それを口に含ふくむと、「はわぁ～おいしいよぅ……」と蕩とろけるように幸せそうな表情を浮うかべる。

　もう一度言おう。いい。

　どうやらふたりを引っ付けて正解だったみたいだな、と無意識に頰ほおが緩ゆるんだ。

　するとカノンが、そんな有斗の視線に気づいて恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「な、なにじっと見てるのよ、あなたも食べなさいよね？　あなたには、ふーふーなんかしてあげないんだからねっ？」

「わかってるよ、子供じゃないんだから」有斗は苦笑しつつ「美味おいしくいただいておりますよ」と、自分のスプーンを口に運んだ。

「ほんと？　味付け濃こくない？　あなたの方はちょっとお砂糖が強めなんだけど」

「え？　わざわざ個別に味付けしてるのか？」

「と、当然じゃない。人工生命ホムンクルスのあなたはカロリーを多くとらないといけないんだから」

「そっか、ありがとう」

　まさか、カノンがそこまで気を遣つかってくれているとは知らなかった。

　でも……ひょっとすると、こういう気遣いのひとつひとつがカノンの心理的負担になっているのかもしれない。反省しないといけないな……。

　と思っていると、カノンが言った。

「な、なんだったら、これから毎日作りにきてあげてもいいのよ？」

「へ？　毎日？　いやいや、それはさすがに負担になりすぎるからいいけど」

「む、なんでよっ。私がいいって言ってるんだからいいじゃない」

「ん？　なにを怒おこってるんだよ急に……？」

「っ、べ、別に怒ってはいないけど……」

「いや、怒ってるだろ」

「怒ってないってばっ」

「??　……いやまぁ来てくれるなら、そりゃありがたいけどさ。テオも嬉うれしそうだし」

「……テオテオテオって、確かにテオちゃんは可愛いけれど……あなたはどうなのよ？　来てほしくないの？」

「え、俺？　俺は、その──」

　もちろん、カノンと一緒にいる時間は正直楽しい。

　でも、それがカノンの負担になるなら自分を抑おさえる必要があるだろう──

　なんて口ごもっていると、カノンが痺しびれを切らしてそっぽを向いた。

「っ～～もう、知らないっ」

　……やっぱ怒ってるじゃん。

　苦笑まじりに頭をかいた。でも別段、気にもしなかった。

　今はそれよりも、テオとカノンが仲良くし始めていることが、なによりも重要だ。
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「テオちゃんを寮りようで待たせておくよりは、一緒に登校したほうが安全よね」

「ぼくも、お兄ちゃんとお姉ちゃんと一緒にいたい……」

　ふたりが息を合わせて言い出したので、テオをつれて寮を出た。

　後ろを付いてくるテオは、常に有斗の上着の裾すそをちょこんと摘つまんでいる。やっぱかわいい。

　寮の入口前で待ってくれていたアリスとも合流。それから有斗が言った。

「で、出し物は何にするんだ？」

　錬魔祭の出店では、出店場所は学園があらかじめ確保している区画内からチョイスする。

　ただし出し物が決まった班からの先着順なので、立地のいい場所を取るには出店内容を早めに決めた方がいい。

「そりゃあ、やっぱオシャレなレストランでしょう」と、カノンが即そく答とうした。

「レストラン？　ほう、またどうして」

「飲食店なら私の料理の腕うで前まえを披ひ露ろうするチャンスだもの」

「あー、なるほど。一理あるな」

「でしょ？　で、どうせならホタテやカニ、黒毛和牛とかの高級な食材を出す。内装もデザイナーに凝こったのを作らせる。これでどこの店よりも派手に売り上げましょう！」

　まさに名案、といった様子で鼻息荒あらく興奮したカノンだが。

「ん……いや、あのなカノン。原価率って言葉を知ってるか？　たった一日だけの店に、そこまでの予算はかけられないだろ？」

「等価交こう換かんよ」

「等価どころか赤字だそれ」

　翌日からの生活費はどうするんだよ。

　錬魔の学生は街から資金援えん助じよを受けているが、その額も大きくはない。都市の性質上、政治資金の多くは復興に当てられるから当然だ。ボツ。

「くっ、なんでよ……！　今年は、誰だれよりも目立たなきゃいけないのに！」

「今年？　今年に、なんか意味があるのか？」

「あっ、い、いえ別に……」

　言いよどむカノンの横ではアリスが、こちらも名案を思いついたかのように、ぽん、と手を打った。

「わたしは、ショッピングモールがいいと思う」

「……あのな、今の話を聞いてたか？　なんでレストランよりも事業を拡大した？」

「だって着ぐるみ、かわいい。着たい」

「…………はあ」

　いやまぁ、本当は、アリスがそう言う理由はわかっている。

　アリスはしばらくストイックな生活をしていて、はじめての娯ご楽らくが有斗と一いつ緒しよに行ったショッピングモールだったので、店と言われてもそれしかイメージができないのだろう。

　でも、そんな事情はこのさい関係ない。

「どっちもナシだな」有斗はバッサリ斬きり捨てた。

「「えーっ!?」」

「えーじゃないよっ！　当たり前だろ！」

「じゃあ、有斗は何がいいと思うのよ？」と不満げなカノン。

「え？　……いやあ、そう言われると、俺もパッとは出てこないけど」

　有斗も学園祭で目立つタイプじゃなかった。そもそも、この世界ではタコ焼き屋でさえ超ちよう常じよう能力を駆く使ししたびっくり店てん舗ぽらしいので、そのバリエーションなんて知らない。

「なんだ。ユウトも名案がない」

「ぐっ!?」

　悔くやしかったので、それからは三人でなんやかんやと議論を白熱させた。

　しかしやっぱり、なかなか決まらない。まさか祭りの出し物ひとつでグダるとは、これがぼっちーズのポテンシャルか……と憂ゆう鬱うつになっていると、そこに思わぬ助け舟ぶねがあった。

「あの、ひょっとしてなんだけど……」

　今まで静観していたテオが、ぽつりと漏らした。

　ん？　と三人ともが口論にも似た会話を止めて、テオを見下ろす。

「メイド喫きつ茶さとか……どうかな？」

「「「へ？」」」

　テオは、またも機械みたいに目を据わらせて、まるで原げん稿こうを読み上げるように言った。

「喫茶店ならメニューをしぼれる。こすとぱふぉーまんすがいい。料理メニューもだせる。着ぐるみじゃないけど、かわいい衣装もきられる」

「「「………………」」」

　みんな揃そろって沈ちん黙もくした。

　まさかテオから意見が出るとは思っていなかった。しかも──

「なるほど……悪くはないわね。私の美び貌ぼうがあれば、集客も期待できそうだし」

「メイド服……ネットで見たことはある。すごくかわいかった」

　テオの意見は的を射ていた。

　少なくとも、この中で誰よりも現実的かつカノンとアリス双そう方ほうの希望を叶かなえる案だった。

　テオ……かわいいだけじゃなくて頭も案外キレるのか。完かん璧ぺきじゃないか。

「それにしてもテオ、よくメイド喫茶なんて知ってたね」

「あ、うん……頭に、見境なく詰つめ込まれたから」

　詰め込む？　首を傾かしげる有斗の横で、カノンが微ほほ笑えんだ。

「ありがとうね、テオちゃん。助かったわ。そうと決まれば早さつ速そく取りかかるわよ」

「うん。メイド服を調達しないとっ」とアリスも続く。

「よーし、目指せ集客一位！」

「おーっ！」

　目標が決まったからか、カノンとアリスは急に楽しげに握にぎり拳こぶしを作っている。

　意気込むふたりを見ながら、テオも自分の意見が採用されて嬉しそうだった。

　まあ、ともあれ事態は進展したので、よしとしよう。

「俺からもありがとうな、テオ」

「……えへへ、どういたしまして」

　頭を撫なでると、テオは桜色に染めた顔を有斗の上着の裾で隠かくした。かわいい。




　学園の校門をくぐると、劉学園長がいた。

「お、ユウトたちか。おはよう」

「おはようございます」と返しながら劉の前方に視線をずらす。

　どうやら立ち話をしていたようで、身の丈たけ二ｍはあろうかという大男の背中が見えた。

　大きなキャリーケースを右手に引きずり、オーバーサイズのコートを纏まとい、黒いフードを目ま深ぶかに被かぶっている。怪あやしい風ふう貌ぼうを訝いぶかしみつつ、劉に尋たずねる。

「えっと……その方は？」

「ああ、ソワール氏だ。ナゴヤの錬れん金きん術じゆつ師し会から派は遣けんされてツクバに来た、視察官だよ」

　有斗の声に、ソワールと紹しよう介かいされた大男が振ふり返る。

　顔を見てハッと声を上げそうになった。

　顔面の右半分に大火傷やけどの跡あとがある。爛ただれていると言っていいほどだ。

　痛そうで顔をしかめるのを、有斗はぎりぎりで堪こらえた。

　ソワールはごつい手をコートの中に入れ、写真つきの身分証明書を取り出して見せた。

「ナゴヤ錬金術師会研究員ソワール・ボーンだ」

　低いが、若さのある声だ。爛れていない左半分の顔も二〇代くらいに見える。

　が、証明書の表記に目を通せば三二歳。案外、歳はいっているらしい。

「ちょうどよかった。ソワール氏、この子らが《天使》事件で特に活かつ躍やくしたチシオ・ユウトと、カノン・フラメルだよ」

「ちょうど？」と、有斗は劉に首を傾げる。

「ソワール氏は貴様らふたりに興味を持っているようでな、顔を見たいと持ちかけられていたところだったのだ。まぁ無理もない。もはや貴様らは、街の外まで名が轟とどろくほどの英えい雄ゆうだからな」

　劉の口元には柄がらにもなく、営業スマイルのような微笑が浮うかんでいる。

　が、有斗を見る目つきは鋭するどい。その眼光は「警けい戒かいしろ」と言外に言っていた。

「ああ、そっか。視察官……」

　視察官は、前回の《天使》事件について有斗を疑っている、とカノンから聞いている。カノンに視線を向けると、カノンも劉と同じようにピリついた目つきで頷うなずいていた。

　警戒していると、ソワールが乾かん燥そうした唇くちびるを開き、声をゆっくりと絞しぼり出した。

「っ、君……その子は」

　ただ、ソワールが視線を向けたのは有斗ではなかった。

　その背後、有斗の上着の裾を握ってびくついている──テオに対してだった。

「ん？　あれ、知り合いですか？」

　有斗が訊きくと、劉もカノンもアリスも「そうなの？」と、ふたりをうかがう。

　しかし、それにテオは

「ひぇっ……いえ、し、知らない人ですっ」

　と、怯おびえている様子で返した。有斗の服を握る力が増したのを感じる。

　……？　どういうことだ？　有斗は訝しみながら、ソワールに視線を戻もどす。

　ソワールは神しん妙みような面おも持もちで顎あごに手を当てていた。なにかを思案するように。

「そうか……もう、出会ってしまったか」

「あのー、テオの事を何か知ってるんですか？」

「ああ、いや」

　と、ソワールはちらりとだけこちらに目を向けてから言った。
















「──君が、カノン・フラメルだな？」

　それで、また不意をつかれた。ソワールが見ていたのは有斗じゃなくカノンだった。

「え？　あ、はい、そうですけど」

　カノンも、まさか自分に話を振られるとは予期していなかったのか、慌あわてて姿勢を正す。

「《天使》を討とう伐ばつしたというのは君たちだな、ご苦労だった。君たちのおかげで世界は救われた。ありがとう」

「ああ……いえ。できることをしただけなので」

「ただ無理はするな。君の身になにかあれば、この街にとっても大きな損害だろう」

「？　はあ。お気き遣づかい、ありがとうございます」

　カノンが、やりづらそうに顎を引いている。

　有斗も、ソワールの様子を意外に思った。有斗たちを悪人と疑っているという話だったのに、まったく発言に棘とげがない。それに、なにより不思議なのは──

　カノンが有斗に顔を寄せて、小声で言ってくる。

（ねえ、なんで私？）

　そう、そこが引っ掛かかった。

　事前の情報によれば、視察官が興味を持っているのは人工生命ホムンクルスの有斗のはずだ。

（さあ……？　まぁ人工生命ホムンクルスを作ったのはカノンだし、同じ錬金術師としてそっちに興味を持つのもおかしくはないのかもしれないけど──）

（いや、それを言い出したら人工生命ホムンクルスを作っちゃった私を、むしろ敵視している可能性の方が高そうなんだけど。ナゴヤは開発に必死だから……）

　ツクバ復興の大きな理由が《救済の剣けん》だ。ナゴヤはそういった革命的発明品をまだ持たず、常に求めている。そのうえで、さらにツクバが人工生命ホムンクルスを開発したとなれば、ナゴヤの錬金術師としてはカノンの功績をよく思わなそうなものだが……。

　有斗とカノンは揃って目を見合わせた。

（なあ、この人……）

（ええ、なんだか怪しいわね……）

　身構えるふたりに、ソワールは変わらず神妙な表情のままだった。

　その後、劉の仕切りでソワールとの顔合わせは打ち切られ、有斗たちは気を取り直して校舎へと向かうことにした。




　ソワールは劉の先導で、視察官としての入校手続きを済ませるために、千ち潮しお有斗たちとは逆方向から校舎へと向かった。

　そうして遠くなる有斗たちの背中を振り返りながら、決意を込めた重厚な声で溢こぼした。

「すべては私の責任だ……借りは返すぞ、フラメルの血統よ」

　その声は誰にも聞きとられずに、空気に溶とけて消えた。
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「メイド服っ、メイド服っ……！」

　とテオが興奮した様子で握り拳をぶんぶんと前後に振りながら歩いている。

　出見の内容と出店場所を学校に申請したあとテオが、まだ現物を見たことがないメイド服を一度見てみたいと言い出したので、ならすぐに買いにいこうと四人で街に出たのだ。

　今日からの学園は錬魔祭が近いこともあって、普ふ段だんの特訓じみた授業は大おお幅はばに減少し、代わりに授業時間を使って祭りの準備を進めていいことになっている。もちろん緊きん急きゆうの出動要よう請せいがあれば動くので、そういう意味では警けい邏らを兼かねてもいるが、気分は高こう揚ようする。

「テオちゃん、あんまり先を行き過ぎると危ないわよ」

「はぁいっ」

　ふたりのやりとりを微笑ましく思っていると、隣となりから銀ぎん髪ぱつ少女の鼻息が聞こえた。

「メイド服っ、メイド服っ……！」

「テオと同じレベルで喜ぶなよ、アリス」

「だ、だって、かわいい洋服、楽しみだからっ」

「…………」

「あ、お兄ちゃん、あのお店はなあに？」

　学生街区画には、さまざまなニーズに応こたえるアパレルショップが建っている。メイド服を含ふくめたいろいろな正装を取り扱あつかっているという店に向かう途と中ちゆう、大型のバンみたいな車が移動式のお店を出しているのを見かけた。

「ああ、クレープだね」

　この時期は観光客だけじゃなく祭りの準備中に買い食いをする生徒たちも増えるからだろう。赤と黄色のポップな看板に、テオがまんまとつられて目を輝かがやかせている。

「クレープ!?　あの伝説の……！　食べたことはないけど、ずっと食べたいと思ってた……美味おいしそうっ」

「ふふ。やっぱり食べたことはないのね」とカノンが笑う。

　せっかくなので、有斗の小こ遣づかいから四人分をまとめて購こう入にゆうし、みんなにプレゼントした。

　テオは小さな口でクレープの扱いに四苦八苦していた。

「むっ、くふ……む、むつかしい……」

「あ、テオちゃん。慣れないから上手うまく食べられないのね。ちょっと貸してみて？」

　そこでカノンが、テオのクレープを器用に千ち切ぎってから返してあげた。

「あっ！　ありがとう……お姉ちゃんっ」

「ふふ、いいのよ」

　……やっぱりかわいい。もはや天上の光景のようだ。

　つい、にやにやと口元を綻ほころばせながらクレープを食べていると、テオが有斗の方を見て「あ」と言った。

　近づいてきたので何かと思えば、テオは白くて細い指先で、有斗の頰ほおを拭ぬぐった。

「ん？」

「その、クリーム、ついてたから……」

　そして、テオはにっこりと微笑むと、自分の指先についたクリームを小さな口でちゅぽんと舐なめとった。

「っ………!!」

　うわあ。

　うわわあ。

　不覚にもドキッとしてしまった……あ、いや、もちろんいやらしい意味じゃなくて。

　妹を溺でき愛あいしていた有斗は年下の女の子に弱い。ついふにゃふにゃになってしまいそうだ。

「お兄ちゃんも食べるの、へた……」と、はにかみながら言うテオに

「ああ……悪い、ありがとう」と、有斗は照れながら頭をかいた。

　それを見ていたカノンは驚おどろいた様子だったが、すぐに慈じ愛あいの微び笑しようを浮かべた。

　その表情は、他の女子と有斗が絡からむ姿を見ているときと違ちがって穏おだやかだ。

「……ま、テオちゃんなら仕方ないわね」




　それからアパレルショップに到とう着ちやくして、コスプレ用の服がたくさん置いてある売り場へと向かった。

　カノンはベーシックな黒と白を基調としたメイド服、アリスは青と白のものをラックから取って胸に抱かかえる。もとが美少女であるふたりにはどんなメイド服でも似合いそうだが、せっかく試着室があるので試さない理由はない。

「ついでに、テオちゃんのまともな子供服も買ってあげたらいいかもね」

「今はカノンのお下がりだもんな」

　カノンは小こ柄がらなので一年前の服がテオにぴったりサイズだ。

　とはいえ、毎日をカノンのお下がりで過ごさせるのも気が引ける。一いつ緒しよにいるのはわずかな期間だとしても、服の一着や二着は買ってあげても罰ばちは当たらない。

　ゴシック風、白ベースのワンピース、ラフなオーバーオール。テオはどれにも目を輝かせて喜んでいた。そのうちの、まずは特に気に入った三着をチョイスして試着室へ。

「試着室、初めて……」とテオ。

「あなたは本当に、なにもかも初めてね」と笑うカノン。

「メイド服っ、メイド服っ……！」とアリス。まだ言ってたのかよ。

　試着室はふたつだけだ。アリスは右の部屋、カノンとテオは左の部屋へ入ってゆく。

　三人が試着している間、有斗は自分の服を探さがしに向かった。

　喫きつ茶さ店てんをやるのなら、有斗も学園の制服以外の正装をする必要があるだろう。

　ちょっと悩なやんでからコスプレ用のタキシードに決めた。自分に似合うとは思わないけれど、メイド喫茶店員の正装としては無難なところだ。それを摑つかんで試着室まで戻った。

　三人ともとっくに試着を終えていていい時間だったが、右の部屋の前にはアリスの靴くつがまだあって、つい笑いそうになる。

　どうせ、浮うかれてメイド服のかわいさに酔よいしれているんだろうな。

　対して左の部屋の前には、靴がなかった。

「カノンたちは終わったのかな？」

　別の服でも物色しに行っているのか。なぜかカーテンは閉まっていたけれど大して気にせず、有斗は部屋の前で靴を脱ぬぎ、カーテンをシャッと開けて中に一歩踏ふみ入った。

　すると

「……っ、え？」

「へ？」

　──中にいた、カノンと目が合った。

　テオはワンピースを上手く着られないのか、頭を出せずにもぞもぞともがいていた。

　その着き替がえを手伝ってあげているカノンは、まだメイド服に着替えきっていない。下半身はスカートを穿はいているのに上半身は胸がはだけていた。にんじん模様の可愛らしいブラと、それに包まれた程よい質量が露あらわとなった、無防備な姿だった。

「「…………………………」」

　有斗とカノンの間に、きっかり三秒の沈ちん黙もくがあってから

「なに堂々と覗のぞいてるのよッ!?」

「ええっ!?　や、違うんだっ……そっちこそなんで中に!?　靴は確かめたはず──」

　有斗は反論しながら床ゆかを見る。そこにはやっぱり、ふたりの靴はない。

　ふと視線をずらすと、靴は試着室の中に、丁てい寧ねいに収められていた。なんで？

「あっ……ご、ごめんなさい。ぼくが入れました……」

　テオが、着かけのワンピースから顔だけを覗かせて言った。

「ええっ!?　どうしてそんな紛まぎらわしいことをっ！」

「外に出しておくと、通る人の邪じや魔まかなと思って……」

「ッ──」

　そういえばテオは試着室が初めてだった。

　……ルールを把は握あくしていなかったのなら非はない。カーテンが閉まっていた時点で有斗が気づくべきだったのだ。ぬかった……。

「固まってないでとっとと閉めなさいよ!?」

「はいィっ、すみませんっしたア!!」

　カノンが左手で胸を隠かくしながら、右手で荷物かごに置いてあった錬金銃じゆうを摑みとり、有斗を撃うった。超ちよう常じよう犯罪者すら一いち撃げきで仕留めることもある強力な銃撃を尻しりに受け、有斗は呻うめきながら外に出て、慌あわててカーテンを閉めた。

「はあ、はあ……び、びっくりしたぁ……」

　女性の店員さんが遠くから、怪け訝げんそうにこちらを見ていた。悶もん絶ぜつまじりの愛想笑いで「ななんでもないですよ～」と誤ご魔ま化かす。ちくしょう、なんでこんな目に……。

　と、そこで隣の試着室から、アリスがちょうど着替えを終えて出てきた。

　アリスのメイド服姿は美しい。瞬しゆん間かん、有斗は痛みも忘れて見み惚とれた。

　しかし、アリスは有斗と目が合うと、自分の豊満な胸を見下ろしてから、なんだか悲しそうに唇くちびるを尖とがらせて言った。

「ユウト……テオちゃんみたいに小さめのほうが趣しゆ味み？」

「いや誤解だからッ！」

　店員さんが再び怪あやしむように有斗を睨にらんでカウンターの電話を手に取ったので、慌てて走っていって止めた。

　その後、カノンとアリスは最初に選んだメイド服を買ったようだ。

　テオの私服が最終的にどんなものになったかを有斗は知らないが、それも、カノンが選んだのならば変なチョイスではないだろう。有斗は試着後にタキシードを買った。




　騒さわがしい時間を過ごしているうちに窓の外が陰かげり始めたので店を出た。

　表の通りには錬魔学園の生徒が何人も行き交っていた。有斗たちと同じように錬魔祭の準備に奔ほん走そうしているのだろう。

　帰ろうとしたときだった。大きな鉄骨資材を魔ま術じゆつで浮かせて横断歩道を渡わたっている生徒と、信号を無視して突つっ込んできた錬金バイクが、接せつ触しよくしかけるのを目もく撃げきした。

　間かん一いつ髪ぱつ、ぶつかりはせずに錬金バイクは走り去った。

　が、驚いた生徒が魔術の操作を誤り、浮いていた鉄骨の一部が崩くずれた。

「あ、あぶない──」

　雪な崩だれるように降ってくる鉄骨に、有斗は逸いち早はやく気づいた。

　瞬しゆん時じに、生前を思い出す。鉄骨から少女を助けたあの記き憶おくだ。

　背後にはテオが引っ付いているので回かい避ひしてはいけないと反射的に判断した。有斗は多少傷ついても超ちよう再生があるから問題ない。

　くっ、今日は本当に散々だな……なんて思いつつ、テオの前で仁に王おう立ちをする。

　が、そこで予想外な事態が起こった──テオが動いたのだ。

「お兄ちゃん、あぶないよっ！」

「えっ？」

　アパレルショップの店先にはマネキンが飾かざられている。そのマネキンまで、テオは素早く駆かけ寄ると小さな両手を当てた。すると手のひらからケーブル状の光がカッ！　と放出され、マネキンの表面を這はうように走る。次の瞬間、マネキンが高速で弾だん丸がんのように飛び、鉄骨と有斗の間で盾たてとなる。

　ガシャアン！　と衝しよう撃げき音。

　砕くだけたのは、マネキンではなく鉄骨のほうだった。

　残ざん骸がいが地面に散らばる。マネキンは着せられている服さえも無傷のまま、平和にころんころんと二回転したあとに止まった。テオは、はあ、はあ、と肩かたで息いきをしながら微笑んだ。

「よ、よかった。お兄ちゃんが無事で……」

　しかし、有斗だけでなく見ていたみんな、カノンもアリスも、鉄骨を崩した魔術科生徒までもが驚いて口を開けていた。

「な………………今のは、錬金術？」

　有斗が目を丸くして言うと、テオは「あっ」と何かに怯おびえているように俯うつむいた。

「し、しまった……………………ばれちゃった？」




　大きな音を聞きつけて、今度こそ通報してやるという決意の剣けん幕まくで店先に出てきた店員さんを、有斗は必死に抑おさえた。マネキンの汚よごれた衣服の弁べん償しよう費は、学園に請せい求きゆうしてもらうことにした。鉄骨を回収してぺこぺこと謝りながら去ってゆく生徒を見送り、それからテオに向き直った。

「ありがとうテオ、助かったよ──でも、どうして黙だまってたの？　力のこと」

「…………」

　テオの錬れん成せい技術は一二、三歳にしては、かなり高いように見えた。

　ちょっと術をかじった程度の人間では、降ってきた鉄骨に対してとっさにマネキンという柔やわらかな素材で完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよなんてできない。あの行使速度と硬こう化か強度は、それこそ錬魔学園の生徒並みだ。テオは、恐おそる恐るといった様子で打ち明けた。

「実はぼく……ナゴヤで暮らしてたんだ」

「ナゴヤ？」

「うん。でも、こっちに本当の『おうち』があるはずだから、それを捜しに来たの」

「え？　え??　ちょっと待って。どういうことだ、それ」

　てっきり、テオはツクバで暮らしている迷子だと思っていた。

　けれど……ナゴヤ？　それでは前提が一気に覆くつがえってしまう。

「えーと、テオはナゴヤで暮らしてた？　でも『おうち』はツクバにある？」

「そう。ナゴヤは……ぼくにとって、本当の『おうち』じゃないから」

「本当の家じゃない？　それってどういう──」

「ご……ごめんなさい、ごめんなさい…………家出、してきたの」

　有斗の言葉にテオは、抱かかえるように頭を押さえた。まるで激痛にでも耐たえるかのように。

「ど、どうしたんだよテオ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「だいじょうぶ……でも思い出そうとすると、頭が痛くなるの……ごめんなさい」

　……お、おいおい。それってかなり危ないんじゃないのか？　記憶障害ってこと？

　心配でテオを見つめていると、横にいたアリスが口を開いた。

「わかった。そういうこと」

「ん？」

「幼くして強い力を持った子なら、大人たちの手によって利用されることは珍めずらしくない。つまりテオちゃんは、わたしと同じということ」

「アリスと同じって……」

　アリスは、テオを哀あわれむように目を細めている。

「え？　それって、まさか」

　かつてアリスは強大な力を持っているがために、幼くして悪い魔ま術じゆつ師し会に引き取られ、実験台として利用された。有斗は、再びテオに視線を戻もどした。

「テオ、君はひょっとして──」

　まだ一二、三歳くらいの子がひとりでナゴヤからツクバまで来るなんて普ふ通つうない。

　つまり、普通ではない事情があったのだ。その事情とは──

　有斗は恐る恐る、そうあってほしくはないと思いつつテオに訊きいた。

「君はナゴヤで何か怖こわい目に遭あったのか……？　だからツクバに逃にげてきた？」

　その問いにテオは、残念ながら、こくりと頷うなずいた。




「詳くわしいことは思い出せないの……でも、こわかった」

　いわくテオは、いつからかは覚えていないが、物心ついたときには既すでに、狭せまい部屋に閉じ込められていたという。そこで、まるで実験のようにチューブに繫つながれてずっと育ってきた。愛情も何もない、冷たい家で──

「誰だれかに力を知られると、また乱暴をされると思ったの……」

「っ……」

　その境きよう遇ぐうに、有斗は無意識に拳こぶしを握にぎりこんでいた。

「そうか……でも、だったらなんで、さっき俺のことを助けてくれたんだ？　力をバラすことになっちゃうのに」

「お兄ちゃんたちは、困ってるぼくに優しくしてくれた……だから助けなきゃと思って」

　テオは上目づかいで、両手の人さし指をくりくりと恥はずかしそうに遊ばせながら言った。

「テオ……」

　その健けな気げさに心を打たれる。そしてなおさら、この子を助けてあげたいと思った。

「黙っていて……ごめんなさい」

「いや、テオは悪くないよ──でも、まさかその力だけでナゴヤから四〇〇㎞の距きよ離りを越こえてきたわけじゃないよね？　ツクバまでの足はどうしたの？」

「商団の錬金モービルに、忍しのび込んで……」

「なっ、密航ってこと？」

「うん」

「テオ……君、意外と大だい胆たんだね」

「えへへ」

「いや、褒ほめているわけではないけど……」

　有斗は苦笑しつつ、しかし、おかげでいくつかの現状に納得がいった。

　テオの『おうち』が見つからなくて不思議に思っていたが、それはテオが物心つく前からナゴヤにずっと暮らしていたからだ。情報が少なくて当たり前だ。

　また、テオが素す性じようを話したがらなかった理由も簡単だ。密航は犯罪。他人に言えるわけがない。

　とはいえ、この場では、テオのそんな罪を咎とがめるべきでもない。

　それよりも大事なのは、健気な迷子の『おうち』をどうやって見つけるかだ。

「本当のおうちがツクバにあるっていうのは、確かなんだよね？」

「たぶん、そのはず」

「どうして、そう思ったの？」

「な、なんとなく……におい？」

「えっ？」

「その……ぼくと同じにおいがしたの……なんだか落ち着く、においがしたから……」

　いやあ。さすがに、それだけじゃ見つけるのは厳きびしくないか？

「ほ、他にはないかな。なんでもいいから知ってることとか、覚えてることとか」

　テオは瞼まぶたをゆっくりと閉じ、それから記憶を辿たどるような──それを確かめるような時間を少し置いた。それからじんわりと目を開けて一言呟つぶやいた。

「きらきら光る、お人形」

「人形？　どういうこと？」

「ぼくにもよくわからないんだけど……夢の中に何度も出てくる映像があるの」

「夢──」

「そう。ぼくは、前のおうちでは、辛つらいことがあった日には眠ねむって夢の中に逃げてた。そんなときに、夢の中にお人形が出てきて劇を見せてくれることが何度もあったの。それを見ている間は、ほっこりした気持ちになれた──だから、あれはきっと、ぼくが本当の『おうち』で見た思い出だったんじゃないかと思って」

　…………なるほど？

　たとえば寝ねる前の子供に絵本を読み聞かせるような感じだろうか？

　親が子供相手に、可愛らしい人形を使ってお話をしてあげる──その情景は一応、想像はできる。可能性はゼロじゃない……が、手がかりとしては、まるで蜘く蛛もの糸のように、かぼそい希望にも思えた。

（まぁ今は、その糸に縋すがるしかなさそうでもある、か──）

　けれど聞いてみて改めて確信した。この程度の情報しかないのなら、子供ひとりで探すのはまず無理だろう。何週間、あるいは何か月かかるかわからない。結果的に、有斗たちを頼たよったテオの判断は正解だったと言える。

「欲よくを言うなら、他にも協力者が欲しいところだな……そういえばソワールは？　あいつもナゴヤの出身だよな？　なんだかテオについて何か知った風な態度にも見えたし、訊いてみれば何かわかるかも──」

「いえ、それはまずいわね」

　と、今まで神しん妙みように話を聞いていたカノンが首を振ふった。

「もしもソワールがテオの事情を何か知っているとしても、それを彼に尋たずねたら『テオがナゴヤ出身である』『密航をした』という事実を私たちが知っていると明かすことになる。警察代がわりの錬魔学園としては処しよ罰ばつの義務が生まれるわ。特に、市街の人が多く入ってきている錬魔祭の時期はね」

「ああ、なるほど……」

「劉や他の生徒たちにも言わない方がいいわ。どこかから漏もれる可能性がないではないし、捜そう索さくをここで中断したほうが不自然になる。あくまで表向きの捜索は続けてもらって、その間に私たちだけで本当の捜索を進めないといけない」

「けっこうデリケートな案件だな……となると、捜索の手段は限られてくるか」

「お兄ちゃん……ぼくの『おうち』は、みつからないのかな？」

　テオがびくびくと不安そうに、こちらを見つめた。

　それを落ち着かせるように、有斗は手をぽんと、テオの頭に置いた。

「いや、大丈夫だよ安心して。この件は、きっと俺たちで」

　言いながらカノンに目配せをした。

　カノンは、さすがと言うべきか有斗の意図を汲くみ取ってくれたようで、頷いて言った。

「そうね、有斗の言うとおり。これからは他の人には任せず、私たち主導でテオちゃんの『おうち』を捜さがしましょう」

「えっ、ほ、ほんと!?」と、テオが希望に目を輝かがやかせる。

「ええ。あなたのお兄ちゃんは、困ってる子を見ると放っておけないのよ。ね、有斗？」

「ああ、約束するよ」

　そうだ。

　いまテオを助けられる人間は有斗たちしかいない。断る理由がなかった。

「それに、ちょうど錬魔祭の準備で街に出るから都合がいい。聞き込みだって沢たく山さんできるはずだ。きっと見つかる。もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ」

「…………うんっ！　ありがとう！」

　テオは嬉うれしそうに頷くと、有斗の身体からだに抱だきついてくる。

　そして、ぱっと顔を上げると、付け足すように言った。

「お祭りも、一いつ緒しよに成功させようね……メイド喫きつ茶さっ！」

　こんな状じよう況きようでも前向きなテオに、有斗たちは微ほほ笑えんだ。

（……これでテオが俺たちに隠かくしていることはなくなった）

　まるで家族みたいな関係に、有斗はなんだか温かい気持ちになるとともに思う。

（──次は、カノンに心を開いてもらう番だ）

　テオには、有斗にない純じゆん朴ぼくな愛あい嬌きようがある。

　有斗が見られないカノンの表情をテオは見ることができる。

　有斗が聞けないカノンの言葉をテオは受け取れる。

　テオにしかできない方法で、カノンの事情を聞き出すことだってできるだろう。

　──と、そこで有斗は、ふと気になって後ろを振り返った。

「………………ん？」

「？　どうしたの、お兄ちゃん？」

「ああ、いや、気のせいかな……」

　背後には、ただ日にち没ぼつ間ま際ぎわの、人通りの減りはじめた街路が続いているだけだ。

　有斗は「ごめん、なんでもないよ」とテオに笑いかけて、その頭をまた撫なでた。

　一いつ瞬しゆんだけ、誰かに見られているような気配がしたのだけれど……。
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　有斗たちがアパレルショップから出て、鉄筋による事故に巻き込まれかけていたとき、二本ほど道を挟はさんだ先では、事件が起ころうとしていた。




　錬魔学園の三年生たちは、事前に祭りの準備を進めていたので下級生たちよりも時間に余よ裕ゆうを持っている。劉の指示で死人還り事件ケース・リビングデツドの捜査を既に開始していた。

　しかし、それ以外に少数、他の捜査を任されている三年生もいた。

「あーあ、おれも死人還り事件ケース・リビングデツドの担当がよかったなぁ」

「こっちもこっちで立派な任務よ。困っている女の子を救えるんだからね」

「函はこ泊まりはまじめだなー。それとも、もしかして幼女趣しゆ味みなの？」

「やめてよね、妹がいる人間はそういう趣味には目覚めないわよ」

　言葉を交わしているのは錬れん金きん術じゆつ科三年の男女二人組だ。

　彼らはテオの『おうち』捜しを割り当てられている班だった。

　本来はそんなところに人数を割さく余裕はないのだが、物ぶつ騒そうな事件が起こっている今だからこそ幼い子を早く親元に帰してやろうという劉の配はい慮りよだ。

「ウチの妹がね、チシオ・ユウトくんだっけ？　あの子にときめいちゃっててさ、ユウトくんが保護してるテオちゃんのおうちを必ず見つけてあげてって釘くぎを刺さされてるの」

　そう言う女子生徒は、班決めのときに有斗に話しかけた二年生・函泊ユニアの姉、函泊ヤウナである。

「あーそれな。三年の女子にもファンいるもんな。ま、おれも彼には感謝してるけど」

「私からすると《天使》の一件があったとはいえ、ここまで手のひらを返す子たちの気がしれないけどね。ちょっと前までは人工生命ホムンクルスなんて外げ道どうだーって言ってたのに」

「まあな──にしてもさ、必ず見つけてって言われても、こんだけ捜して見つからないなら厳しくね？　普ふ通つうは手がかりのひとつくらいは、見えてくるもんだけど」

「まあ確かにね……『おうち』か。もしかしたら、普通に家を捜しているのが間ま違ちがいなのかしら」

「どういうこと？」

「いえ。なんとなく思っただけ」

　ふたりが話しながら歩いているときだった。

「ん？　……あれは」

　男子生徒が、路地裏の暗がりに挙動不ふ審しんな人ひと影かげを見つけた。

　そいつはまるで筋肉の動かし方を忘れてしまったかのように、ふらついていた。

「ちょっとあんた大だい丈じよう夫ぶですか？　酔よっぱらうには、ちと早いですよー……って」

　と声をかけた男子生徒は、振り返った男の顔を見て驚おどろいた。

　男は異常なほどに、血の気の引いた顔をしていたからだ。

　いや、それだけではない……よく見れば服は土だらけで、顔、首、手、あらゆる部位の肉が崩くずれつつある。まるで腐ふ敗はいしているみたいに。

　不気味な男は振り向きざまに躊ちゆう躇ちよもなく男子生徒に襲おそい掛かかった。ふらついていたはずの足を突とつ然ぜん素早くダダダダッと踏ふみ鳴らしながら近づくと、細い腕うでをマリオネットのような動きで伸のばして摑つかみかかる。

「なっ!?」

　予期しなかった動きに、男子生徒はわずかながら身体を硬こう直ちよくさせた。それが隙すきを生んだ。襲しゆう撃げき者の爪つめが男子生徒の首筋に食い込む。そのまま、錬器を起動させる間もなく押おし倒たおされて、鎖さ骨こつのあたりに嚙かみつかれて気を失った。

　見ていた函泊ヤウナも、突然のことに一瞬ひるんだ。

　が、すぐに状況を吞のみこんで顎あごを引くと、

「亡もう者じやっ!?」

　──状況を理解して戦せん闘とう態勢に入った。

　亡者の男は既すでに、視線を函泊に移している。次の標的とロックオンされたようだった。

　函泊は自分の首の後ろに手を回し、ペンダント型の錬器を外す。フックの片方を握にぎり、鞭むちと同じ要領でチェーンを躍おどらせると、重みのあるペンダントトップで亡者の頭部を殴おう打だした。直後、ペンダントトップが紫むらさき色いろに発光し、衝しよう突とつ面を溶とかす。

「有機物に触ふれると酸を放つ錬金術よ！　液体と化しなさい！」

　しかし、亡者は悶もだえる様子さえ見せずに、喉のど奥おくから「あー」と気の抜ぬけた呻うめき声を発しながら女子生徒の肩かたに摑みかかった。

「ッ、ちい！　痛みも、恐きよう怖ふすらもないのね……！」

　まさに生ける屍リビング・デツドだ。不気味な亡者は崩れかけた肉体のくせに力が強い。函泊は押し倒され、背中をアスファルトに打ちつける。

「なめないでっ！」函泊はもがきながら再び錬金術を起動。首を絞しめてくる亡者の手首を摑み返し、そこにペンダントを巻きつけた。亡者の肉が一気に溶けはじめる。しかし函泊の首も絞められ続けている。そのまま三〇秒ほどだろうか、函泊がまさに意識を失う寸前に、亡者の手がやっと完全に崩れ落ちた。

　根競べに勝った！　と思うと同時に、函泊は力の限り両手と両りよう脚あしで、亡者を弾はじき飛ばした。亡者は路地裏のブロック塀べいに背中を打ちつけて、よろめいた。

　チャンスだ、今しかない、と函泊の経験が言っていた。追つい撃げきを試みようと息を吸う。

　しかし、ひゅう、と喉の手前でか細い音が鳴るだけだった。首を絞められていたせいで気管が上手うまく使えないのだ。脳は酸素が欠けつ乏ぼうし、意識は朦もう朧ろうとしている。函泊は立ち上がろうとしたが上手くいかず、その場にへたりこみ、霞かすむ目を擦こすった。

（ダメだ、意識が遠のいてゆく……っ）

　このままでは逆に、体勢を整えた亡者に再び襲われ、とどめを刺されてしまう。そう思い焦あせる──と、しかし函泊は気を失う直前に、路地裏に入り込んでくるもうひとつの、亡者ではない影を見た。

　大通りからの西日が逆光をつくり、顔はよく確認できなかった。けれど……

　大おお柄がらな体たい軀くに黒いコート、頭には目ま深ぶかにフードを被かぶった大男だ。

（っ、あれは視察官の……？　どうしてここに……）

　函泊が目を細める。

　大男は、亡者を見つめて神妙な表情で呟つぶやいた。

「ちい、あちらの追つい跡せきに気を取られすぎたか……この距きよ離りで遠えん隔かく操作、厄やつ介かいだな」

　ぶつぶつと、陰いん気きに語る彼が発した言葉の意味を、函泊は理解できない。

　ただ、彼の言葉のあと、身体を起こした亡者が路地の奥へと走り去るのが見えた。大男は追わない。いや、反応して一歩を踏ふみ出したので追おうとはしたのかもしれないが、しかし函泊の負傷具合に目を向けると、顔をしかめて近づいてきた。

「……あちらの方角なら、人通りはない。ここは生徒を優先させてもらうか」

　大男は言って、なんの目的か函泊の前に座り込む。

　函泊は状況がさっぱり吞みこめない。大男を警けい戒かいしなければ、と思った。

　だが、そこで気力はついに尽つき、函泊ヤウナは頭こうべを垂れた。
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　有斗たちが学園に戻もどると、学園の雰ふん囲い気きが穏おだやかではなかった。

　校門前では劉学園長が、生徒たちをひとつの校舎へと誘ゆう導どうしている。その真しん剣けんな雰囲気を察して、有斗はカノンとアリス、それにテオとも顔を見合わせた。

「どうしたんですか？」

　有斗が駆かけよって尋たずねると、劉がちらりと視線を向けた。

「祭りの準備に集中させてやりたかったが、そうもいかなくなりそうだ。貴様らの手も借りなければならないだろう」

　上級生が襲われた。

　しかも、その生徒たちはテオの『おうち』を捜していた班だという。




　有斗たちを含ふくめた生徒のほとんどが、プレゼンホールに集められた。

　映画館のようなすり鉢ばち状の大きな部屋で、入口がもっとも高い位置にあり、奥に進むほど低くなっている。

　部屋の奥、天井から下げられたスクリーンの前に立った劉が口を開く。

「今、街では死人還り事件ケース・リビングデツドと呼ばれる事件が発生している。公表はされていないが、それらの事件には共通項こうがある。被ひ害がい者しやが『亡者に襲われた』と証言している点だ」

　亡者？　と生徒たちの間に訝いぶかしむ空気が漂ただよう。

「そして、つい先ほど報告を受けて共通点がもうひとつ確定した。現場近くには必ず『人間大の穴』が見つかっている」

「穴……」

　先日、アリスと行ったショッピングモールで、ナゴヤで起きた同じ特とく徴ちようの事件についてニュースが流れていた。あのときは、いったい何のための穴なのか、深く考えなかったが──

「まさか、その穴から死体が蘇よみがえってきたとでも言うんですか？」

「私もはじめは有り得ないと思ったし、そうでないと願いたかったがな。だが状じよう況きようからして、ナゴヤもツクバうちも、同じ事件に遭そう遇ぐうしているとみて間違いないだろう」

　劉は手早く手元のリモートコントローラーを操作した。

　スクリーンに、これまでの生ける屍リビング・デツド事件による負傷写真が連続表示される。これが映画なら年ねん齢れい制限をくらうほどにはグロテスクなものだった。有斗は思わず顔をしかめる。

「現場付近にいた通行人からは『人のような影が灰となって崩れるところを見た』との証言が得られている。これは死霊術ネクロマンシー──屍人傀儡マリオデツドにより操作された死体が限界を迎むかえた際に起こる特徴だ」

「現在の被害規模は……？」

「昨日までは繁はん華か街がい区画、ビジネス街区画に抑おさえられていた。しかし今では、学生街区画にまでエリアを拡大していることがわかった。先ほど、報告を受けたと言ったが、それはつい三〇分前に本校の三年生が襲われたからだ」

　生徒たちがざわつき、ホールの壁かべが少し震ふるえた。

「襲われた三年生は無事なの？」

　と、手を挙げたのはカノンだった。

「治ち療りようが早かったので命に別状はない。学園前まで、誰だれかが運んでくれたようだ」

「そう、よかった……」

「ただ、まだ意識を取り戻していないがな」

「ということは犯人の目もく撃げき情報も聞けていないの？」

「ああ。通行人から取れている証言も現時点では、亡者に関するものだけだ。亡者を操っているだろう死霊術師については、まだ情報がない」

「犯人の目的はなに？　ナゴヤの錬金術師会に続いて、ツクバの人たちを襲う理由は？」

「それも推測が立たない。何かを盗ぬすむでもなく犯行声明を出すでもない。金銭目的、個人的怨えん恨こん、思想テロ、どの線とも現時点では言えない。それを調べるのが貴様らの任務だ」

「っ……なるほどね。雲を摑むような話ね」

　犯人と、目的と。そのどちらもがわからないなら、なにか足がかりが欲しいが。

「錬魔祭はどうなる？」

　今度はアリスが手を挙げて発言した。

　そういえば──中止しかないのでは？　という空気が会場中に広がる。

　楽しみに、ここまで準備をしてきた祭りがなくなるのは悲しいが、でもまぁこの状況なら仕方がない。そんな風に誰もが思った。

「この件について市安保と話したところ、もちろん祭り当日の開会式開始までに犯人を捕つかまえられなければ、錬魔祭は中止にせざるを得ないとの結論になった」

　当然だろう。だが、劉は手に持ったタブレット端たん末まつを指でトントンと叩たたくと続けた。

「ただし開会式開始ぎりぎりまでは、錬魔学園としては捜そう査さを進めつつ、錬魔祭も開かい催さいするつもりでいろ、とのお達しが下った。ゆえに我々は表向き、何事も問題は起きていないかのように準備を進める」

「「「……え？」」」

　有斗たちだけでなく、会場中の生徒がぽかんと口を開けた。

「錬魔祭は形式上、学園だけでなく街を上げての大イベントで、街外からの人間も来る。そしてそこには錬魔学園とスポンサー契けい約やくを結んでいる錬器販はん売ばい企き業ぎようの渡と航こう団なども含まれる。こういうときこそ、高い金を貰もらっているだけの働きを見せよ、との指示が市議会から市安保を通して、うちまで降りてきているのだ」

「あの……片手間で凶きよう悪あく犯を捜さがせっていう無茶振ぶりですか？」有斗が思わず訊きくと、

「両方を完かん璧ぺきにこなしてみせよ、という信しん頼らいの証あかしだ」と劉は返した。

「……そんな」

「私個人としての本ほん音ねを言えば、重要性から考えて、事件解決に集中すべきだと思うのだがな。こればかりは私の一存では舵かじを取りかねるよ」

　劉の発言力は間ま違ちがいなく強いが、錬魔祭の開催を取り仕切る市安保の決定には逆らえない。

　錬魔祭は、今まで準備を進めてきた生徒からすると中止になってほしくないが……今は、生徒たちは喜ぶよりも苦笑していた。

　劉はスクリーン前に置かれた机に、両手のひらをバンと置いた。

「つまり貴様らの使命は、ふたつある。ひとつは亡者使いを捜さがし出して捕ほ獲かくすること。もうひとつは、市街の人間には極力事態を気け取どられずに、錬魔祭を無事に開催することだ」

　頼たのんだぞ愛すべき諸君。その言葉にホール中の生徒は威い勢せい良く、はい、と答えた。




「それでは、捜査の班分けをおこなおう。とはいえ、錬魔祭のこともあるので大体は祭りと同じメンバーで揃そろえた方が行動はしやすいだろうがな──」

　と、劉学園長が人員配置を取りまとめようとしたところで、入口のドアが勢いよく開け放たれた。プレゼンホールの入口は、擦すり鉢ばち状になった席の背後にある。

「その捜査、私も付き添そわせていただこう」

　劉は、そちらへ視線を向けると、気まずそうな表情を浮うかべた。

「っ、ソワール氏……聴きいていらしたんですか」

　タイミングは最悪だ。

　市街の人間には極力事態を知らせず進めようとしていた矢先だった。

「視察官は、貴校の捜査に干かん渉しようする特権を持っているからな」

　ソワールはドアの外の光を背に受けながら、地の底が揺ゆれるような低い声を出した。

「なにもおかしな話ではなかろう？　そもそも死人還り事件ケース・リビングデツドの始まりは、我がナゴヤでの錬金術師会襲しゆう撃げき事件だ。力を貸せるとも思うが？」

「…………」

　沈ちん黙もくする劉の心境が、有斗にはわかった。ソワールには謎なぞが多い。信用に足りない。

　加えて《天使》の一件で有斗に嫌けん疑ぎをかけているという話もある。

　ここは拒きよ否ひが正せい着ちやくだろう、と思っていると劉がやはり言った。

「いや、確かにおっしゃるとおりだが……ただ、これは危険な捜査になる。万が一あなたの身に何かあったらナゴヤの錬金術師会の皆みなさまに申し訳が立たない」

　しかし、

「何かあれば？　何かとはなんだ。その心配には及およばない。私はひとりでツクバまで到とう着ちやくした。魔ま境きようを独力で越こえたという結果が力の保証だと自負しているが、不足か？」

　ソワールの言うことも、もっともだった。

「く……承知した。では、せめて三年生の特別部隊についてもらい──」

「いや。どの部隊に張り付くかは、こちらで指定させてもらう。その権限もあるはずだ」

　せめてもの提案すら拒否され、劉は訝しむ視線を向けた。

「っ……指定？　確かにおっしゃるとおりだが、いったいどこに」

「チシオ・ユウトの部隊に」

　うわ……と有斗は、つい顔をしかめた。やっぱり狙ねらいは、俺の監かん視しか？

　微かすかな期待を込めて、縋すがるような視線を劉に送るが……

　劉は、有斗の顔をじっと見つめて諭さとすように頷うなずくと、ソワールに向き直って答えた。

「わかった。あなたにはチシオ・ユウトの部隊についてもらおう」

「……おいおい、マジかよ」さすがに劉学園長でも、理由なく断れはしないらしい。

「いよいよ来たわね」と隣となりのカノンが呟つぶやく。

「ああ……俺はなにも悪くないはずなんだけどな」

「あなたにとっては災難よね……でもこれで、あいつが同一人物かどうか確かめられる」

「え？」

「有斗、私のもとから離はなれないでいてね。なにかあったときに助けられるように」

「…………離れないで、か」

　カノンは最近やたらと、そのことを念押しする。

　やはりカノンは有斗について、過敏すぎるほどに心配事か何かを抱いだいているようだ。

「お兄ちゃん……あの人、こわい……」

　テオはカノンと有斗に挟はさまれる席に座っていた。怯おびえるテオを優しく撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。狙いは俺だから」

「そ、それもだめだよっ……お兄ちゃんが危なくなったら、ぼく嫌いやだ……」

「俺はそう簡単には死なないよ。それよりも──」

　有斗はテオの耳元に口を近づけて囁ささやいた。

「カノンがなにか悩なやんでいそうだったら……俺に教えてくれないか？」

「え、悩み……？」

　テオははじめ、意図を計りかねているように首を傾かしげたが──

「お姉ちゃんは、きっと俺のことで悩んでる。その理由を知りたいんだ」

　有斗が言うと、テオは思い当たる節でもあるのか、すぐに顎あごを引いた。

「っ……わかった。ぼくも、お兄ちゃんたちにおんがえしするねっ」

　はじめてのおつかいを頼まれた子供のように、小さな握にぎり拳こぶしを作って頷いた。
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　少女は眠ねむるときにいつも、螺ら旋せん状の迷めい宮きゆうをさまよう夢を見る。

　それは脳内にある膨ぼう大だいな知識が、プログラム言語と似た要領で構築する仮想空間だった。

　錬れん金きん術じゆつ師しは理論によって戦う。優ゆう秀しゆうな術師の中には、脳内で情報処理をする際にこうしたマップを作り上げ、情報を擬ぎ似じ的な五感によって判別することで処理の効率化を図はかれる者が少数ながらいる。およそ一〇〇〇人にひとりの逸いつ材ざいともされるその者たちは、情報共感者マツパーと呼ばれる。

　中でも、少女のマップは、異常に広大だった。

　しかし一方で、その迷宮内に少女の安息できる場所はなかった。

　甘みや苦みの意味を辞書的に知っていても、実際に体験したことがなければチョコレートの味を想像できないように、少女はこの迷宮の作り手でありながら、その内部の歩き方を知らなかった。少女は多くを知る。だが反対に、何も知らない。

　たとえば少女は、愛情も知らなかった。

　頭では理解していても、その温もりを体験したことがない。

　そんな少女は、いつも孤こ独どくだった。頭でっかちなだけで、知識の中を彷徨さまよう無力な子羊だった。

　ただ、そんな少女にも、せめてもの救いがあった。

　時折この迷宮内にポップアップする、きらきらと光る人形と、それが見せてくれる劇の光景だ。夢の一種だろうと思うけれど、なぜそんなものが生まれるのかは少女にはわからなかった。そもそも迷宮で起こる出来事のすべては、少女のコントロール圏けんから離れている。自動的なのだ。

　けれど、見せられたストーリーの内容はよく覚えていた。

　よくある英えい雄ゆう譚たんだ。女の子の人形が苦しんでいるところに、男性の人形がヒーローのように現れて助け出してくれる、まさに夢みたいな物語。とてもチープなストーリーだが、そのお話に、少女は救われていた。

『君は、ここから解放されるべきだ』

　と、人形のヒーローは、三頭身の手足で大げさなジェスチャーをしながら言った。

『ここを離れて、本当のおうちを見つけるべきなのだ』

　と、遠くを指差して繰くり返した。何度も、何度も。

　迷宮は冷たかったが、その人形たちにだけは、少女は温もりを感じた。

　だから少女はいつしか、この人形たちこそが、きっと自分の「本当の家族」に関する記き憶おくなのだろうと思うようになった。

　ここは本当の『おうち』じゃない。自分には、会うべき本当の家族がいる。

　その家族が人形劇を通じて、自分にメッセージを届けてくれているのだ、と。

　だから少女は、生まれて初めて自らの意思で、この暗い迷宮から抜ぬけ出そうと行動した。

　英雄の言う、本当の『おうち』を求めて。暖かな気持ちになれる居場所を求めて。

　そして今、幸運なことに、その『おうち』を捜してくれるお兄さんとお姉さんが目の前に現れた。

　あの人たちなら、物語に出てきたヒーローように自分を救ってくれるかもしれない──そんな希望を、少女は見み出いだしつつあった。これも、やはり生まれて初めてのことだった。

　そして朝がくる。

　少女は寝ね汗あせをびっちょりとかいて目覚めた。

　服を着き替がえようと思ったところで、とんとん、とノックの音が聞こえた。
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　オムライス、メイド服と経験したことで、テオとカノンの関係は急速に進展しているように見える。それは有ゆう斗とにとって狙ねらい通りで、喜ばしいことだった。

　ただ、女子同士の仲が良すぎるとどうなるかは理解しておくべきだったかもしれない。……自らのケツを痛めつけるのが趣しゆ味みでないならば。

　翌朝、窓から射し込む朝日の眩まばゆさで有斗が起き床しようすると、隣となりの布団にテオはいなかった。

「ん……あれ？　テオ？」

　テオはこれまで、有斗よりも早く起きることはなかった。

「あれ、あれれ……？　どこにいったんだ？」

　時計を確認したが、授業時間にはまだ早い。なら、まさか……ひとりで外出を？

　そう思うと、寝ぼけ眼まなこが急速に冴さえた。焦あせりで脂あぶら汗あせが出る。

「噓うそだろ、もしもテオに何かあったら……！」

　こういうときに頭を過よぎるのは、どうしても妹のことだ。

　また自分のせいで女の子を危険に晒さらしてしまうのでは、と最悪の可能性を想像すると気が気でない。とにかく部屋の外を捜さがそうと玄関まで駆かけてゆく。パジャマのままで外出は不格好だが、そんなことを言っている場合じゃない。

　と、その途と中ちゆうで、カタッと部屋のどこかから物音がした。人の気配。

「！　こっちかっ!?」

　キッチンのすぐ脇わきにあるバスルームからだった。有斗は慌あわてて踵きびすを返す。

　寮りようのバスルームはユニットバスなので、ひょっとしてトイレ中に体調の異変で倒たおれたのかもしれない。出会った日にタオルケット一枚でうずくまっていた光景を有斗は覚えている。

　案の定、擦すりガラス越ごしの人ひと陰かげを見つけると、声を裏返しながら扉とびらを勢いよく開けた。

「っ、テオ！　そこにいるのか!?」

　そして、そこにちゃんとテオはいた。倒れてなどいなかった。

　──全ぜん裸らで、浴よく槽そうに立っていた。

　……白く、か細く、弱々しく、凹おう凸とつの少ない身体からだが白熱灯の下で煌きらめいていた。

「………………綺き麗れいだ」

　と思わず呟いた。

「え？」とテオ。
















「は？」とカノン。

　テオの横にはカノンもいた。同じく全裸で。

　カノンは右手にシャワーヘッドを握り、左手では今まさに蛇じや口ぐちを捻ひねろうとしている。

　状じよう況きようから見て、カノンがテオにシャワーをかけてあげようとしている最中だ。

　有斗が視線を足元のプラスチックカゴに落とせば、ちゃんと中にはふたりの脱ぬいだ服、バスタオル、そして着替えが整理されていた。

「なんだ、よかった。ただの朝シャンか──」

　………………………………いや。でも、なんで??

　三人が同時に、三秒ほど固まった。似たシチュエーションを少し前にも、街で経験したような……なんて思っている間に、テオは顔をかわいらしく紅潮させてゆく。

　逆にカノンは鬼おにかと思うほどに顔を赤く恐おそろしい表情になってゆく。

「こんのッ…………変態がぁあッ!!」

「ごめんなさぎゃあ!?」

　カノンが胸を隠かくしながら、器用に浴槽から飛び上がって鋭するどい回し蹴げりを放った。有斗はケツに喰らって前のめりにこけながら、慌ててドアを閉めてリビングへと逃にげ出した。




　リビングで正座をして待った。

　ふたりがシャワーを浴び終え、もわもわと湯気を立てながら戻もどると、有斗はすぐさまおでこを床ゆかにこすり付けた。

「誠に、申し訳ございませんでしたあっ！」

「……あなたね、女子の裸はだかを正面から堂々と覗のぞくなんて、いい根性してるわね？」

　カノンはブラトップに着替えている。長い髪かみについた水すい滴てきをタオルに吸い取らせながら呆あきれていた。

「いや、そんなつもりはまったく……テオが無事でよかったです」

「ぜんっぜん無事じゃないわよ。あなたの視線に毒されたわよ。変態。クズ。カス」

「ひいっ……で、でも待ってくれよ。まさか突とつ然ぜん、朝あさ風呂ぶろイベントがあるとは思いもしなかったから……」

「むしろ、なにが問題なのよ？　朝、部屋に来てみたらテオちゃんがドアを開けてくれたの。それで寝汗をかいているみたいだったから、冷えたままは可か哀わい想そうだと思って、お風呂のお世話もしてあげただけじゃない」

「ご、ごめんねお兄ちゃん……ひさしぶりに嫌いやな夢をみちゃって」

「嫌な夢？」

「うん……でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。今は、お姉ちゃんのおかげでおちついたから」

「そ、そっか。ならよかったよ……こちらこそごめんな？　決して下心はなかったからね？　信じてね？」

「したごころ……？　う、うん」

「あなた、子供相手に何を言い訳してるのよ。その言い方、むしろイヤらしいわよ」

「ぐっ!?　じゃあどうしろって言うんだよ……！」

「どうしようもないわよ。存在そのものがイヤらしいから」

「おいっ」

「あ、でもぼく、お兄ちゃんとなら……お風呂も、だいじょうぶだよ？」

「ッ!?　ほ、本当かいテオ、なんて嬉うれしいことを言ってくれるんだ。なら今度は俺と──」

「もしもし劉りゆう？　うちの所有物が故障を──」

「ごめんなさい噓です!!」

　……いや、重ねて言うが下心ではない。ただ妹を思い出して世話をしてあげようと思っただけなんだ。本当ですよ？

　それから気を取り直して、ふたりは髪を乾かわかしてから着替えた。

　その間は着替えを覗かないように、今度は逆に有斗がバスルームに閉じ込められた。まだ残っているシャンプーの香かおりを鼻び孔こうに感じながら、ぼんやり考えた。

（しかし、あのカノンが一いつ緒しよに風呂とは……テオはすごいな）

　おそらくカノンの姉あね御ご気質と、テオの純じゆん朴ぼくさが上手うまくかみ合っているのだろう。

（ひょっとして、実の姉妹よりも相あい性しようがいいんじゃないか？）

　だとしたら、カノンの異変の理由にテオが気づくタイミングも近い気がした。




　ふたりが着替えを終えて、いつもどおりに朝ご飯を食べた。

　ちょうど食後に、部屋の呼よび鈴りんが鳴った。玄げん関かんを開けると銀ぎん髪ぱつの美少女が立っていた。

「アリス。わざわざ呼びに来てくれたのか？」

「今日は劉学園長からの任務があるはず。早めに出た方がいい」

　昨日から死人還り事件ケース・リビングデツドの捜そう査さに有斗たち二年生も加わることになり、その配役が劉から割り当てられていた。任務内容は簡単だ。

　事件現場周辺の調査と聞き込み。

「街に出るなら、ついでにテオの『おうち』と人形についても聞き込めそうだな」

「一石二鳥。たぶん劉学園長も、そこまで考えて配役をしてくれた」

「そうね、昨日の襲しゆう撃げきでテオちゃんの『おうち』捜査班員が負傷しちゃったからでしょう」

「ありがとう……」

　テオも嬉しそうだった。

「でもテオ、昨日みたいに危ないことはしちゃだめだぞ？　聞いててわかったと思うけど、街には今、怖ろしい超ちよう常じよう犯罪者がいるんだから」

「えーっ……ぼくがお兄ちゃんを守るよ？」

「だめだ。本来なら、テオは寮に置いていきたいくらいなんだから」

　しかし、テオの『おうち』について聞き込むには本人がいた方がいいから仕方ない。

「いざとなったら俺が盾たてになるからね？　それが『超再生』のある俺の役目だから」

「……はぁい」

　先ほどケツに喰らったカノンの鋭い回し蹴りによるダメージは既すでに回復している。その素晴らしい効果を目まの当たりにしたからではないだろうが、テオは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　というわけで街に繰り出すことにする。

　しかし、寮の玄関を出たところでガラガラガラ、と重い荷物を引きずるような音が聞こえた。寮の壁かべの陰かげからキャリーケースとともに人影がぬらりと現れた。

「街に、ゆくのか？」

　低い声を出したのは視察官──ソワールだ。

　テオがびっくりして有斗の陰に隠れた。そのテオをソワールは、ちらりと睨にらむように一いち瞥べつしたが、かといって何を言うわけでもない。有斗は頰ほおを引き攣つらせた。

「そういえば俺たちを監かん視ししているんでしたっけ……街にも付いてくるつもりですか？」

「ああ、当然だ。だが私のことは気にしなくていい」

　いや、そう言われても気にならないわけがないが──彼は眉まゆひとつ動かさずに告げた。

「捜査に集中しろ。街を守るのが君らの仕事だろう。それと……背中にも気をつけろよ」

「っ？」

　脅おどし……か？　にしては正面から大だい胆たんだな。

　とてつもないやりづらさを感じたが、とはいえ拒きよ否ひできるものでもない。

　有斗たちはガラガラ音を立てながら付いてくるソワールとともに、街に繰り出すこととなった。……にしても、この人なんでわざわざキャリーケースを持ってきてるんだろう？
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　現場は、昨日行ったアパレルショップからそう遠く離はなれていない位置にあった。

　周囲には地面を掘ほり返しただろう穴を埋うめ立てている、ブルーカラーの人たちがいた。市安保に雇やとわれた作業員だろう。

　実際に穴の痕こん跡せきを見ると、半径一、二ｍといったところ。

　やはり亡もう者じやは幻まぼろしの類たぐいじゃなく実在するのだ。その事実に、ごくりと唾つばを飲んだ。

「死霊術ネクロマンシー……屍人傀儡マリオデツドって劉は言ってたけど、具体的にはどういう力なんだ？」

　有斗が尋たずねると、カノンが顎あごに手を当てた。

「屍人傀儡マリオデツドなんて呼ばれているから死体しか操作できないと思われがちだけれど、本質はすごく単純な人体操作マリオネツトよ。人形を操るみたいに、意識の薄い人体を操る。ただ、意識のはっきりした人間は操れないから、結果的に死体を対象に取るのが都合いいだけで」

「……理り屈くつはわかるけど、どっちにしろエグいことを考えるな」

「錬れん金きん術じゆつ最大の黒歴史とまで言われているしね。ただ……それにしてもおかしいのよね。人体操作マリオネツトをまともに扱あつかえる人間なんて、普ふ通つうは有り得ないはずなのだけれど」

「劉も『有り得ないと思った』って言ってたな。そんなに難しい技術なのか？」

「難しいというか、歯車ギアのチョイスが『人体』だなんて異常なのよ」

「ギア？」

「錬金術師はね、物ならなんでもかんでも好きに操れるってわけじゃないの。操れるようになるためには、その物をまるで自分の手足のように感じられるくらいまで修練を積む必要がある。その状態に持ってくことを、錬金術用語では『歯車ギアを嚙かませる』と言うのだけれど……」

「魔術師わたしたちが精神を痛めつける訓練をするのと、同じということ？」

　アリスが首を傾かしげた。

「半分同じで半分違ちがうわね。魔ま術じゆつは『血統修得』だから、生まれたときから能力の種類が決められているでしょう？」

「うん。わたしの場合は〈Airエア〉。大気を操作する以外はできない」

「錬金術の場合はそうじゃなくて『学習修得』だから、まずは自分の操作対象を何にするか、自分で決めるところから始まる。そして、その初めのチョイスが錬金術師としての力量を決めるうえで何よりも重要なのよね」

　たとえば「石全ぜん般ぱん」を操る対象に決めたとする。

　ならばその術師は年がら年中、ありとあらゆる種類の石を持ち運んで、触さわって、構成要素を熟知して……という地味な修練を続ける。何年か経たつとやっと、その術師は石を「自分の体の一部」のように感じはじめる。これが『歯車ギアが嚙んだ』状態だ。どんな石でも操れる、いわば「汎はん用よう的な石の錬金術師」の出来上がりである。

　石という素材は世界中どこにでも転がっているので、とっさの戦せん闘とうになっても適応力は高い。たとえば、そのへんの民家の石壁かべを変形させて盾にしたり、道みち端ばたの石ころを散さん弾だん銃じゆうのように飛ばしたり、といった臨機応変な戦い方ができる。

「──ただ、そこまでやったとしても、所しよ詮せんは石にすぎないとも言えるのね。石の弾だん丸がんを作っても結局は、本物の散弾銃には敵かなわないし」

「「まあ、確かに」」と、有斗とアリスは頷うなずく。

「結論として『石全般』を武器に決めるのは、あまり賢かしこいチョイスとは言えない。だから最近では、錬金術に関する研究が進んだ結果、錬金術師はみんな『自分に最適な武器』──俗ぞくに言う『錬器』を持つことに決めたの。私なら錬金銃と錬金弾みたいな」

「何の差があるんだ？」

「大事なのは『銃全般』じゃなくて『愛用と決めた、たったひとつの銃』に特化している点よ。そうすることで、愛用の銃を使いさえすれば一般的な銃使いの錬金術師よりも高い戦闘能力を発揮できるから」

　つまり、錬金術師の選せん択たく肢しはふたつだという。

　汎用型か、特化型か。

　汎用型の場合、武器を奪うばわれても代だい替たい品をすぐに見つけられるというメリットがある。ただし、愛用の錬器に特化した錬金術師には直接対決で、まず敵わないというデメリットもある。

　特化型の場合、愛用の錬器を失うと無能に成り下がるデメリットがあるが、汎用型の錬金術師にはまず負けないというメリットがある。

「そして最近の流行は後者なの……ただ、今回の犯人はセオリーと違う。自分専用の錬器じゃなくて『人体』という汎用的な対象をチョイスしている。これが奇き妙みようなのよ」

「奇妙？　……いや、でもそういうことなら理には適かなってはいるんじゃないか？　人体の操作は、石ころなんかよりはよっぽど強力だろう？」

　一三年前の《堕だ天てん病》が蔓まん延えんしたこの世界に限れば、身元不明の死体なんて地下深くにいくらでも埋まっている。それこそ石ころと同じくらいに。現に今、この街では地中深くから亡者がゴロゴロと現れている。そして亡者たちの厄やつ介かいさは、石ころの比ではない。

　ただ、カノンは首を振ふった。

「いえ。もちろん戦闘力という意味ではなかなか有益なチョイスなのだけれどね、もっと根本的な問題として『人体』と『歯車ギアを嚙ませる』なんて、普通は不可能なのよ──言ったでしょ、修練を積む必要があるって。『人体』を何種類も、何年も、持ち歩くなんてことが誰だれにもバレずにできると思う？」

　人体。

　カノンの話をもとに考えるなら、生きている人間を持ち運ぶことは当然できないので、この場合は死体を持ち運ぶことになるだろうが……と、そこまで考えて気づいた。

「っ、そうか。そんなことをしていたら普通ならすぐにバレる……『歯車ギアが嚙む』前に」

「そう。さらに言えば、もしも仮に死体と一緒に何年も暮らすようなことが可能だったとしましょう。たとえば前の《天使》の一件みたいに魔術師会のような組織ぐるみでそういう悍おぞましい実験を進めていた可能性だってなくはないから──」

　ちらり、とカノンはアリスを一瞥する。アリスも真しん剣けんな表情で聴きいている。

「──それでも、そもそも根本的な問題が残るの。死体と『歯車ギアが嚙む』ということは、死体を自らの手足のように感じているということ……そんな異常な心理に、普通の神経をした人間がなれると思う？」

「っ…………それは」

　たとえばアリスは、魔術の出力を高めるために魔術師会で訓練を受けた。彼女には、民衆を救いたいという正義感があったので、自分を痛めつけられることには耐たえられた。

　しかし、もしも訓練内容が「死体との生活」だったなら受け入れられたか？

　優しい心を持ったアリスには、まず無理だろう。

　長年の修練があったって、まともな神経をした人間には人体操作マリオネツトは修められない。

「歴史上、人体操作マリオネツトを修得していたと言われる術師は三人だけいるわ。ただし、その全員が術を初めて使用したその日のうちに発はつ狂きようし、捕ほ獲かくされるか自殺した。だから現存する術師はゼロ──これが人体操作マリオネツトという禁術の致命的欠陥よ」

　カノンは人さし指を立てて、まとめる。

「つまり、この事件の犯人が一番おかしな点は、そもそもの性格として死体を自分の手足のように感じられる精神異常者ということよ」

「っ…………」

　有斗は、反射的に顔を歪ゆがめた。

　どうやら、有斗たちが捜さがしている敵は、思っていた以上に頭の狂くるった相手らしい……。

　それから、聞き込みを始めようと踵きびすを返して穴から離れたときだった。

　住宅街の路地から、人のよさそうな七〇代くらいのお爺じいさんがこちらを見ているのに気付いた。老夫は驚おどろいたように目を見開いた。

「な……なぜ、そいつがいるんじゃ？」

「？」

　有斗が駆け寄って尋ねると、老夫が驚いたのは、ソワールの存在にだった。

　いわく──昨日の事件現場にはソワールもいたという。

　亡者たちと共にいた、不気味な風ふう貌ぼうの男。当然、老夫はソワールを怪しいと感じた。

「な……？」

　事件現場にいたなんて情報は初耳だ。有斗は思わず背後のソワールに視線を向けた。だがソワールに動どう揺ようした様子はない。ただじーっと、こちらを見つめているだけだった。

　カノンも不ふ審しんそうな表情を隠かくそうともせず彼を一瞥してから、有斗に耳打ちした。

「どういうこと？　彼の目的はあなたの監視だと思っていたのだけれど」

「さあ……」

　──有斗の視察に来ているはずの男が、死人還り事件ケース・リビングデツドの現場にも居合わせた。

　偶ぐう然ぜんとは考えづらい。でも必然だとしたら、ソワールの目的はいったい何だ？




　日が暮れはじめたころ、喫きつ茶さ店てんに入った。

　有斗たちがテーブル席につくと、ソワールも当然のように付いてきていて、少し離れたボックス席に座った。居心地の悪さを感じたが拒否はできない。仕方なく無視して、それぞれが好きな飲み物を注文する。

　ドリンクが届いてから、有斗は正面に座るテオを気にかけた。

「テオ、大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんね、歩きづめで疲つかれただろう」

　老夫に礼を言って別れてから、テオの『おうち』とお人形についても聞き込みをしていたので長丁場になった。

　有斗が視線を向けると、テオはパインジュースに挿ささったストローを口から離はなす。

「だいじょぶ。ぼくから付いてきたいって言ったんだし……それに、お兄ちゃんたちと一いつ緒しよだと、それだけで楽しいから」

　相変わらず、かわいらしい子だ。微ほほ笑えましい。

「けど……ひっかかる情報は何も得られなかったなぁ」

「まぁそりゃ、すぐには難しいわよね。ツクバは広いから」

　カノンが慰なぐさめるように、隣となりに座ったテオの頭を撫なでている。

　テオはその手を、猫ねこのように気持ちよさそうに受け入れている。

「きらきら輝かがやくっていうのがヒントになりそうなものだけどなぁ」

「そこよね、重要なのは。普通じゃない現象がある場合、多くは魔術か錬金術が関わっているはずなのだけれど」

「魔術か錬金術……つまりテオの家族──かどうかはまだわからないけど、その人形劇を見せてくれた人は超ちよう常じよう能力者ってことか」

「たぶんね……」

　カノンがなにかを尋たずねたそうにテオを見下ろす。するとテオも、それを感じ取ったのだろう、大人みたいにこめかみを押さえて、うーんと頭を悩なやませる仕草をした。

「たしかに……あのお人形はふつうじゃない感じがしたかも……」

「ほんと？　なんでもいいわ。思い出せる情報はある？」

　テオは黄金色に輝くパインジュースの水面を見つめてしばらく「むむむ」と唇くちびるを尖とがらせた。テオなりに記き憶おくを探ってくれているのだろう。表情のひとつひとつが、いちいちかわいらしい。それからテオは、思いついたようにパッと顔を上げた。

「あっ、もしかしたら人形は……きんぞくせい、だったかも」

「金属？」

「うん……たぶん」

「よくわからないけれど……そう聞くと余計に、人形には特別な意味がありそうね」

「だな。その情報が『おうち』を見つけるきっかけになればいいな──」

　と言いつつも、難しそうだとは思った。

　結局のところ人形の所有者がテオの保護者で、テオが眠ねむるときに見せていてあげただけだとしたら、それを目もく撃げきしたのも自おのずと、テオと人形の所有者だけになるからだ。

　なんて思案していると、カラランッ、と金属が喫茶店の床ゆかに落ちる音が耳に入った。

　有斗は反射的に、音のほうへ視線を向けた。

　近くの席にいたソワールがコーヒーを混ぜるスプーンを床に落としていた。

「っ……？」

　ソワールの目は見開かれ、テオを向いている。有斗が訝いぶかしむようにうかがうと、それに気づいたソワールはすぐに、何食わぬ顔でスプーンを拾って窓の外へと目を逸そらした。

　ほんの一いつ瞬しゆんの動作だった。

　でも……間ま違ちがいない。ソワールは何かに反応し、そして誤魔化したように見えた。

　有斗は眉まゆ根ねを寄せたが、そこでちょうどみんながドリンクを飲み終えた。

「そろそろ出ましょうか」

「ん？　あ、ああ──」




　学園に戻もどろうと店を出たころには、没ぼつしようとする日の光が、有斗たちの肌はだを橙だいだい色いろに染めていた。そんな店先で、テオが有斗の服の裾すそを握にぎりしめて申し訳なさそうに言う。

「お兄ちゃん、なんだかごめんね……なかなか見つからないさがしものを、手伝ってもらっちゃって……」

　有斗は不意を打たれ、目を丸くしてテオを見下ろした。

　捜そう索さくが進まないせいで、テオを不安にさせてしまったようだ。

「ああ、こちらこそごめんな心配かけて。でも大丈夫だよ……きっと見つける。錬れん魔ま学園に解決できない事件はないんだ。なにせ《天使》の一件だってなんとかなったんだから」

「…………ありがとう」

　その言葉にテオは今にも泣きそうな笑みを浮うかべた。

　そんなテオが潤うるんだ瞳ひとみをごまかすように訊きいてくる。

「でもお兄ちゃん、《天使》ってなあに？」

「ん？　ああ、そうか。テオの歳だと見たことはないのかな。一三年前に現れた超常災害だよ。この世界が滅ほろびかけたのも、そもそもは──」

　──と、そこまで言って、違い和わ感かんを覚えた。

《天使》について知らない？

　そんなことがあるだろうか。

　テオは、おそらく一二、三歳だろう年ねん齢れいのわりに多くの知識を持っている。

　オムライスの解説を辞書みたいに始めたときには周囲を驚かせた。メイド喫茶なんていうニッチなサブカルについてさえ、この歳で理解していた。

　なのに、そんな子が《天使》についてだけは知らない？

　かつて成人の88％を殺した、人類史上もっとも悲ひ惨さんな事件についてだけは──

「どうしたの、お兄ちゃん？」

「あ、いや……」

　つい言葉に詰つまってしまう、そんなときだった。

「チシオ・ユウト……悪いが、その子と少しだけ、ふたりきりで話をさせてくれないか」

　ソワールが、不意に有斗とテオの間に割って入って口を開いた。

「え？」

　今日、捜査に出てから今まで沈ちん黙もくを保っていたソワールが、なぜかこのタイミングで。

　しかも彼の目つきは、これまでで一番真剣だ。

「……い、いきなり何です？　どうしてテオと」

「気にするな。すぐに済む」

　正直、顔半分に痛ましい火傷やけどのある彼が険しい表情をすると、いっそう迫はく力りよくが増して、たじろぎそうになる。だが、かといって気け圧おされるわけにはいかない。

　テオを見れば、驚いて萎い縮しゆくしてしまっている。

「いや、気にしますって。テオ、怖こわがってるじゃないですか」

　有斗は右手でテオの肩かたを摑つかんで、背後に下がらせた。自分の背中と、喫茶店の外がい壁へきで挟はさむように守る。そんな有斗の手に、テオが自分の両手を縋すがるように重ねたのがわかった。

「わかっている。だが大事な話なのだ」

「だったら、この場で話せばいいでしょう。なんのために連れ去ろうとするんですか」

「連れ去る……そんなつもりは」

「というか、そもそもあなたが監かん視しするのは俺ですよね？　テオは関係ないはずだ」

　自ずと早口になっていた。まぁそりゃ、こんな大男を前にしたらビビる。

　でも。ビビっても言うべきことは言わないといけない。訊くべきことは、訊かないといけない。有斗は、自分のカンを信じて核かく心しんを突つく。

「それとも……テオについて、やっぱりなにか知っているんですか？」

「ッ──！」

　そうだ。そもそも、ずっとおかしいと思っていた。

　ソワールと最初に出会ったとき。この男は、テオを知っているような態度を見せた。

　そしてついさっき喫茶店でもだ。テオとの会話の途と中ちゆう、食器を取り落とし、テオのほうをまじまじと見ていた。

　ソワールは有斗の監視という名目を立ててはいるが……

　その名目を使って、本当はテオを監視しにきたのではないか？

「もしテオの『おうち』について知っているなら教えてください。じゃないとテオはいつまで経たっても家に帰れない。可か哀わい想そうだ」

「…………」

　ソワールは答えない。変わらぬ鋭するどい目つきで、厚い唇を硬かたく引き結んでいる。

　ただし、かといって有斗に敵意があるような表情ではない。

　むしろ、どちらかといえば困って、苦しんでいるような……。

　そんな表情をされると、余計にわけがわからなくなるが、やっぱり何かテオに思うところがありそうではあった。

「どうなんですか」

　テオを思う一心で、ソワールににじり寄った。有斗よりも頭ひとつ分以上は大おお柄がらだ。

　だがソワールは、有斗の気き迫はくに圧されるように一歩退ひいた。

「…………いや、私は──」

　ソワールが言いよどむ。有斗とソワールの視線が交こう錯さくし、空気が張はり詰める。

　背後で、有斗の服の裾を摘つまんでいるテオの指先が、怯おびえからか震ふるえるのを感じた。

　そして──その直後だった。




　有斗たちの周囲のアスファルトが、唐とう突とつに、メコッと音を立てて隆りゆう起きした。




「…………え？」

　穴だった。

　ひとつ、ふたつ。いや、四方を見み渡わたせば八つもの穴が空いていた。

　その穴からは人間の頭部が覗のぞいている。それは指先を穴の端はしに引っ掛かけて、のそりのそりと、上半身を地上へと押し上げて這はい出てくる。

　顔は泥どろで汚よごれ、眼球は朽くちかけているのか、まさに死んだ魚と同じだ。頰ほお肉は腐ふ敗はいし、崩くずれ落ち、口が裂さけている。黄ばんだ歯が裂け目から覗いている。

　そのうちの一体が、口元をにやりと吊つり上げたように見えた。

「っ──亡者だ！　みんな下がれ！」

　有斗は反射的に叫さけんだ。

　カノンとアリスは、さすがと言うべきかすぐさま臨戦態勢に入った。カノンは錬金銃じゆうを構え、アリスは二本鞘ざやに指先を触ふれて足元に魔ま法ほう陣じんを発生させる。

　亡者のうち四体は、カノンとアリスのほうへと襲おそい掛かる。カノンは銃じゆう撃げきで、アリスは大気の弾だん丸がんで、それぞれを蹴け散ちらしている。

　しかし残る四体は有斗、ソワール、そしてテオがいる方へと向かってくる。

　有斗の脇わきにいるソワールが、キャリーケースのサイドロックに手をかける。中に武器でも入っているのか、覚かく悟ごを決めたかのような凄すごみのある表情だった。

（っ……！　ソワールが犯人じゃないのか？）

　死人還り事件ケース・リビングデツドの現場にはソワールがいたという。だから自然に考えればソワールが犯人である可能性が高かった。しかし、ソワールには今、怪あやしい能力を使った素そ振ぶりがなかった。超ちよう常じよう能力者が術を起動するさいには、魔ま術じゆつ師しなら周囲に魔法陣が現れ、錬金術師なら本人の身体が少なからず発光するはずだ。

　と、そう思案している間に、亡者が目前まで迫せまっている。

「お、お兄ちゃんっ……」

　背後を振ふり返れば、テオが不安そうに有斗を見上げている。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺の陰かげに隠かくれてて」

　テオを庇かばうために盾たてとして、亡者の前に立ちはだかった。

　亡者の一体が伸のばした手が有斗の両りよう肩かたを摑む。土で汚れた爪つめが、右みぎ肩かたの皮ひ膚ふに食い込む。続けて亡者の顎あごが有斗の首元にがっぷりと喰くらいつく。痛みが走る。血が出る。有斗は顔を歪ゆがめたが、しかし動どう揺ようはしなかった。

　人工肉体ホムンクルスである有斗には機能が備わっている。《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》による超ちよう再生。

「多少の怪け我がは想定内なんだよ……！」

　この状じよう況きようでは、変に躱かわすよりも引きつけた方が優位に立てる。

　肉を切らせて骨を断つ。いや、亡者相手に骨を断って意味があるのかは知らないが。

　歯を食いしばって首の筋肉に力を込めた。わざと歯を筋肉のより深くまで食い込ませて、逃にがさないようにする。これで亡者が肉を食いちぎるつもりだろうが関係ない。それよりも早く超再生が起動し、敵は離はなれられない。

　もうひとつの能力「万象分解」を起動して反撃に移ろうと考えた。

　が、すぐに、自分の身を襲う違和感に気づいた。

「…………な？」

　超再生が起動しない。

　気づいたときにはもう、亡者が顎を思い切り後ろへと引いている。がっちり嚙かんだ歯が有斗の、首筋の肉を抉えぐり取った。血が噴ふん水すいのように真上へ飛び散る。

「く……なん、で──ッ！」

　さすがに困こん惑わくを隠せなかった。

　有斗の超再生は、鉄てつ壁ぺきの盾のはずなのに。

「有斗!?」

　と、目の前の亡者を相手取りながら、カノンが悲鳴を上げた。

「うそでしょ……これってまさか……有斗の肉体に干渉しているの!?」

　有斗の危機に、アリスも顔を青くした。

「どういうこと!?　人体操作マリオネツトは意識のある人間しか操れないんじゃ……」

「ええ、運動能力を支配するためには無意識状態が絶対条件だと過去の実験で証明されている……でも、これまでに人工生命ホムンクルスの機能に干渉するなんていう実験は行われていないのよッ！」

　当然だ。人工生命ホムンクルスは歴史上、カノンが初めて作り上げたもの。過去に前例などない。

　ただし、もしもその機能を人体操作マリオネツトが支配できるのならば、つまり──




　死霊術師ネクロマンサーは《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》を封ふう殺さつできる。




「ぐ、あ……！」

　亡者の牙きばを通じて、自己の表皮、細さい胞ぼう、血流、そういった肉体のミクロに『誰だれかの意思』が混入してくる。まるで身体からだの内側を蛆うじが這うような不快感に襲われた。

「──くっ、そぉぁああああッ！」

　有斗は痛みと不快感に咆ほう哮こうしながら拳こぶしを握にぎりこみ、力任せに亡者の顎を殴なぐりつけた。リミットの外れた有斗の全力は、自身にも負荷がかかるがそのぶん桁けた外はずれの重量を叩たたき出す。拳は亡者の顎を砕くだくどころか、その顔面ごと粉こな微み塵じんにした。腐くさった汁しるが有斗の顔面にかかり、首から下だけとなった亡者がその場に倒たおれ伏ふす。

　だが

「ッ、噓うそだろ、おい……！」

　その時には既すでに残りの三体が、目前まで迫っている。まさに地じ獄ごく絵図。全体重を乗せて覆おおいかぶさってくる亡者たちは、まるで有斗を仲間へと引き込もうとしているようだった。

「有斗……今すぐ助けてあげるからっ！」

　有斗は亡者越ごしに、カノンが銃じゆう口こうをこちらへと向けながら駆かけてくる姿を見た。カノンの表情は今まで見たことがないくらいに、苦しそうに歪んでいて、有斗にとっては亡者に襲われる痛みよりもそっちの方が堪こたえた。

　そして、有斗を優先するあまり周りが見えていないカノンに、残りの亡者が飛びかかろうとする。そのカノンが構える黄金銃は、いつもよりも起動が遅い。

　──カノンだめだ！　来るな！

　そう叫んだつもりだったが、ちゃんと声になったかはわからない。

　直後、有斗の視界は暗転した。
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「う、ん……」

　次に有斗が瞼まぶたを開けたとき、視界に入ったのは白い天井だった。

　寮りようの部屋に戻もどって、布団に寝ねかされていた。

「よかった。やっと目が覚めたのね」

　カノンの顔が、有斗を覗きこむように視界に現れる。

　床ゆかに敷しいた布団の脇に座っていた。困ったような微び笑しようを浮うかべている。

「俺は一体……」

「亡者に襲われて危なかったのよ。覚えていない？」

　ああ……と、有斗は声を絞しぼり出す。喉のどは渇かわいていた。

　手のひらで目元を覆い、混こん濁だくしている記き憶おくを整理し、はっとした。

「そうだ！　カノン、怪我は!?」

　有斗は慌あわてて上体を起こし、カノンの両りよう肩かたを摑つかんだ。

　カノンは抵てい抗こうしないが、代わりに眉まゆ尻じりをハの字に下げて呆あきれるようなため息をついた。

「はあ……あなたって本当に、自己犠ぎ牲せい心の塊かたまりね。まずは自分の心配をしなさいよ。あの状況じゃ、どう考えたって一番負傷したのはあなたなのに」

「え？　……ああ」

　遅おくれて、首筋にピリッと痛みが走ることに気づいた。手で首元に触れると、包帯が巻かれてはいた。が、深手ではない。抉られた肉は既に再生しているようだった。

「医務室に連れて行ってくれたのか……ありがとう。問題は見つかった？」

「ないわよ。錬魔の優ゆう秀しゆうな医い療りよう班が看みてくれて、私も解かい析せきしたから間ま違ちがいない」

「なんだ、なら問題ない。あ、テオはっ？　今どこにいるんだ？　怪我はしてない？」

「あなたって人は……テオちゃんなら無事よ。今は飲み物を買いに行ってるわ」

「そっか。よかったよ──助けてくれてありがとうな」

　と、そこでカノンは気まずそうに首を振った。

「…………いえ。あなたやテオちゃんを助けたのは、私じゃないわ」

「え？」

「あの場で私たちを守ってくれたのは……ソワールよ」

　聞けば、ソワールが身を挺ていして怪我を負いながらも、有斗を亡者から庇ったという。

「それだけじゃないわ。あなたの身体を学園の医療班まで運んでくれたのも彼。それからすぐにどこかへ姿を消しちゃったから……まずはなにより、あなたの肉体を修復することを優先しようと思って、追いはしなかったけれど」

「なんで、あいつが……？」

「さあ。私にだってわからない」

「………………」

　つまりソワールは、死人還り事件ケース・リビングデツドの犯人ではないのだろう。ただ、だとしたら逆に疑問が残る。彼は昨日の事件現場にいた。目もく撃げき証言も出ている。そこにいた理由は何だ？

　ただの偶ぐう然ぜん？　にしては行動が不可解すぎる。

（テオについて知っている風だった……話をしたがってもいた。なんだ？）

　あと少し、ピースがはまればあの男の意図が見えてくる気もする。

　でも、その少しが何なのかが、まだわからなかった。

　ぱん、と両手を打ち鳴らしてカノンが言う。

「なんにしても、あなたが無事でよかったわ」

「…………ああ、ありがとう」

「あっ、べ、別に心配と言っても……所有主としてだからね？　あなたはパパとママが遺のこした形見みたいなものだし……」

「ん、わかってるよ」

　カノンが心配してくれているのは嬉うれしい。が、それ以上にカノンに申し訳なくもあった。

　カノンの力が落ちている理由のひとつは間違いなく、有斗への心配だろう。

　有斗は大事にされる。カノンにとって両親の形見だから。

　ただ、函はこ泊まりさんの言葉からすると、それだけでもなさそうだ。

（俺の何が問題なのか、だ……）

　普ふ通つうに訊きけば教えてもらえないだろうが──

　なんて有斗が内心で思っていると、部屋の扉とびらが開いた。

「お兄ちゃんっ！」

「チシオ・ユウト、目覚めたの？　よかった……」

　テオとアリスだ。ふたりの手には、人数分のドリンクが握られている。

　アリスからミネラルウォーターを受け取って礼を言う。アリスはドリンクを渡わたすついでに有斗の傍そばに座ろうとしたが、それはカノンに止められる。そこからふたりは、いつもどおりになんだかんだと言い合いを始める。本当に飽あきないな、この子ら……。

　その間に、テオが涙なみだ目めで有斗に抱だきついてきた。

「よかったぁ……」

「テオこそ無事でよかった。ごめんね、心配かけて」

　有斗が言うと、テオは有斗の腹部に腕うでを回して、きつく抱きついた。有斗の傷はまだ全快していないようでピリッと痛んだが、嫌いやだとは思わない。

「それはそうと有斗。亡者の話に戻るけれど、あれは厄やつ介かいね。まさか、あなたの超ちよう再生が効かないなんて」

「ああ。これからの対処法を考えないとな」

　テオの髪かみを指でとかしながら返すと、カノンはそれを見ながら、決意したように言った。

「……今度から、私が前線に出ようと思うわ。今までと違ちがうフォーメーションだけれど、そのほうがあなたに怪我がないから」

「え？　いや、それじゃカノンが怪我しちゃうだろ。ここは、あくまで俺が前に出たまま、どうやって立ち回れば最小限のダメージで済むかを考えた方がいいよ」

「なんでよ。あなたを心配してあげてるんだから大人しく従いなさいよ。所有主の言うことが聞けないのっ？」

「所有主……確かにそうだけど、だめだ。いくらカノンの言うことでもそれは聞けない。俺は確かに超再生に頼たよってるところはあったけど、別にそれがなくても、みんなの壁かべになるつもりなのは変わらない」

「自己犠牲もそこまでいくと迷めい惑わくなのよっ」

「知るかっ。これが俺の性格だ」

　カノンの力が弱まっているから、とかそんな次元じゃない。

　どんな状態だろうと、女の子の陰かげに隠かくれるなんて選せん択たく肢しは有斗にはない。

　あーだこーだ、どーだこーだと有斗とカノンは言い合い、つい声が大きくなる。

　そうしていると、テオが有斗に押し付けていた顔を上げて、ふたりのやりとりを交こう互ごに、大きな瞳ひとみでぱちくりと見つめた。

「……ん？　テオ。どうした？」

　ケンカがテオを怖こわがらせてしまったかも、と遅れて心配になったが。

　テオはふと微笑んでから、妙みように嬉しそうに言った。

「なんか、お兄ちゃんとお姉ちゃんって、仲がいいなと思って……」

「「え？」」

　有斗とカノンは顔を見合わせる。

「だって……ふたりがけんかしてる理由って、おたがいを大事にしたいからでしょう？」

「「…………」」

　そんな風に改まって言われると気き恥はずかしいが、確かにそのとおりだった。

「あ、当たり前だろう。チームメイトなんだから」

「っ、そ、そうよ……別に普通よ。最善の戦術を取るための作戦会議よ」

「うん、でもね、ふたりを見てるとそれだけじゃないっていうか」

「「それだけじゃない？」」




「なんだか、お兄ちゃんとお姉ちゃんって……まるで、ふうふみたいだね？」




　…………？

　……………………??

「「はぃぃいっ!?」」

　有斗とカノンは揃そろって声を裏返した。

「ぼくにも、こんなパパとママがいたらいいのに……」

「ばっ、テオちゃん……何を言って──」とカノンが顔を真っ赤にして言葉に詰つまる。

「そうだよ、確かにカノンは可愛くて魅み力りよく的だけど──」

「えっ、みりょ……？　ゆ、有斗ったら何を──!?」

　もじもじと人さし指を遊ばせるカノンに、有斗は慌てて続ける。

「あっ、違ちがっ、いやらしい意味じゃなくてな？　カノンにとって俺は所有物なんだ。だから夫婦なんて有り得ないよ」

「ちょっとッ!?」

「え、なに？　俺、なんか間違ったこと言った？」

「っ～～～、別にっ!!」

「いてえ!?　はっ？　なんで傷口を叩たたくんだよっ」

「なんとなくよ、ばかっ！　このばかっ！」

「ええぇぇ……??」

　その騒さわがしいやりとりを見ていたアリスが、いたってクールな表情でぼそりと言う。

「テオちゃん、夫婦は断じて違う。見てのとおり鬼き畜ちくのカノンは、ユウトとけんかをしてばっかり。釣つり合わない」

「なんですってアリス!?」

　そうして、またカノンとアリスがいがみ合いを始める。

　するとテオは、しょげたように唇くちびるを尖とがらせた。

「違うの？　残念。……ふたりならぼくのパパとママになってくれると思ったのに」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよテオ。近いうちに、俺たちが本当の『おうち』を見つけるから。ね？」

「……うん、ありがとう」

　テオはぎこちなく微ほほ笑えむと、有斗の顔を見つめてから思い出したように呟つぶやいた。

「あ、そうだ……お兄ちゃん、たぶんぼく、わかったよ」

「ん？」

「お姉ちゃんの、ちょうしがわるい理由」

「えっ、本当かっ!?」

「うん……思えば、はじめからなんとなく、わかってたことだった……でも、今さっきのふたりを見てて、かくしんしたよ」

「今さっき？」

　俺、なんか悪いことしたっけ？

　不安な気持ちで言葉の続きを待つと、テオは有斗の耳に唇を近づけて吐と息いきをはいた。

「あのね、お姉ちゃんはきっとね──」
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「まったく、なんなのよもう」

　カノンはアリスとの言い合いに疲つかれて鼻息を吐はいてから、有斗の横顔を見つめた。

　有斗はテオと真しん剣けんな表情で話している。その会話は聞き取れないが、聞き耳は立てなかった。カノンだって有斗に言っていないことがあるからだ。

「…………」

　ソワールについてだ。

　気絶した有斗を運んでくれたソワールに、なぜ助けてくれたのかとカノンは訊いた。

　ソワールは答えなかった。けれど、代わりに気になることを言い残した。

『今日は、すまなかったな』

『すまない？　なにがよ。どうしてあなたが謝るの？』

『今後、もっと厄介なことになるかもしれない。気をつけろ、カノン・フラメル』

　は？　とカノンは眉み間けんを狭せばめたけれど、ソワールはそれ以上を語らずにその場を去った。

　ソワールの背中を睨にらみながら、カノンは改めて確認した。

（……気にかけるのは、やっぱり有斗じゃないのね）

　はじめ、ナゴヤから視察官がツクバに来ると聞いたときにはピンときたつもりだった。

　カノンの両親は七年前に殺された。けれどツクバの中をいくら捜さがしても、七年をかけても犯人は見つからなかった。ならば、考えられる中でもっとも大きな可能性はひとつだ。

　──街の外の人間が犯人だった。

　七年前も、ちょうど錬魔祭の時期だった。七年前の犯人が、七年前と同じように、人工生命ホムンクルスという技術を盗ぬすみに来るのだろうと思った。《天使》を鎮ちん圧あつしたときから、そうなる未来は見えていた。だからこそカノンは、それを予期していながらナゴヤの視察官をおびき寄せるために、有斗を囮として利用したのだ。

　これは有斗への裏切りだ。

　だから有斗には何も伝えることができず、ひとりで準備をしてきた。

（……でも思えば、ソワールには、出会ったときから少しの違い和わ感かんがあったのよね）

　ソワールが気にかけ、声をかけたのは、有斗じゃなくカノンだったからだ。あの時点では大した意味はないと考えたけれど、今になってみると間ま違ちがいだった。

　なによりも、先ほど亡者から助けてくれたときのソワールの態度が物語っていた。

　カノンは有斗が襲おそわれるのを見た途と端たん、亡者の方へと駆かけ出した。そのときに亡者の一体に不意を打たれて、爪つめによる攻こう撃げきを肩かたに受けた。大おお怪け我がではないが、血が滲にじんだ。

　ソワールは、それを見た途端に血相を変えたのだ。

　キャリーケースの封ふうを解き、瞬またたく間まに超ちよう常じよう能力で亡者たちを一いつ掃そうした。

（あれは有斗を庇かばったというよりも、むしろ私を庇ったように見えた……きっと思い違いじゃない。そして最後の一言──）

『今後、もっと厄介なことになるかもしれない。気をつけろ、カノン・フラメル』

　さすがにカノンも、もはや疑いはしなかった。

　ソワールが何かしらの狙ねらいを持っているのは有斗じゃなくカノンに対してだ。そして外の錬金術師が、有斗よりもカノンにコンタクトを取る理由があるとしたら、ひとつだけ。

　きっと彼は、七年前の犯人ではない。ただし両親の死の真相を知ってはいる。

　つまり──第三者。

（そうとわかってしまったら尚なお更さら……有斗には話せないわよね）

　自分の力が弱まっていることは自覚していた。その理由にも予想はついている。

　きっと両親の一件で精神が不安定だからだろう。

　けれど、それを有斗には相談できない。彼を裏切った以上、最後まで裏切りを貫つらぬくつもりだ。有斗にはなにも相談しない、という裏切りを。

　カノンは、有斗とテオを見て愛いとおしげに微笑んだ。

「それにしても……まるで本当のお兄ちゃんと妹みたいね、ふふ……」

　この日、カノンは宿題を片付けるために、ふたりの傍そばから静かに離はなれることを決めた。
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　ツクバという街は、ナゴヤと比べてはるかに復興が速かった。

　要因はわかりきっていた。《救済の剣けん》の経済効果があるか、ないかだ。

《救済の剣》の基本形を作ったのは、有名な錬れん金きん術じゆつ師しと魔ま術じゆつ師しの夫婦だった。

　たったふたりの人間が人類を救ってみせたのだ。天才夫婦と誰だれもが認めていた。

　そして彼らは、それのみならず更さらなる医い療りよう技術の開発を実現しようとしていた。

　このままではナゴヤは、いつまでもツクバから置いてけぼりだ。復興など程遠い……

　そう思ったからこそ男は、ツクバへと秘密裏りに侵しん入にゆうした。

　ナゴヤのために。夫婦の研究成果を盗ぬすみ見ようと企たくらんで。

　七年前のことだ──




　男も研究者としてはそれなりに優ゆう秀しゆうだった。自負があった。

　夫婦の研究が新たな特効薬なのか、手術法なのか、どんな研究内容かは知らないが、とにかく理論さえ盗み見ることができれば、それを形にするだけの技術力は、自分にも備わっているはずだ、天才夫婦にだって自分は劣おとっていない、との自負が。

　ただ、その考えが甘かった。

　男は夜、夫婦の留守中に、研究室に忍しのび込んだ。窓から射す月明かりだけを頼たよりに、夫婦が記録していた研究資料を見た。それは、男の想定をはるかに上回るものだった。

「な、これは……っ!?　薬や手術ではない……まさか、生命そのものをゼロから作ろうとしているなんて……！」

　そう、夫婦が目指していたのは人工生命ホムンクルス。

　当時は、まだ凡ぼん人じんには発想すらないような理論だった。

　そのとき男は、自分と夫婦との才能の差を心の底から実感し、打ちひしがれた。

　こんな天才を擁ようするツクバに太刀たち打うちするなど、おこがましい。恥はずかしい、と。

「くっ、これは……完敗だな」

　だから男は結局、なんの成果も持たずにナゴヤに戻もどろうとした。

　──が、そのときだった。

　照明ひとつ点つけていなかった研究室の扉とびらが、ゆっくりと開かれた。

　想定していたよりも早く夫婦が帰ってきたのだ。夫婦はすぐに男の気配に気づいた。

　誰だれだ！　と厳きびしい声をかけられる。

「っ!?　しまった……！」

　男は動どう揺ようした。当然だ。研究者として、他人の研究を盗むのは最低な罪だ。明るみに出れば研究者としての人生は終わる。そんな動揺から、自分でも思わぬ行動に出た。

　──男は気づけば、夫婦に襲おそい掛かかっていたのだ。

　はっと我に返ったときには遅おそかった。

　目の前の床ゆかにふたりぶんの身体からだがうつ伏ぶせに倒たおれていた。床は血で赤黒く濡ぬれていた。

　男は怖こわくなった。慌あわてて逃とう走そうを図はかろうと考えた。

　が、そのとき机の上にあった先ほどの研究資料が目に入った。

　それを見た瞬しゆん間かん、男は自分の心に冷静かつ冷れい徹てつな人格が目覚めるのを感じた。

　夫婦に視線を再び向け、彼らが動かないことを確認すると、ナイフを取り出した。その刃は先さきで、夫婦の首筋から、皮ひ膚ふを五平方㎝ずつナイフで切り取る。皮膚をポケットに乱暴に押し込むと、机き上じようの資料をぐしゃりと摑つかみ取って、部屋に火を放って逃にげ出した。




「ワタシは天才ではない」

　と、男は天を仰あおいで、ひとり呟つぶやいた。

「だが、天才の研究成果と天才の細さい胞ぼうを使えば……天才が作りだそうとした以上の人工生命ホムンクルスを作りだすことだってできる」

　この技術をもって、男は自らが「仮かり初そめの天才」になろうと決めた。

　そして実際に、その形を作り上げた。

　あとは精神と出力を安定させる最終調整段階というところまで来ていた。

「七年か……長かったな。だが、いよいよ大おお詰づめなんだ」

　やっと、ここまでこぎつけた。

　あと一歩だ。

「このタイミングで、不本意な形で、研究成果が明るみに出ては困るんだよ……」

　今、男は久々に焦あせっている。七年をかけた研究成果がツクバに渡わたってしまったから。

　もしも、あの研究成果の真実にツクバが気づけば、人道的な理由から廃はい棄き処分するよう圧力をかけてくるだろう。静かに、かつ急速に発見し、持ち帰らねばならない。

「待っていろよ……ワタシの愛いとしい娘むすめよ」

　と、男は追おい詰つめられた人間特有の、狂きよう気きの宿った笑みを浮うかべた。
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　カノンは両親の死後、すぐに研究にのめり込み、わずかな期間で錬金術と魔術の両刀を使う〈奇き才さい〉と呼ばれるまでに至った。

　努力をした理由のひとつは、両親の遺志を継つぐという宿題のためだ。人工生命ホムンクルスの完成は両親の悲願だった。ただ、ふたつめの宿題を果たすことも忘れてはいなかった。

　両親を殺した犯人を検挙する。

　両親の死は実験失敗による火災事故死と、公おおやけにはされている。

　だが、カノンは当時の光景を目に焼き付けている。人が争うような物音を聞いて研究室に駆け付けたとき、燃える部屋の窓から逃げ出す人ひと影かげをカノンは目もく撃げきした。

　殺された理由はわかっていた。人工生命ホムンクルスを奪うばうためだ。

　両親は人工生命ホムンクルスの素体を隠かくしていたから、それは守り切れたが、かわりに研究資料の一部がなくなっていた。そしてなにより両親の皮膚細さい胞ぼうまでをも盗まれた。おそらく人工生命ホムンクルスを作るさいの素材としてだ。優秀な術師は、その遺伝子情報さえ利用される。

　幼いカノンは大人に訴うつたえたが、炎ほのおで燃えた現場には証しよう拠こが残っていなかったためどうしようもなかった。犯人の顔さえ、ぼんやりとしか見えていなかった。

　ただ、ひとつだけ。

　カノンは決定的な特とく徴ちようを覚えていた。

　──手首についた、星型の火傷やけどだ。

　あんな形状の火傷はそうそうできない。それを確認すれば決定的だ。

「もう少し。もう少しですべてが片付くわ」

　胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめて、カノンは唇くちびるを嚙かんだ。

「これが終われば、今度こそ有ゆう斗とに全部を話そう……それで、いっぱいいっぱい怒おこってもらって……いっぱいいっぱい、謝るんだ」
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「ん……」

　いつもより少しゆったりめの朝。

　水みず飛沫しぶきがお風呂のタイルを一定のリズムで打っている、その音で有斗は目を覚ました。

「……カノンは今日も、こっちに来てるのか」

　カノンは風ふ呂ろから上がって着き替がえを終えたあと、すぐにキッチンに向かった。その後ろをテオも、とてとてっと追っていった。

「あら、どうしたのテオちゃん」とカノンが尋たずねると、

「て、手伝う……？」とテオが恐おそる恐る返す。

「ふふ、ありがとう。じゃあ、冷蔵庫から玉子を三個取ってくれる？」

「う、うんっ！」

　フライパンがジュウジュウと油を鳴らし、香こうばしい匂においが漂ただよってくる。

　今日は玉子焼きとトーストらしい。

「……ふうふみたいだね、か」

　テオから言われた言葉を、有斗はリビングでひとり反はん芻すうしていた。カノンとテオを姉妹だとは感じたことがあったが、テオから自分たちがどう見えているかは考えたことがなかった。

　あの場では恥ずかしくて咄とつ嗟さに否定したけれど、確かに、料理を作ってくれるカノンを、こんなお嫁よめさんなら幸せだろうなあ、と考えた経験は一度や二度ではない。

　そして、料理なんて表面的な理由じゃなくもっと根源的な部分でも、有斗はカノンを大切だと思っている。

　有斗が人生をやり直せているのは、カノンがこの時代に蘇そ生せいしてくれたから。

　そして、蘇生してくれた理由は、有斗を選んでくれたからだ。

「誰かに選ばれるなんて経験は、これまで一度もなかったもんな……」

　たったそれだけの理由。

　だが、それだけでカノンを大切な人だと言えた。

　カノンは有斗を救世主として呼び出したけれど、本当は有斗のほうが、カノンに救われたのかもしれなかった。

　だからこそ、あのあとにテオが言った言葉に動揺を隠せなかった。

『あのね、お姉ちゃんはきっとね──』

　カノンにとって有斗は所有物なのだろうと思っていた。ドライな距きよ離り感かん。プライベートには過度に踏ふみ入ってはいけない関係。今までは、そう思っていたけれど──
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　昨日遭そう遇ぐうした亡もう者じやについての情報は、昨日のうちに学園へと報告してある。

　他の捜そう査さ班からの情報も総そう括かつした上でもっとも気になることは、やはりひとつだった。

　ソワールの動向。

　一昨日の事件では、老夫も言っていたとおりソワールは現場にいたという。

　そして昨日の事件。ここでもソワールは有斗たちと一いつ緒しよに、現場にいた。

　亡者の現れるところにソワールあり。明らかに怪あやしい。

「ただ、昨日、助けてくれたのも事実なんだよなぁ……」

　さらにもうひとつ。三日以上前の事件についてはソワールの目撃情報はないらしい。

　ソワールが錬れん魔ま学園に顔を初めて出したのが二日前なので、それ以前には街に入っていなかったのかもしれないということで──まだ事件に関わりがあるとも言い切れない。

　気にはなるところだが、とはいえ、この日の有斗たちにできることはなかった。

　有斗の班は、聞き込み当番も見回り当番も割り当てられなかったからだ。

　昨日の、有斗の怪け我がを劉りゆう学園長が考こう慮りよしてくれた結果だ。

　実際には超ちよう再生はすでに復活し、有斗の傷も全快してはいるから普ふ通つうに活動できるのだが、せっかく休みを貰もらえたなら、この機会に進めたいこともちょうどあった。

「というわけで、この間にメイド喫きつ茶さの下準備を一気に進めるわよ！」

「わーいっ！」

　朝ご飯を食べ終えたあと、カノンの提案にテオが両手をバンザイして喜んだ。

「今日はなにをするのー？」

「はいテオちゃんに問題。喫きつ茶さ店てんといえば？」

「……こーひー？」

「そう、誰だれもがそこに力を入れるわよね？　焙ばい煎せんは発はつ酵こうと並んで、錬れん金きん術じゆつ師しの得意とする調理手段のひとつだからね。けれどコーヒーを出す喫茶店は他の生徒もやっている。そんな中で、私たちのお店だけが目立つ秘策は……」

「ひさくはー？」

「うふふ」と、カノンは思わせぶりに微ほほ笑えんだ。

　移動した先は校舎の一階、家庭科室だった。この時代では調理も錬金術の一派に属す技術と考えられている節があるので、錬魔学園では調理器具も充じゆう実じつしている。

「準備はいいけど、なんで家庭科室？」

　有斗が尋ねると、家庭科室に入るやいなやエプロンに袖そでを通したカノンが宣言した。

「ぶっつけ本番でやるわけにはいかないでしょう？　看板メニューの試作品を作るのよ」

「看板メニュー？」

「マラサダよ」

「……？　踊おどるのか？」

「それはマハラジャだよお兄ちゃん」

　テオが鋭するどく突つっ込こんだ。

「ポルトガル生まれのドーナツだね？」

「さすが。よく知ってるわね、テオちゃん」

　カノンがＰＤＡ携帯端末で画像を検けん索さくしてみせてくれる。球体の、穴がないドーナツをふたつにスライスして、その間にクリームやフルーツなどを挟はさんだスウィーツだった。

「へえ。たしかに美味おいしそうだ」

「でしょ。これならタコ焼きなんかと違ちがって両手を塞ふさがれずに食べられる。錬魔祭では食べ歩きが多くなるから、それを見み越こしてもいるわ」

「なるほど」

「あと見た目が可愛いのも重要よ。今の時代、インスタ映ばえも意識しなきゃね」

「さすがお姉ちゃん！」とテオが天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せる。

「ふふん、まっかせなさい。テオちゃんのメイド喫茶っていうアイディアを、無む駄だにはしないわ──って、あんっ!?　ちょ、ちょっとテオちゃん、どこに抱だきついてるの……!?」

　カノンが胸を張ると、そのたわわな脂し肪ぼうに、テオが嬉うれしそうに抱きついた。

　昨日捜査に出たときにはスーパーにも寄っていた。

　カノンはそこでいろいろ買いこんでいたが、どうやらそれらがマラサダの材料だったらしい。小麦粉、強力粉、塩、砂糖、玉子、バター、ベーキングパウダー、ドライイースト、エヴァミルクなどなど。最後の方なんてどういう物かさえわからん……。

　マラサダの基本形はシンプルだが、拘こだわりだすと奥が深い。ドーナツにまぶすパウダーをシュガーにするのかココナッツにするのか、間に挟むものはあんこにするのかクリームにするのか、フルーツはどう使うのか。そういったデザインはカノンに一任された。

　出来上がったマラサダの種類はいくつもあったが、一種につき決まって三個ずつだった。カノン、テオ、有斗が試食するぶん。それを机き上じように並べるのが有斗の役目である。

　三個……と思って、ふと尋ねた。

「そういえばアリスはどこに行ったんだ？」

「ちょっと用事があるからごめんって」

「用事？」

「訊きいたけれど濁にごされたわ。ま、あの子に料理のセンスがあるとは思えないから、今日のところは参加しなくても許してあげるわよ」

　カノンは大して興味がなさげに肩かたをすくめた。

「……そのほうが、決戦前の時間を有斗とゆっくり過ごせるしね」

「ん？」

「さ、これで私が想定していた試作品はすべて揚あがったわ。食べてみましょう」

　アーモンドクリームの挟まったものを口に入れるやいなや、テオが歓かん声せいを上げた。

「わあ、美味しい～っ！　美味しいよ、お姉ちゃんっ！」

　有斗も食べて舌を巻いた。ドーナツとは言うものの感想としては揚げパンに近い。表面がカリッとしていて、中はふわふわと柔やわらかい。

「おおっ、これは……中身次第でスウィーツだけじゃなくてランチとしても作れそうだな」

「するどいわね、だからツナサラダを挟んだ物もあるわ。錬魔祭は丸一日の勝負。だから販はん売ばいするマラサダの種類を朝食・ランチ・三時のおやつ……と変えていき、終始お客さんのニーズに応こたえられるようにする」

「カノンって、やればできる子なんだな……」

「ふふん、だてに長い間、ひとり暮らししていなかったわよ」

　いや、最初トリュフがどうとか言ってましたよね……

　なんて思っていると、そこで家庭科室の扉とびらが開かれた。

　この時間の家庭科室はカノンが貸切の申しん請せいを出しているので、やってくるとしたら遅おくれたアリスかと思い、有斗は視線を向ける──が、違った。

「チシオ・ユウト、身体からだは回復したようだな」

「ッ!?　ソワール……！」

　ソワールには感謝しなければならない。亡者に襲おそわれたときに助けてもらったから。

「先日はありがとうございました……」

「カノン・フラメルも、いるな？」

　有斗の礼には、ソワールはあまり興味を示さなかった。

　呼ばれたカノンが有斗の背後から顔を覗のぞかせる。

「なによ？　こんなときにまで監かん視しをしに来るなんて、ご苦労様ね」

「今から、君とふたりだけで話したいことがある。席を外せるか？」

「……私？　どうして？」

「君がカノン・フラメルだからだ」

　？　と有斗は眉まゆ根ねを寄せた。カノンも警けい戒かいするようにソワールを睨にらんだ。

「とにかく事情が変わってしまってな、あまり時間がない。至急ついて来てくれると助かる」

「………………」

　カノンは悩なやむように沈ちん黙もくしている。

　有斗は不安になって耳打ちする。

「なあカノン、どう考えても危険だ。やめてお──」

「わかったわ。一緒に行きましょう」

「えっ」

　カノンは有斗に微笑みを返す。

「大だい丈じよう夫ぶよ。この件は私の個人的な事情だから放っておいて」

「個人的な事情？　放っておけって……」

「そんなに不安げな顔をしないの。すぐに済ませて、お祭りの準備に戻もどるから、ね」

　カノンは心なしか突き放はなすように言って軽く手を振ると、ソワールの後ろについて家庭科室を出た。

（どうしてカノンがソワールに従うんだ……？）

　わからない。だが……カノンが言うのなら、所有物の有斗に止める権利はなかった。
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　ソワールはわざわざ学園の敷しき地ちから出て、街の路地裏に入ってゆく。

「学内で話すには都合の悪いことなのね？」

「そう取りたいなら、取ってもらっても構わない」

「……なによそれ。否定もしないのね」

　カノンは不満げに返しながらも、しかし目の前の大男に付き従った。

　普通に考えれば、こんな怪しい男とふたりきりで学外に出るのは危険な行こう為いだ。

　しかし、そもそもカノンは、ソワールをあまり警戒していなかった。そりゃ最初は怪しんだ。でも今となっては悪い奴やつじゃないんだろうな、と思いつつある。

　理由は単純だ。ソワールは、亡者に襲われた有斗を助けてくれたから。

　カノンにとって有斗は大切な存在だ。人類を救う人工生命ホムンクルス。両親の形見。

　でも、それ以上に──




（有斗は、私にとって主人公だから……）




　両親は、この街の景色が好きだった。それを《天使》が壊こわそうとした。一三年前からずっと《天使の繭シエルター》は真っ暗な絶望の象しよう徴ちようだった。両親の死と同じ色をしていた。

　けれど、そこに躊ちゆう躇ちよなく突っ込んでいった有斗。

　彼の背中を、カノンは覚えている。

　身を挺ていして、街もアリスも守ってくれた。

　あの姿は間ま違ちがいなく主人公のそれだった。

　ソワールがどんな考えで有斗を助けたのかは知らない。でも、とにかく有斗を助けてくれたのは事実。だから一回くらいは無条件に従ってやろうと思った。

　路地のある程度先まで進み、周りに人ひと気けがなくなったところでソワールは振ふり返った。

　その表情は真しん剣けんそのものだが、敵対的な様子ではなかった。

「〈奇き才さい〉カノン・フラメル。君の亡くなった父君は、錬れん金きん術じゆつ師しアベル・フラメルで間違いないな」

「っ……！　やっぱり、父を知っているのね」

「アベル・フラメルは《救済の剣けん》を開発した天才のひとりだ、知らない者はいない。フラメルという姓せいから、推測は容易に立った」

「なにを知っているの？　教えて！　なんでもいいからっ！」

「なにを、か……おそらく君が望むことならば、すべてを知っている」

「っ!!」

　やっぱり。ソワールがキーを握にぎっているという推測は外れていなかった。

　そう思うと……自分の喉のどから肩にかけてが震ふるえていることに気づいた。

　訊ききたいことがいくつも浮うかぶ。何から訊けばいい？　どこから話せばいい？　覚かく悟ごしていたつもりでも、想像以上に混乱してしまって、声を上手うまく出せなかった。

　するとカノンがその混乱を落ち着けるよりも早く、ソワールは有無を言わさずに告げた。

「だが、生あい憎にくご両親の死について真相を知りたいのならば力にはなれない。私はそれについて君に教えられない」

「っ、なんでよ。教えてよ！　私はそのために──」

「君を危険に晒さらすことになるからだ──私は昔、君のご両親に救われたのだ」

「…………、え？」

「一〇年前だ。《救済の剣》をナゴヤに撒まくために、ご両親が来られていた。そのとき実験失敗で負傷した私を、優すぐれた錬金術で助けてくれたのだ」

　思いがけない言葉に、息を吞のんだ。

「……私の両親と、会ったことがあるの？」

「この顔の火傷やけどはそのときの傷きず跡あとだ。本来なら死んでいた。だから父君へのご恩を返さなければと、君を守れるように監視していた」

「監視──」

「君には同情する。だが、君はご両親と違ってまだ生きている。ならば、いま君が気にするべきは君自身だ。言ったろう、危険が及およぶと。時間がない。近いうちに狙ねらわれるぞ」

「き、危険って？　狙われるって誰だれに？　七年前の犯人？　どうして有斗じゃなくて私なの？　七年前の犯人がもう一度、この街に来る理由があるとしたら、完成した人工生命ホムンクルスを捕ほ獲かくするためだと思ったのに。七年前の研究資料だけでは足りなかった部分も、それですべて明らかになるから──」

　人工生命ホムンクルスが完成したと知ったら、犯人はそれを回収したがるに違いない。

　七年前にも、その技術のピースを盗ぬすんだのだから。

　だからカノンは、有斗を裏切って囮おとりにしたのに──

「そういう細かな話ではないのだ。チシオ・ユウトもカノン・フラメルも、奴にとってはもう必要ない。奴がこの街に来る理由はただひとつ、テオセベイアを回収するためだ」

「……テオ？　テオの名前が、どうしてここで出てくるの？」

「人工生命ホムンクルスは、もう完成した」

　え？　とカノンが声を漏もらす。

　そこでタイミング悪く、慌あわただしく道を速足で歩いてくる音が聞こえた。

　錬魔学園の生徒だろう、街の通りから学園へと戻っている彼らの会話が耳に入る。




「なあ、急な呼び出しって一体なんの用なんだ？」

「お前聞いてないのか。錬金術師会の視察官が訪たずねてきてるってよ」

「ん？　それって、あの大男のこと？」

「いや、それが、よくわからないけど違うらしい。もうひとり別の訪問者が来てて──」




　カノンは、はっとして思わずソワールを見つめた。

「くそ、もう追いついてきたか。思ったよりも早いな……」

　彼は顔を苦々しそうに歪ゆがめて舌打ちをする。同時に、生徒たちの気配がしたのとは逆方向へと駆かけ出している。

「えっ!?　ちょっと、まだ話は終わってないわよ!?　せめて犯人の名を──」

「君はもう知っている」

「は!?」

　カノンは慌てて男の背中を追った。意味がわからない。

　せっかく七年前の事件の手がかりになる男と会ったのだ、もっと話を聞きたいと思った。

　が、彼を追って道の角を曲がると──

「あ、あれ……？　なんで？　こんなところに壁かべなんて、あったかしら……」

　そこは──行き止まりだった。

　こうしてカノンは、ソワールをいとも簡単に見失った。
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　有斗は、カノンがいない間、机に肱ひじをついて、マラサダの試作品を美味おいしそうに頰ほお張ばるテオをぼーっと眺ながめていた。

　ふいに、家庭科室の前を通る女性と扉の窓越しに目が合った。女性は扉とびらを開けて尋たずねる。

「ユウトじゃないか。こんなところで何をしている」

「劉学園長……なにってテオとカノンと、料理の試作です。出店の」

「ああ、なるほど」

　劉は有斗の前まで歩み寄ってきて尋ねた。

「それはそうと、カノンの調子はどうだ？」

　有斗は言葉に迷った。テオから聞いた情報は、話すのがはばかられた。

「不調の原因は、わかったかもしれません……」

「そうか。よかった」

「テオのおかげですよ。この子が見ていてくれたから──」

　無む邪じや気きにマラサダを頰張るテオを一いち瞥べつする。劉もそちらに視線を向けた。

「確かに、カノンはテオへの同情というか、共感が強いかもしれないな。幼い頃ころに亡くなったご両親の悲劇のせいか」

「悲劇？　どういうことです？」

「ん？　なんだ。あの子は本当に、貴様に何も話していないのか」

「？　カノンの年ねん齢れいからすると、ご両親の死は早すぎるとは思ってましたけど──」

「カノンのご両親はな、公おおやけには実験失敗による事故死ということになっている。だが、何者かに殺された疑いも捨てきれないのだ」

「っ！　殺され……？」

「そうだよ。もっとも親密な貴様に、打ち明けていない理由がよくわからんがな」

　有斗はショックに唾つばを吞みこんだ。

　理由なら、なんとなくわかっていた。

「……それは多分、カノンにとって俺は所有物だからですね」

　カノンが墓参りに行った日、寮りように戻もどってきてからの会話でカノンは言った。

『じゃあカノンにとって俺は何？』『所有物』

　だからこそ有斗は、自分がカノンを不調にさせている原因だと思ったし、テオの言葉を信じ切れないでいた。『あのね、お姉ちゃんはきっとね──』

　しかし劉は有斗の言葉に、きょとんと眼を丸くすると

「は？　馬ば鹿かか貴様は」

　と心底から呆あきれたような息を吐はいて言った。

「え？　なにが──」

「いや、というか馬鹿は貴様らふたりともか……対話が大事だと授業でも教えてきたはずだが、カノンは貴様に何も話していない。貴様も貴様で、何も聞こうとしていないとは」

　劉の言っている意味が、有斗にはまだ理解できなかった。

　劉は溜ため息いきまじりに続けた。

「こういうことは相手の気持ちが大事なのだよ。一方的な感情を自身の心に抱いだいているだけではコミュニケーションではない。貴様は自分の気持ちを言葉にして、カノンの気持ちを確かめたことがあるか？」

「それは……」

　もちろんない。深い話をできる仲ではないし、それをカノンも望んでいないと思っていたから。だが劉は言った。

「それをする前から関係を諦あきらめていては何も気づけないし、何も築けないさ」

　劉の言葉も正しかった。

　有斗が今まで考えていたカノンの気持ちは、すべて有斗の脳内で描えがいた想像でしかない。カノンに確かめたわけではない。瞬しゆん間かん、心の奥に奇き妙みような感覚が芽生えた。

「カノンが……俺をどう思っているのか、ですか」

　それを確かめたい、という気持ちが無む性しように湧わいた。

　心の内にじっとりと立ち籠こめていた靄もやを晴らす手段は、意外にも簡単なことだったのかもしれない。カノンの口から直接、明言してもらえば、きっとどんな言葉も受け入れられる気がする。それがたとえ冷たい答えであっても、カノンが選んだ答えならば。

　有斗は、カノンを救うためなら何だってできるから。

「これは個人的なお願いだが」

　劉は最後に言った。

「あの子には、ひとりで抱かかえている重荷がまだたくさんあるだろう。貴様には、できればあの子のそういう弱い部分を共有できる一番の理解者になってもらえると、ありがたいよ」

　有斗は、自分がどんな表情をしているか、わからなかった。
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　劉が去ったあと、カノンが家庭科室に戻ってきた。

　カノンは急いできたのか部屋の扉を開けるやいなや、はあはあと息を上げながら言った。

「あのソワールは偽にせ物ものだったのよ！　さっき学園の生徒たちが言ってて……！」

　それに有斗は驚おどろかない。

「ああ、知ってるよ」

「え？」

「俺もさっき劉学園長から聞いたんだ。本当の視察官が学園を訪ねてきたらしいね」

　あのあと、劉から直接聞いていた。

　そもそも劉学園長が家庭科室を覗のぞいたとき、劉はその件に関する緊きん急きゆうの連れん絡らくを全校生徒に伝えるために放送室に向かっている途と中ちゆうだった。

「今は放送で学内中に知れ渡わたってるから、みんなその話題で持ちきりだと思うよ」

「そ、そうだったの」

「でも君は、そのソワールと何か話したんだろう？　どんな用事だったんだ？」

「それは……」

　カノンは言い渋しぶる──思ったとおりだ。

　そんなカノンを見て、聞きたいことも話したいことも有斗にはたくさんあった。

　ただ今だけは、それよりも優先すべき事じ項こうがある。

「劉学園長から、手の空あいている全校生徒に特別招しよう集しゆうがかかった。ソワールという男について、プレゼンホールで事態の説明があるらしい」

　劉からは、カノンが戻ってきたらテオも一いつ緒しよでいいから即そつ刻こく来いとの指示を受けていた。

　有斗とカノンのやりとりを不安げに見つめているテオの頭を撫なでてから言った。

「行こう。これからあの男の、いろんな謎なぞが解けるはずだ」




　プレゼンホールに入った。

　席のほとんどは既すでに生徒で埋うまっていた。すり鉢ばち状のもっとも低い位置、スクリーンの前に劉が立っている。

　劉の横には、ひとりの知らない男がいた。

　その男を怪あやしみながら有斗、カノン、テオが席に着くと、劉が口を開いた。

「既に知っている者も多いと思うが、改めて報告させてもらう。我々が視察官ソワールと認識していた人物は偽物だった」

　ナゴヤの錬れん金きん術じゆつ師し会から視察としてやってきたと自じ称しようしていた、あの大男。

「彼は、身分詐さ称しようをしてツクバに侵しん入にゆうしていた。もちろん、錬金術師会の会員証は偽ぎ造ぞうに対たい抗こうするために物質干かん渉しようを弾はじく加工がされている。だが今回は相手が悪かった。詳くわしくは、こちらにいらっしゃる方から説明していただこう」

　劉が言いながら、隣となりの男性に視線を送った。

「こほん……はじめまして、ワタシが本物のソワールだ」

　必然的に、生徒たちがざわついた。劉学園長が手を掲かかげて制してから、補足する。

「ナゴヤの錬金術師会にもＳＭＶＳで確認を取った。彼が身分詐称の被ひ害がいを受けた本人であることは確認済みだ」

「この度たびは、ツクバの皆みなさんをお騒さわがせして申し訳なかったね……」

　生徒の動どう揺ようも無理はない。いま目の前にいるソワールは、あの大男とは真逆の印象を与あたえる、血色の悪い瘦そう身しんの男だった。

　頰ほおのこけた顔に、大ぶりの黒ぶち眼鏡をかけている。大男の印象を「見るからに強そうな戦せん闘とう員」とするならば、こちらはいかにも非力な「研究者」という印象だった。

　瘦身の男、本物のソワールは言った。

「ワタシのふりをしていた、あの大男はもともと、我々ナゴヤの錬金術師会で仲間として研究員をしていた男でね……だが裏切り、ここ数日は逃とう走そうを図はかっていた……ゆえに会員証の偽造も可能だったわけだね……名は、ラインベルド」

　ラインベルド。

　有斗はその名を咀そ嚼しやくする。今までソワールという認識だったから全然しっくりこないが……まぁ、ソワールよりは音の響ひびきが似合っているような気もする。

「皆さんもニュースをご覧になられたかと思うがね……ナゴヤの錬金術師会を襲おそった事件……あれを引き起こしたのもラインベルドなのだ」

　ざわっ、とホールに再びどよめきが広がる。

　そうか。

「ショッピングモールで見た、あの事件。犯人が、すぐ身近に潜ひそんでいたってことか」

　ナゴヤの錬金術師会を相手取るなんて大だい胆たんだ、とアリスと話したが、内部の人間の犯行だったとは──

　と、そこで有斗はホール内にアリスの姿がないことに気づいた。

「なあカノン、アリスは？　あいつが呼び出しを無視するのは珍めずらしくないか？」

「え？　……ああ、まあそうね。学外にでも出てるんじゃないの？　あとから伝えれば問題ないわよ」

　有斗は、隣のテオを挟はさんで座るカノンに声をかけたが、返すカノンはどこか上の空だった。他の考え事をしている様子でソワールを眺ながめている。

　有斗は首を傾かしげたが、その間に劉学園長が、生徒たちに指示を出していく。

「この忙いそがしい時期に申し訳ないが、こうなってくると錬魔祭の準備は一いつ旦たん後回しだ。諸君らは班ごとに二つに分かれて隊を組んでもらう。一方は引き続き死人還り事件ケース・リビングデツドの犯人捜そう査さ、もう一方はラインベルドの捜そう索さく隊だ。まず前者への配属だが──」




「む？　あれは……」

　劉が指示出しをしている間、ソワールは生徒たちを見み渡わたしていた。

　そこで有斗たちの方を見て表情を変えた。生気の乏とぼしい目に、わずかな光が宿った。

「ほう……まさか、ふたりともが揃そろっているとは……こんな都合のいいことがあるとはね」

「ん？　どうされた、ソワール氏」と劉が気づいて視線を向ける。

「いや……あそこにいる、少女が気になってね……ずいぶんと幼いようだが、あれは錬魔学園の生徒さんではないね？」

「ああ、はい。あの子は迷子で『おうち』を捜さがしているとかで、一時的にうちで面めん倒どうを見ていまして。うちでも優ゆう秀しゆうなカノン・フラメルとチシオ・ユウトに任せてあるのです──ひょっとして、あの子、お知り合いですか？」

「まあ……知り合いといえば知り合いだね」

　ソワールは僅わずかに口角を上げて笑った。

「そうだ。よければあの子、ワタシが預かろうかね？　錬魔学園にはラインベルド捜索をお願いしている……この緊急事態に、子守りごときで手を煩わずらわせるのは申し訳ない」

「ん？　まぁ、そう言っていただけるなら助かりますが──」

　劉が訝いぶかしみつつも答えたときには、すでにソワールは足早に階段を上がり、有斗たちの方へと歩み寄っていた。




「キミが人工生命ホムンクルスのチシオ・ユウトか」

「え？　あ、はい」

　有斗は座ったままソワールを見上げた。

　ソワールは洞うろのような暗い目でこちらを見ていた。そこには何らかの思いが込められているようだが、その意味までは読み取れない。ただ、気持ちのいい目つきではなかった。

　ソワールは単刀直入に言った。

「その子を、こちらに渡したまえ」

「え？　いきなり何を……」

「大だい丈じよう夫ぶ。その子の素す性じようを知らない者ではないのでね……ワタシが責任をもって家を探してやろう……だから、こちらに引き渡すんだ」

　訝しんでソワールを見つめると、彼は病的な目つきながらも、いたって真しん剣けんな様子ではあった。むしろ冗じよう談だんなどひとつも知らない風ですらある。

「テオ？　知り合いなの？」

　困って、うかがうように隣に座ったテオを振ふり向いた。

　しかし当のテオは怯おびえた様子で、有斗の陰かげに隠かくれてしまう。

「…………し、知らない人……それに、なんだかこの人……怖こわい感じがする……」

「怖い？」

　有斗が再びソワールを見ると、彼はテオの態度が気に食わなかったのだろうか、その表情を一いつ瞬しゆん、厳きびしいものにした。有斗はそれを見み逃のがさなかった。

　ソワールはすぐに、もとの病的で生気のない目に戻もどる。

「まあ……キミはワタシを当然、覚えていないだろうけれどね、ワタシはキミの家に心当たりがあるんだよ。従ってくれると嬉うれしいな……」

「……で、でも」と、テオは声をさらに小さくする。

「わがままはいけないね。せっかく協力してあげると言っているのだから、大人には素直に従っておくものだね」

　ソワールは辛しん抱ぼうが切れたのか、テオの腕うでを摑つかもうと手を伸のばす。

　テオがビクッと身体からだをこわばらせて、有斗の袖そでを指先で摘つまむ。その指は微かすかに震ふるえていた。瞬しゆん間かん、有斗は考えるでもなく──反射的に動いていた。

「あのっ！」

　と、気づけば有斗はテオの細腕を摑もうとするソワールの手を、逆に摑んでいた。

　ソワールとテオの間に割り込む形になった。

　えっ？　と、周囲にいた生徒が騒ぎに驚いたような表情を浮うかべる。

　カノンも、じっと有斗とソワールのやりとりを見つめていた。

「……どうしたんだね？　ワタシはこの子を家に帰してやろうというのだよ。早く引き渡しなさい」

「あの、どういうご関係ですか。この子の家はツクバにあるんです。なんでナゴヤの方が知っているんですか」

「それを教える必要があるかね？　その子の事情を公おおやけにされると困るのは、そちらの方だと思うのだがね」

「っ、それは……」

　その返しでわかった。

　テオがナゴヤの出身であることは学園内では隠してきたが、ソワールはその事実を知っている様子だ。確かにテオについて何も知らないわけではないのだろう。

　でも──有斗が思い出していたのは、テオの語った記き憶おくだった。

　そのときの記憶は曖あい昧まいだったが、ナゴヤでひどい扱あつかいを受けていたとは言っていた。

　もしもテオが過去のアリスと同じような扱いを受けていたのなら、アリスのバックに魔ま術じゆつ師し会がいたのと同じように、テオのバックには錬金術師会の陰いん謀ぼうがあるのかもしれない。

　……いや、やはり考え過ぎだろうか？　疑うには、根こん拠きよがあまりに弱すぎる……

「おい、そこ。何をしている？」

　と、魔術科の相手をしていた劉が異変を察して、スクリーン前から声を飛ばした。

　しかし、それにはソワールが振り向いて返す。

「いや、問題はありません。お気になさらず」

　その表情は読めない。彼が善人なのか、悪人なのかわからない。

　有斗は、なんとも言えない違い和わ感かんを払ふつ拭しよくするために、苦し紛まぎれの言い訳を繫つないだ。

「けど、テオは怖がっています」

「ん？　ああ、そうだね……だが、それがどうした？　子供が、記憶にない大人に怯えるのは珍しいことでもない。たったそれだけの理由で、保護をしなくていいことにはならない……いいから、その子を渡しなさい」

「っ…………」

　ソワールの言葉は正しかった。

　ただ……テオが怯えているというのも絶対的な事実だ。

　その一点で、ソワールがたとえ善意で言っているのだとしても、テオ本人の意思を無視して連れ去っていい理由にはならないはずだ。……たぶん。

　女の子が怖がっているなら、それは助けてあげないといけない。

（こうなったら……なるようになれ、か……）

　なんて有斗が苦笑する間にも、ソワールはぎりぎりと力を込めて、テオへと指先を伸ばそうとする。あまり深く考えている時間はない。

　有斗はソワールの手を摑んだまま、小さな声で横のテオに囁ささやいた。

「テオ」

「……？」

「逃にげろ」

「……………………ぇ？」

　テオは目を丸くして有斗を見上げる。だが、そんなテオの身体を、有斗は手でくるりと反転させて、ホールの出入り口へ向けると言った。

「行け、早く！」

　それから背中を押してテオを走らせる。

「っ!?　……う、うんっ！」

　テオは困こん惑わくしながらも、有斗の言葉に従ってプレゼンホールの出口へと向かった。

　ソワールは目を見開いて驚おどろく。追おうとする。

　が、その手は有斗が握にぎっている。

　ホール内にいた生徒の多くがすぐに気づいたが、なにもできずにぽかんとしていた。

　劉もハッとして視線を向けたが、そのときにはテオの押しとおった扉とびらが、ぎこんぎこんと前後に揺ゆれる音だけが残った。

　その音を聞きながら、ソワールが言った。

「キミは、なんてことを……」

　不快そうに、生気に乏しい目を細めて嘆たん息そくを有斗に吐はきつけた。

「こんなことをしても……時間の引き延ばしにしかならない。それどころかキミの首を絞しめることになる……自分の危あやうい立場をわかっているのかい？　人工生命ホムンクルス」

　有斗に後こう悔かいはなかった。

　けれど、厄やつ介かいなことをしてしまったという自覚はあった。
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　カノンは、病的な瘦そう身しんの男を真剣に見つめていた。

　目にした瞬間から、男の横顔には、どうしても見覚えがあるような気がしてならなかった。そして男がソワールと名乗った瞬間から、カノンの疑いは強くなった。

　犯人の名を訊きいたとき、あの大男、ラインベルドは言った。

『君はもう知っている』

　もちろん確信はなかったが、でも脳の奥底に、確かに刻まれている情報が警けい鐘しようを鳴らしていた。有斗とソワールが口論をしている間も、カノンは横からソワールを注視していた。

　そして──疑念が確信に変わる瞬間が訪れた。

　有斗がソワールの手を摑んだときだ。

　ソワールの袖が微かに捲まくれて、手首が見えた。




　その皮ひ膚ふには、星型の火傷やけどがあった。




　カノンは、ごくり、と唾つばを吞のんだ。ドンドンドンと壁かべを強く叩たたくような音が耳元で鳴っていた。自分の鼓こ動どうだった。拳こぶしを握り、目の前の病的な男を見み据すえた。

　やっと見つけた──と、掠かすれる声を喉のど元もとで鳴らした。
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　プレゼンホールで、魔術科と錬れん金きん術じゆつ科の両陣じん営えいに指示がすべて出された後、有斗以外の生徒たちは帰された。カノンも含ふくめて全員、強制的に。

　その後、劉はいくつかの場所に電話をかけているようだったが、やがてそれを切ると、厳きびしい表情で有斗の腕を摑んだ。
















「今回の行動は、貴様が思っているよりもデリケートな問題に触ふれる。錬魔祭で市街の人間も多く来ているタイミングで、ナゴヤの視察官の腕を摑み、しかも学内で保護していた子供を失しつ踪そうさせた」

　とのことだった。

　横ではソワールが頷うなずいていた。




　有斗は、学園内の別室へと引っ張っていかれた。

　到とう着ちやくした先は、有斗が入ったことのない会議室だった。

　そもそも生徒が入る部屋ではないと一目でわかった。白い壁へき面めんと床ゆか。無機質な長机と、同じく無機質な灰色の椅い子すが並んでいる。

（ああするしかなかったとはいえ……我ながら、軽率すぎる行動だったよなぁ）

　ビビりつつ、劉に促うながされて席につく。その両サイドに劉とソワールが座った。

　それを合図に、長机の中央に置いてあるＳＭＶＳの電源が入った。

　壁面に映し出されたのは、市安保会長の葛かつら城ぎハヤトだった。

『やあ、こうして顔を見るのは初めてだね、チシオ・ユウトくん。はじめまして』

　テレビやネットニュースなどのメディアではよく見る顔だが、このときはメディア越ごしに受けてきた印象よりも若く感じた。しかし一方で、老ろう獪かいな雰ふん囲い気きも帯びている。

　微び笑しようを浮かべた顔は整っていてアイドルのようで柔にゆう和わとも取れるが、その表情は甘さからくるものでなく、むしろ錬金術師会や魔術師会、他の復興都市との外交をこなしてきた経験に裏打ちされた、策さく謀ぼうの一いつ環かんに思えた。

「あ、はい。はじめまして……」と、有斗はハヤトの迫はく力りよくに顎あごを引く。

『おおむねの流れは、劉から聞いているよ』

　ハヤトは奥が知れないその微笑のまま、単刀直入に尋たずねた。

『テオセベイア。彼女は君にとって、何なんだい？』

「……な、なにと言いますと？」

『生き別れの妹か、なにかかい？』

「？　いえ、もちろん違ちがいます……」

『うん、当然だね。人格を未来にダウンロードされた君が、この時代に肉親を持っているはずがないからね』

　皮肉というよりは、当たり前の事実を確認するようにハヤトは言った。

　どこか、不出来な子供を諭さとすような口調でもあった。

　有斗は、本当はテオを大切に思っている。けれど、この無機質なテーブル上で進行する論議において、そんな感情論は意味を持たない。間違った行動だったとは思わないけれど、動機の説明が難しいのも、早まった行動だったのも事実だった。

『では彼女をソワール氏が引き取ってくれる、というご好意を撥はね付けた理由は何かな？』

「それは……その」

　まさか、テオが嫌いやがっていたからつい、なんて言えない。

　いっそすべてを公にしてしまったら楽だろうか？　テオがナゴヤの出身であること。ナゴヤではひどい扱いを受けていて戻もどりたがっていないこと。だからソワールを、どうしても疑ってしまったこと。

　ただ、それを明かすとなると、テオが不法な渡と航こうをおこなった事実も明るみに出る。なにより、そこまでを説明したとしてもソワールに悪意があったかどうかなんて、この場ではわからないし証明のしようもない。

　逡しゆん巡じゆんしていると口を開いたのはソワールだった。

「どのような理由があるにせよ、キミがワタシを邪じや魔ま立だてして、あの少女をどこかへ放ってしまった事実は変わらないがね……幼い少女を学園の管理下から解放するのは、ただでさえ危険。よからぬ事故に巻き込まれたらどうする気かね……」

　ソワールが眼鏡の位置をくいと正す様子は、呆あきれている風でもある。

『しかたないなあ』

　と、それを見ていたハヤトも、ふうと息を吐いて続けた。

『今後、君はあの子の一件に口出しをしないように。彼女の捜そう索さくおよび今後の処しよ遇ぐうについては我々と、ソワール氏との協議によって決定するから』

「ッ…………」

「いや、それだけでは物足りないね……人工生命ホムンクルスには死人還り事件ケース・リビングデツドの一件からも手を引いてもらったほうがいいね」

　ソワールがさらりと付け足した言葉に、え？　と有斗は目を見開いた。

　──そのふたつは、本来まったく関係のない話のはずだよな？

　しかしハヤトは、その意見がソワールから出ることも予期していたようだ。

　睫まつ毛げの長い目をゆらりとソワールへ向けると尋ねた。

『……それは、視察官としての要求ですか？』

「もちろん。ワタシはもともと《天使》の一件について、人工生命ホムンクルスがペラダンと繫つながっていないかと疑ってツクバに来た。不可解な行動を取りはしないか、と」

　ああ、と有斗は心の中で頭を抱かかえた。

　ソワールがプレゼンホールでテオをわざわざ追わなかった理由を悟さとった。

「そして人工生命ホムンクルスは現に不可解な行動に出た……視察官のワタシを阻そ害がいした。結果、頼たよるところのない少女も逃がした。これは充じゆう分ぶんに、彼への信用を失しつ墜ついさせる行こう為いだ。不具合と言ってもいい……人工物が起こしたエラー、とね」

　あの時点でソワールは、こういった交こう渉しようになることまで見み越こしていたのだろう。

　ナゴヤが視察官を寄こした理由の根底には、人工生命ホムンクルスの首根っこを押さえつけようという狙ねらいがあったのだ。ナゴヤという街は、ツクバよりも復興が遅おくれている。《救済の剣けん》に続いて人工生命ホムンクルスまで開発されたのでは面白くはない。

　つまり、どんな些さ細さいなミスでもよかった。

　そのミスを理由に、有斗に難なん癖くせをつけることさえできれば。

「…………」

　有斗は奥歯を嚙かむ。術中に、まんまとはまってしまった。

　しかし、これにはさすがに劉が口を挟はさんだ。

「待っていただきたい、ソワール氏。お言葉ですがチシオ・ユウトなしで死人還り事件ケース・リビングデツドに対応するのは得策ではありません。戦力が明らかに下がり、犯人の捕ほ獲かく成功率という点から考えても大きな損失です」

「ほう？　では錬魔学園は、人工生命ホムンクルスがなければ亡もう者じや使いを捕獲することができないとおっしゃるのかね。それは、この少年以外の生徒たちを信しん頼らいしていないという意味だろう」

「そういう話ではない」

　劉は苛いら立だった様子で言葉の棘とげを増す。今まで最低限の礼れい儀ぎとして示していた、堅かた苦くるしい敬語も引っ込めた。

「話題をすり替かえてもらっては困る。効率と可能性の問題だ。錬魔学園は、あらゆる事件において最善の行動を取るべきだと考える」

「それは、あくまで劉学園長の意思だろう……では、市安保の会長殿どのはどうお考えかね？」

　と、ソワールはＳＭＶＳに映るハヤトに視線を向けた。劉も注目した。

　ハヤトはしばらく顎に手を当てて熟考していた。

　が、やがて悲しそうな微笑を劉に向けた。それから首を振ふる。

『うん、今回はソワール氏の言うとおり、ユウトくんには大人しくしておいてもらおうかな』

「な……ッ」と、劉は面食らった表情を浮うかべる。

　まだなにか言いたげな劉を手のひらで制して、ハヤトは続ける。

『本来なら処分だって検討されておかしくないよ。でもまあ、前回の《天使》討とう伐ばつの功績に敬意を表して、そんなことはしないし、させない。せめて君を拘こう束そくはしないでもおこう……だから寮りようで、錬魔祭がちゃんと開かい催さいできる未来を願っていてくれ。いいね？』

　市安保会長の決定ならば劉にも覆くつがえせない。

　有斗は今にも暴れ出しそうな劉と、満足げなソワールを一いち瞥べつしてから、

「……はい」

　と、頷いた。
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「ここまでやってきて、俺だけがのけものか……やるせないなぁ」

　テオとラインベルドの行方ゆくえを錬魔学園が捜索しはじめたが、そのメンバーに有斗は所属できなかった。急に置いてけぼりをくらった気分だ。

　でも、どうしようもない。

　テオのことは心配だ。本当に心配だ。

　けれど有斗が捜そう索さくを開始すれば、今度こそ有斗は処分されるだろう。

　もちろん有斗ひとりの命程度の問題であればなんでもない。テオを見つけられて、安全を確保できたあとなら死んでいいと思えるくらいの自己犠ぎ牲せい心は持っている。

　だが、いま有斗の命は、有斗ひとりのものではない。有斗の命はカノンがくれたもので、有斗の身体からだはカノンの両親の形見だ。処分されれば悲しむのはカノンだ。

　カノンを裏切ることだけはできない。

　劉学園長や錬魔学園の生徒たちを信じて、任せるしかない。今は。

　無意識に唇くちびるを嚙んでいた。血がじんわりと滲にじむ。しかし、カノンが与あたえてくれたこの肉体は、その傷すらも超ちよう再生してしまう。

　夜、寮の自室に戻った。テオのいない部屋に。

　床に腰こしを下ろそうとしたところでノックが聞こえた。

「有斗、帰ったの？」




　カノンは晩ばんご飯はんを作ってくれると言った。気分じゃなかったので一度は断ったけれど、カノンは「いいから」と淡あわく微笑んだ。突つき放はなす元気もなかったので甘えることにした。

　フライパンの上で弾はじける油の音を聞きながら、有斗は懐なつかしく思った。

　そういえば、ここしばらくはテオがいつもそばにいたから、ずいぶんと久しぶりの、カノンとふたりきりの時間だった。

　カノンが料理をテーブルに運んでくる。今朝までよりもひとりぶん広くなった食しよく卓たくを見つめながら、有斗は晩ご飯を口に運ぶ。この味は変わらず美味おいしい。

　ありがたく味わいながら、決心がついた。

　訊ききたいことはいくつもある。

「カノン」

「なに？」

「君は、この肉体に、なんで俺を蘇よみがえらせたんだ？」

「は？　それは最初に言ったでしょ。あなたが自己犠牲の心を……」

「違う。そういうことじゃない。なんで俺みたいな赤の他人じゃなくて、亡くなったご両親を蘇らせなかったのか、だよ」

「…………」

「人工肉体には人格をダウンロードでき、その人格は呼び出す者が選べる。なら、ご両親の人格を呼び戻すことだってできたはずだ。そうすれば、君はご両親とまた話せた……犯人についてだって聞き出せたかもしれない」

「……パパとママの事情、劉から聞いたのね？」

「ああ」

　劉学園長は言っていた。

『一方的な感情を自身の心に抱いだいているだけではコミュニケーションではない』

『自分の気持ちを言葉にして、カノンの気持ちを確かめたことがあるか？』

　カノンは、はあ、とため息を吐つくと、呆れたような表情で続けた。

「答えは単純よ。パパとママは、そんなことを望んでいないから」

「望んでいない？」

「そう」

　カノンは微び笑しようを浮かべる。その表情には哀あい愁しゆうがある。自じ嘲ちよう的にも見える。

「私は当時、一〇歳だった。事件現場である研究室に駆かけつけたとき、両親は燃え盛る部屋の中で倒たおれ、死の間ま際ぎわだったわ」

　カノンは当時の状じよう況きようを教えてくれた。

　駆けつけたカノンは両親を助けるために、ふたりを部屋から運び出そうとしたという。

　しかし幼い身体では、大人の体重を支えられはしない。

　そこで、かろうじて意識のある父が言った。

『人工生命ホムンクルスは人類を救うための柱だ……あとは頼たのんだぞ』

　有斗の視線の先で、カノンは物思いにふけるように天てん井じようを見上げた。

「私だって、もちろん最初は両親を生き返らせたいと願ったわ。でも焼けずに残った人工肉体の素体は、一体しかなかったの。その素体だって、私が完成させるには七年かかった。量産できる技術があればよかったけれど、その力は今もまだない……なら、ひとつしかない人工肉体には救世主を転生させることこそ、パパとママの望みよ」

　だからカノンは、両親にもう一度会いたい、話をしたいという自分の望みを抑おさえ込んでまで、有斗という人格を呼び出した──と、そういうことだった。

「……でも、ご両親は、どうしてそこまで？」

「そうね。それは私にとっても未だ謎なぞ。おかしいわよね、《救済の剣》が普ふ及きゆうして復興も着実に進んでいる世の中で救済が必要なほどの脅きよう威いって何かしら？」

「まさか……《天使》の再臨？」

「私もそう思ったわ。結果論だけれどね。ひょっとすると、ふたりは《天使》の本質に気づいていて再臨を本当に予見していたのかもしれない。その可能性は捨てきれないって」

《天使》については、まだ明らかになっていない謎がある。

《天使》とは何なのか？　人類との関係は？

「だから、私がパパやママではなくあなたを呼んだ理由はシンプルにひとつ──両親の遺志を継つぐためよ」

　カノンは言った。

「後こう悔かいはないわ。あなたを呼ぶことこそが、ふたりの無念を晴らす唯ゆい一いつの手段だと、今だってそう信じているから」

「…………」

「本当は、あなたに余計な重荷を意識させないために、黙だまったままでいたかったのだけれどね。あなたはあなたのままで充分すぎるくらいに、私にとってとっくに救世主だから」

「………………」

　カノンが有斗を大事にする理由は、やはり有斗が所有物だからだった。

　両親の形見だからだった。

　その点では有斗が思っていたとおりだ。

　でも。所有物だからといってカノンが有斗を軽視しているなんてことはなかった。

　むしろカノンは有斗を大事に思っているからこそ、生まれ変わらせたのだ。

　愛する両親の蘇そ生せいを諦あきらめてまで。

　ずっと知っていたはずだった。カノンは有斗を選んだ。

（俺を選んでくれた……それがなによりもシンプルに、カノンの気持ちを表していたのか）

　はじめから知っていたはずの事実が、以前に考えていたよりも重い意味として再構築された。大切な人から人格を肯こう定ていされた、と心から思えた。

　劉学園長の言うとおりだ。はじめから、ちゃんと話しておけばよかった。もはや自分を卑ひ下げする理由はなかった。

　嚙かみしめるように頷うなずいてから、シンプルな気持ちを、シンプルな言葉で伝えた。

「ありがとう」

「……なによ、今さら」

　カノンは照てれ臭くさそうに頰ほおを搔かく。

「もしも俺にできることがあったら、なんでも言ってくれ。一いつ緒しよに犯人を捜さがそう」

「…………」

　カノンは視線を合わせない。しばらく黙りこんでから

「あなたは、世界を救う救世主よ」

　と、答えた。

　それからカノンは「冷めるわよ」と続けて、晩ご飯に手を付けた。

　有斗も頷いて食器を手に取る。

　ひさしぶりの、ふたりきりの食卓に食器の音が鳴った。
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　会議室からは初めにチシオ・ユウトが、次にソワールが退席した。その直後、劉は一度切れたＳＭＶＳを再び、葛城ハヤトのもとへと繫つないだ。コールの一回目でハヤトは受けた。

『何の用だい？　劉』

「しらばっくれないでください。今回の処しよ遇ぐう、どういう目もく論ろ見みですか」

『目論見とは言葉が物ぶつ騒そうだなぁ。別に、僕はナゴヤとの関係を悪化させたくないだけだよ。ただでさえツクバは、付近の街から工作員が入り込んで隙すきを窺うかがわれているっていうのに』

「貴方あなたが工作員ごときを怖おそれているとは初耳ですが」

『立場が上がると保身に走るのさ』

「面白い冗じよう談だんだ。つい先日の《天使》再臨のあとでさえ、関西と繫がっている工作員を情報操作に利用したでしょう。ツクバの技術力をあえて外部へ知らしめるために泳がせて」

『あはは、耳が早いね』

「そして貴方なら、そうやって市外を刺し激げきすれば外敵が来ることも知っている。《救済の剣けん》開発以降も同じだったのですから」

『市外の人間が落とすお金が、意外とツクバの経済発展には大切なんだよね。技術がお金を呼んで、お金が技術を進める。わかっているだろう？　君は優ゆう秀しゆうだから』

「優秀なのは、うちの生徒です。無論チシオ・ユウトも含ふくめて」

　ハヤトは快活に笑ってから、声のトーンを少し落とした。

『そう、彼は優秀すぎるよね。だから大人しくしておいてもらおうと思ってさ。ソワール氏は、もう少し泳がしておいた方がいい』

「泳がす……？　その根こん拠きよは何です？　アレが私たちの街に有益とは思えませんが」

『むしろ損害を免まぬかれるためだよ。ソワール氏本人というよりも、どうにもあの人の付近で、きな臭い動きがあるみたいなんだ』

「また工作員ですか？」

『いや、たぶん違ちがうね。なかなか尻尾しつぽを摑つかませてくれないところから見て、もっと厄やつ介かいな訪問者だろう』

「厄介な。それは、まさか……」

『うん。僕の勘かんが鈍にぶっていなければ、今夜あたりからツクバは、もっと騒さわがしくなるんじゃないかな』

「困ったものですね。錬魔祭は目の前だというのに、手がいくらあっても足りない」

『というわけで、もし動きがあったら君は優秀な生徒たちを正しく導いて迅じん速そくに対処できるよう、今から準備しておいてね』

「もちろんそのつもりですが……その言い方、私がこうして連れん絡らくを再度入れなければ、どうするおつもりだったのですか？」

　劉が訊くと、ハヤトはまた、あははと笑った。

『そんな可能性、考える必要ある？』

　じゃ、よろしく頼んだよ、とハヤトは当然のように言って通信を切った。

　その一方的な言葉に、劉は苦笑を浮うかべて呟つぶやいた。

「……食えない人だ」
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　喪も服ふくのような黒スーツに身を包んだ男が、青い満月の下、折り重なる死体の山に座っている。呆あきれたように吐いた溜め息が、さめざめとした空気に紛まぎれて消える。

「あーあー、せっかく舞ぶ台たいをここまで用意して差し上げたのに、なかなか上手うまくはいかないものですねえ……ま、だからこそニンゲンは面白いんですけれど」

　微笑を浮かべたまま、男は目を細めて呟く。

「しょうがありませんねぇ。私が直じき々じきに手を下すのは美学に反するのですが……どうせ動くなら、舞台をもっと劇的に彩いろどって差し上げましょうか」

　ククク、と声を漏もらすと、その吐と息いきがまた大気に紛れて消えた。
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　テオが帰ってくるかもしれないからという理由で、有斗はあの部屋に残った。

　カノンは、ひとりきりの自室に帰ったあと長い時間、風ふ呂ろに浸つかっていた。

「パパとママを呼び出せば、犯人についても聞けたかもしれない、か……」

　夜、明日の出動に備えて皆みなが寝ね静しずまっている寮りようは静かで、カノンの呟きのほかには、水音だけが強調されていた。長風呂になった理由は、今後の行動について考えていたからだ。

「犯人についてなら、両親から聞かなくても見当はついているのよ、有斗」

　カノンが有斗に伝えた言葉に偽いつわりはない。

　有斗を心から大切に思っている。

　信しん頼らいもしている。

　両親の遺志を継ぐなんていう、ごく個人的な目的を話したのに、それでもカノンのもとから離はなれないでいてくれる彼に感謝もしていて、救われているのも事実だ。

　もはやカノンにとって有斗は、なくてはならない存在だった。

　でも、だからこそ。ふたつめの宿題を果たすには、彼の力を借りてはならないとも思った。世界の命運を握にぎる有斗を、たったひとり自分のわがままのために利用はできない。

　だから

「あなたは、世界を救う救世主よ」

　それがカノンの返せる、唯一の答えだった。

　両親の仇かたき……その目星はついた。あとは、いつ実行に移すかを決めるだけだ。

　早ければ早いほどいい。できれば、明日にでも──




　そう決めて風呂から上がったのは、日付が変わる頃ころだった。

　リビングへと戻もどり、明日の準備を進めようとした。

　そのときに、部屋に満ちた肌はだ寒ざむさに気づいた。

　夜風が吹ふき込んでいた。

（あれ……？　おかしいわね。窓は閉めたはずなのに……）

　そう思って窓へと目をやって気づいた。

　ガラスが割られていた。

「っ……！」

　侵しん入にゆう者？　一気に鼓こ動どうが速まった。警けい戒かいしながら窓に近づく。

　揺ゆれるカーテンの下に、一通の封ふう筒とうが落ちていた。

　カノンはまず窓の外を確かめた。人の気配は既すでにない。

　しゃがんで封筒を拾い、開かい封ふうする。

　一枚の無地の紙が入っていた。広げると短い手紙だとわかった。

　中に書かれている文章に目を通して、カノンは戦せん慄りつした。

「ッ、これは……」

　震ふるえる手で二度、読み返す。

　その文面を頭に叩たたき込んだ。

　それから深呼吸。息を長く吐はいてから、手紙をびりびりに破ってゴミ箱に捨てた。

「……まさか、そちらからコンタクトを取ってきてくれるとは思わなかったわ」







[image: 第五章　主人公不在の夜]
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　深夜。プレゼンホールから逃にげ出したテオは路地裏に隠かくれて、びくびくと震ふるえていた。

　寂さびしい。怖こわい。有ゆう斗とやカノンといたときには紛まぎれていた孤こ独どく感が、また襲おそってくる。

　心の奥底にある知識の迷めい宮きゆうで、魔ま物ものが蠢うごめいているかのような錯さつ覚かくに陥おちいり、震える。

　そんなときだった。背後の路地に、何者かが足を踏ふみ入れる気配がした。

　怯おびえつつも視線を向けると、黒いスーツの男性が立っていた。

「……お、おじさん、誰だれ？」

　男性は歩み寄ってくると、テオの肩かたを摑つかんで笑った。

「あらあら、こんなところに隠れていてはいけませんよ。さあ、出てきてちゃんと演者としての役目を果たしてください」

「やくめ……？」

「あの邪じや魔ま者を──人工生命ホムンクルスを殺すのです」

　男が言うと同時に、テオの首筋にチクッと痛みが走った。その直後、テオの意識は途と切ぎれ、暗い迷宮へと堕おとされた。
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　ソワールは自分の人生を、不幸と幸運が交こう互ごにくる運命だと思っていた。

　ひとつめの大きな不幸は七年前。ツクバに侵入してフラメル夫妻の研究成果を奪うばおうとしたとき、ふたりを不本意ながら殺害してしまったことだ。

　代わりに大きな幸運も得た。フラメル夫妻の肉片と人工生命ホムンクルスの研究資料。それをもとにソワールは世紀の大発明を成功させる寸前までこぎつけた。

　その後、ふたつめの不幸があった。もう少しで完成だったアレが、培ばい養ようの最終段階──未完成のままで、何者かの手によって放たれたことだ。

　一方ふたつめの幸運は、ソレの足あし跡あとから、逃とう亡ぼう先がツクバだと推測できたこと。

　となれば、ソレを回収するだけでなく、ついでにソレの力を利用して七年前の目もく撃げき者であるカノン・フラメルを処理してしまうことさえできる。

　ソワールは、ただちにツクバへ視察官として赴おもむく要求を出し、それは許可された。あちらとしては断りたかったろうが、そのもっともらしい理由がなかったのだろう。

　ただここで、三つめの不幸だ。研究所の後こう輩はいラインベルドがソワールを襲い、成り代わってアレを追った。このときになってソワールは、アレを逃がした犯人がラインベルドだったのだと知った。

（まさか、同どう胞ほうに裏切られるとはな……しかし、容よう赦しやはしないぞ。後こう悔かいさせてやる）

　ラインベルドはナゴヤの復興に熱心な研究者だったので裏切りは意外だった。

　が、裏切り者とわかった以上、奴を始末することに抵てい抗こうはない。なにせソワールの七年かけた研究成果が「認められる」か「失敗作の烙らく印いんを押おされるか」の命運がかかっているのだ。

（問題ない。次にワタシに来る流れは三つめの幸運だ……きっと上手くいく）

　そうほくそ笑みながら、ツクバの街中をソワールは歩く。愛いとしい研究対象を求めて。

　そんな彼の前に、闇やみの中から這はい出るように現れたのは、黒スーツの男だった。

「ん……誰だね、キミは」

「あなたが捜さがしているのは、この子ですか？」

　男は色白の顔面に、機械的な笑みを張り付けて言った。

　彼の背後に視線を向けると、黒くろ髪かみツインテールの少女がちらりとソワールを見た。

「っ！　おお、見つけ出してくれたのか！　誰だか知らないが、悪いね……！」

　やはり幸運だ、とソワールは内心で笑った。

　しかし、そこで黒スーツの男は返した。

「いえいえ。なあにご安心ください、代金は特別サービスでお安くしておきますから」

「代金？」

　ソワールは目を丸くする。……なるほど。タダなどという美味うまい話は世の中そうない。きっと高額をふっかけるつもりだろう。

　でも問題はない。この研究成果が認められれば金ごとき、使いきれないほど入ってくる。

「いくらかね？　好きな額を言いなさい」

　余よ裕ゆうの笑みで返すと、黒スーツは糸のような目を光らせて告げた。

「ありがとうございます。では、あなたの安いお命ひとつで」

「え？」

　意味を理解するのに一いつ瞬しゆんの時間がかかった。その一瞬が命取りだった。
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　両親を殺した犯人はソワールとみて間ま違ちがいない。

　そしてソワールは、過去の目撃者であるカノンを始末したいと考えているのだろう。

　部屋に投げ込まれた手紙がその証しよう拠こだ。そこにはソワールの署名付きで、待ち合わせ場所と、誰にも伝えずひとりで来るようにとの注意が書かれていた。

（言われなくても、ひとりで片付けるつもりよ……）

　カノンは、物音を立てないように着き替がえを済ませて、四連式のリボルバーと錬れん成せい管を装備する。自室から廊ろう下かへ。寮の出口までには自然と、有ゆう斗との部屋の前を通る。

「すぐに済ませて帰るからね。そうしたらすべてを打ち明けるわ……」

　はやく本当の仲間になれたらいいなと思う。

　そのためにも、今は過去の呪じゆ縛ばくと向き合わないといけない。

　カノンはひとりで寮りようを抜ぬけ出した。




　呼び出された地点は、仰あおげば両親の墓地のある丘おかが見える、街の外れだった。深夜に人通りはない。到とう着ちやくしたとき、そこには背中を見せて立っているソワールの姿があった。

「約束どおり、誰にも伝えずにひとりで来たわよ」

　声をかけた──が、どうにもおかしかった。

　ソワールの反応が芳かんばしくない。ゆらり、ゆらりと今にも倒たおれそうになりながら振ふり返ったソワールは目が虚うつろだった。もともと生気に乏とぼしい男だったが、しかし今は乏しいなんてものじゃない。瞳ひとみに光はまったく感じられない。

「なっ……？」

　カノンは遅おくれて気づいた。

　彼は──既に死んでいる。

「え……どうして？」

　何があったのか、まったく理解できなくて思考がフリーズした。

　両親を殺したこいつを検挙する。その宿題は、どうなるの──

　と、そこに、抑おさえるような笑い声が響ひびいた。

「くくく……手紙に書かれた要求どおり馬ば鹿か正直に、過去の清算をたったひとりで果たそうという、あなたの心意気には感動しましたよ……」

　脇わきの木の陰かげから現れたのは、喪も服ふくのような黒いスーツを着た男だった。

「ペラダン……!?　どうして、あなたがここに──」

「ですがねぇ、かよわい女の子がたったひとりで敵に挑いどむのは危ないでしょう。だから、あなたに代わって復ふく讐しゆうを果たしておいてあげました。ついでに亡もう者じやにもなりますしね」

「っ!!　……まさか、あなたが死霊術師ネクロマンサー──」

「おーっと、それは早とちりですよ。魔ま術じゆつ師しの私に、死体を操るような錬れん金きん術じゆつは扱あつかえません。それは物質操作を得意とする、錬金術師の能力でしょう？」

「じゃあ、誰が……！」

　と、カノンがペラダンに気を取られて油断をした一瞬の隙すきに、背後に何者かの気配が現れた。カノンが振り返ると、そこにいたのは見慣れた少女だ。

「なっ!?　あなたは──あッ」

　言い切るよりも先に一いち撃げき。カノンは意識を刈かり取られて倒れた。

　暗転してゆく世界で、カノンは少女の申し訳なさそうな声を聞いた。

「……お姉ちゃん、ごめんね」




「ふふ、せっかくこれから人外兵器同士の演目が盛り上がるところなのに、幕を下ろされたら困っちゃいますからねぇ」

　夜よ闇やみの下でペラダンは笑みを湛たたえていた──と、そのときふと気づいた。

「ん？　この気配は……」

　糸目の視線をそちらに向け、監かん視し者の正体が誰か気づくと、さらに笑みを強くした。

「……あらあら、みなさん単独行動が好きですねえ。今この街は危険に満ちているというのに、肝かん心じんの頼たよれる主人公さんは、何をやっているのやら……」

　言った直後、暗がりから物もの凄すごい勢いの突とつ風ぷうが吹ふく。それに乗って、怒いかりの形ぎよう相そうで飛び出してきたのは──銀ぎん髪ぱつの少女だった。

「すべての黒幕……やっと尻尾しつぽをつかんだ。カノン・フラメルを返してもらう」
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　青あお峰みねアリスは、自分を許してなどいなかった。

　三週間前に街を騒さわがせた《天使》は自分だ。アリス自身の手による死者は出ていないが、街を壊こわしたのは事実で、その償つぐないはまだまだできていない。

　そして、その償いをするためにユウトと戦うことを決めたのに、償うよりも前に昨日、ユウトは亡者に襲われて負傷した。

　彼には返しきれない恩がある。そんな彼を守れなかった自分もまた、許せなかった。

　だからアリスは、ユウトとカノンたちとの楽しい錬魔祭そっちのけで、自分だけは死人還り事件ケース・リビングデツドの捜そう査さに集中すると決めた。

　もちろんユウトたちと錬魔祭の準備を楽しみたい気持ちもあったし、自分のいないところでユウトとカノンが仲良くしているのが癪しやくでもあったが、物事には優先順位がある。

　劉りゆうには報告してあった。許可を明言はしてくれなかったが、アリスが引き下がらなかったので結果的に、危険を感じたらすぐに逃げること、という条件で劉が折れた。

　アリスは昼間、ひとりで資料を調べていて、あることに気づいた。

　ナゴヤの事件と、ツクバの死人還り事件ケース・リビングデツド、この両方が起きた現場にいた人物──それがテオだった。

（テオちゃんが悪者だとは思わない。それに、こんな事実を伝えたらチシオ・ユウトが悲しむ。だから……わたしひとりで、事実を確かめる）

　アリスは、夜にひとりでユウトとテオの部屋をうかがい見た。事件の前例によれば発生は日にち没ぼつ以降に多いからだ。室内に、テオはいないようだった。

　当たりか？　と手ごたえを感じたアリスは、すぐさまツクバの街に出動した。

　ただ、街を駆かけていたアリスは同時に、ひとつ疑問に思うこともあった。

　死人還り事件ケース・リビングデツドは、最初にツクバで起こって以降、日が経たつにつれて件数が減っている。そして日が沈しずんでからの犯行が多いのは確かだが、昨日、有斗を襲おそった一件だけは日中なのに起こった。

（本当の条件は、日没だけじゃない……見落としていることがあるのかもしれない）

　思案しながら警けい邏らを続けるアリスは、やっと街中でテオを発見した。

　ただ、予想外の出来事が起こった。テオの前には、なぜかカノンがいて、しかもテオがカノンを襲ったのだ。信じられなかった。あんなに仲良くしていたのに。

　しかし一方で、その光景のすべてを一目で説明できるような男も、傍そばに立っていた。

　絶対に忘れない、その微ほほ笑えみは──ペラダンだ。

「なっ、あの男がなぜまたこの街に……!?」

　わからないけれど、ペラダンはアリスを騙だまして《天使》へと堕だ落らくさせた張本人だ。なにかを企たくらんでいなければこの地に戻もどってきてはいない。

　アリスは息を吞のむと同時に魔ま法ほう陣じんを足元に展開。それを勢いよく蹴けり、爆ばく風ふうの推進力でペラダンのもとへと突とつ進しんした。そこで、アリスの気配に気づいたペラダンと目が合った。

　にやりと笑われる。

　まるでアリスの登場すらも予測の範はん囲い内であると言いたげに。
















　直後、眼前に無数の人ひと影かげが突とつ如じよ現れた。闇の中から飛び出してきた、亡もう者じやたちだった。

「！　しまっ──」

　防ぼう御ぎよ姿勢を取るよりも早く、腐ふ敗はいした無数の手がアリスの柔やわ肌はだを摑つかんだ。







[image: 第六章　亡くした者たち]
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　少女は産まれながらに、ひとりだった。

　孤こ独どくを埋うめてくれる相手を求めていた。

　そして、その願望に適した能力を与あたえられてもいた。少女が縋すがる先を求めたとき、それは現れる。いつでも望んだときに傍そばにいて、絶対にいなくならない相手──

　亡者たちだ。
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　錬れん魔ま祭は翌日に迫せまっていた。賑にぎわいは街の空気をいつもよりも鮮あざやかに彩いろどっている。

　人口二三万の大衆のほとんどは、栄えい華がある復興都市を信じていた。

　ただ、その裏では、錬魔学園の生徒たちがテオの捜そう索さくとラインベルドの捜索……そしてなにより、死人還り事件ケース・リビングデツドの犯人──死霊術師ネクロマンサーを必死に捜さがしていた。

「繁はん華か街がい区画とオフィス街区画にそれらしき人物は見当たりません！」

「学生街区画に潜せん伏ぷくしている可能性がある！　防衛にも気を抜くな！」

「万一に備えてアランビッグの導入が許可されている！　準備を進めろ！」

　現在時刻、午前八時。

　開会式は、翌日一二時。

　残り二八時間以内に、死霊術師ネクロマンサーを捕ほ獲かくしなければ錬魔祭は中止になる──




　朝の八時、他の生徒とは違ちがってすることのない有ゆう斗とは、やっと自室で目覚めた。

　部屋は静かだった。カノンが朝ご飯を作りに来ていないから。昨日ふたりで話したことで距きよ離りが近くなったように感じて、ちょっと期待していたのだけれど。

（そりゃ、テオがいなきゃ来るわけはないか……）

　なんて納得してから、学園へ行く準備をしてから部屋を出た。

　しかし、いつもどおり一いつ緒しよに登校をしようとカノンの部屋をノックしてみて、違い和わ感かんに気づいた。

　カノンの部屋に人の気配がなかった。

「あれ？　先に行っちゃったのか？」

　テオが来てからでさえ、こんなことはなかった。最初、有斗はカノンから離はなれようとしたが、結局はテオという存在がふたりを鎹かすがいのように繫つないでいたから。

　カノンのＰＤＡ携帯端末に電話を入れてみるが、連れん絡らくはつかない。

　不思議に思いつつも寮の前に出ると、見知った顔と鉢はち合わせた。

「……劉りゆう学園長？」

　劉は有斗を見つけると、目を見開いて立ち止まった。肩で息をしていた。

　普ふ通つうじゃないその様子に、有斗は首を傾かしげる。

「何かあったんですか？　寮りように顔を出すの、珍めずらしいですよね」

「今朝、一通の手紙が学園長室に郵送されてきた……」

　言って、劉はまっ白な封ふう筒とうを懐ふところから出した。

　開けると、中にはカノンの筆ひつ跡せきで書かれた手紙が入っている。

　有斗は文字に視線を滑すべらせた。




『もしも私に何かあったときには、有斗をよろしく　彼を守ってあげて　カノン』




「は？」と、有斗は思わず声を漏もらした。

　そこでようやく、どうやらただ事ではない事態が起きているのだと察した。

「え。カノンは、どこに行ったんですか？」

「わからない」

「わからないって──」

「貴様なら知っているかと思って、こうして訪たずねたのだが」

「っ……！」

　確かに、カノンの失しつ踪そうにもっとも早く気づかなければいけなかったのは有斗だ。

　隣りん室しつ。所有主と所有物。カノンは有斗にとって恩人でもある。

　どうしたものかな、と、劉が本当に困った表情を浮うかべる。

「っ……俺が捜します」と有斗は言った。

「捜すといっても、手がかりはどうする？　片かたっ端ぱしから当たるにはツクバは広すぎるぞ」

「それでも……方法が他にないなら、そうするしかない」

「いや、貴様──」

「俺の責任です……この大変な時期に申し訳ありません。劉学園長も、もし動かせる人員がいるなら頼たのみます！」

　そうして有斗が学生鞄かばんを寮の中に放って、駆け出そうとしたときだった。

　遠方の空で、きらりと何かが光った。

　それは彗すい星せいのような勢いで、こちらに飛来して──

「えっ……人影!?」

　有斗は慌あわてて躱かわした。地面にドシャア！　と、前かがみに着地した人影の足元から砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。粉ふん塵じんが風に流されて、その顔を確認できた。

「ッ…………アリス？」

　そういえばアリスも、昨日から姿が見えなかった。

　彼女の身体からだは傷だらけだった。制服はところどころが破け、肌はだに裂れつ傷しようがいくつもある。

「っ、どうしたんだよ！　早く医務室にいかないと！」

　有斗は慌てて駆け寄り、介かい抱ほうする。

　しかしアリスは首を振ふった。傷だらけのまま、ふらつきながら言った。

「くっ……あなたに、伝えないといけないことがある」

「な、なに？」

「カノンが襲われた。死人還り事件ケース・リビングデツドの犯人は、テオちゃんだった」

　っ…………。

　……………………。

　………………………………。

「え？　いや、アリス、いったい何を──」

「もちろんテオちゃんの本意ではないはず。本当の黒幕は、おそらくあの男……ペラダンが、この街に入っている」

「ッ!?」

　ペラダン──宿敵とも言えるその名前に、有斗は反射的に拳こぶしを握にぎりこんだ。

　隣となりで聞いていた劉の表情も、一いつ瞬しゆんにして鬼き気き迫せまるものに変わる。

「貴様は奴やつと会ったのか」

「昨夜、テオちゃんを連れてカノンを襲っている場面に遭そう遇ぐうした……止めようとしたけど間に合わなかった。ソワールも既すでにやられている様子だった」

「ソワール氏も？」

　と、劉は驚おどろきつつも唇くちびるを横に結んだ。

「……まあいい。ひとまず今はカノンとテオの救出だ。それと貴様はすぐに休め」

「アリス、カノンがどこにいるのかだけ教えてくれっ」

　有斗の真しん剣けんな目をアリスは見つめ返し、神しん妙みような顔で頷うなずく。

「こちらから向かう必要はない。ペラダンの狙ねらいは最初から有斗、あなただった……わたしがこうして生きたまま返されたのは、ペラダンから伝言を頼まれたから」

「伝言……？」




〝仮かり初そめの家族ごっこはもう終わりです。

　死人であるあなたに相応ふさわしい舞ぶ台たいを用意しました。

　楽しんでください〟




「な……」

　死人。確かに有斗は一度死んだ身だが。

「ペラダンは、あなたを始末するために現れた」

「そのためにテオを使ったのか？　でもテオが奴に協力する動機は……？」

　有斗が理解できずにいると急に頭上から、あたり一帯に影かげが落ちた。

　空を見上げた。雲がかかったのかと思ったが違う。そこにあったのは──

「っ、これは……《天使の繭シエルター》!?」

《天使》は発現時に《天使の繭シエルター》と呼ばれる空間を自身の周囲に発生させる。黒い闇やみそのものと言うべきそれには、触ふれるだけですべてを分子レベルで分解してしまう効力がある。《天使》が人型であるにもかかわらず超ちよう常じよう災害と呼ばれるゆえんだ。

　ただ、街の上空に発生しているその《天使の繭シエルター》は以前と形が違った。以前はブラックホールのような球体だったが、今回空を覆おおっているのは「靄もや」のような形状。

　その靄が、上空から地上へと吹ふき降ろした。街のビル群に振りかかると、屋上、外がい壁へき、それらを粉こな微み塵じんに分解する。寮の敷しき地ちを囲っていた外壁が崩くずれ、街の大通りが一望できるようになる。そして有斗は、五〇ｍほど先に発見した。

　──テオの姿を。

「ッ、いや、あれは…………テオの様子がおかしい」

　小こ柄がらな少女は、横に伸のばした両手のひらと顔を上空へと向けて、まるで恵めぐみの雨をその身に浴びるかのような体勢を取っていた。瞼まぶたは閉じている。彼女の周囲だけは靄が降り注がず、安全地帯になっている。

　事態に気づいた他の生徒たちが、街や学園から寮の周囲に集まり始めた。

「おいおい、様子がおかしいと思って来てみたら、なんだ、ありゃ……」

「えっ、待って……あれは間ま違ちがいないわ……《天使》よ!!」

「あの子はチシオ・ユウトが連れてきた……どうして、あの子が《天使》に？」

「そんなことはどうでもいい！　人類の敵《天使》を放置すれば街がまた崩ほう壊かいするぞッ」

「そうよ！　一刻も早く、殺さないとっ！」

　殺す？

　テオを？

　有斗は、その言葉を耳にした瞬しゆん間かんに生徒たちのほうへと駆かけていた。

　ここ数日間しか関わっていないけれど、有斗にとってテオは妹のような存在だ。

「そんなことをさせるか！」

「っ、チシオ・ユウト!?」

　攻こう撃げきを敢かん行こうしようとしていた男子生徒の胸むなぐらを摑つかむと、生徒は必死の瞳ひとみで返した。

「で、でも現にいま目の前で《天使の繭シエルター》を顕けん現げんしているだろうっ……なら君が、またあれを止めてくれるっていうのかよ!?」

「ッ、それは──」

　わからない。そもそもテオがなぜ《天使》に？　その理由さえわからない。

　いつもならカノンが教えてくれることもある。でも、そのカノンさえいない。

「貴様ら、狼狽うろたえるな！　あれを出せ！」

　劉学園長が怒ど号ごうを響ひびかせ、生徒たちの数人に何かを準備させ始めた。

　しかし有斗は何から対処すればいいかわからない。情報が決定的に足りていない。頭を搔かきむしりたかった。

　と、そんな有斗の前に、生徒たちをかき分けて大きな人ひと影かげが現れた。

「くそ、手て遅おくれだったか……！」

「な!?　ラインベルド!?」

　有斗が思わず出した声に、気づいていなかった生徒も、劉もそちらを向いた。

　次から次に起こる不測の事態に、場は混乱を極きわめていた。

「貴様……何をしにきた？」

　劉が手で動どう揺ようする生徒たちを制す。が、彼女が一言ラインベルドの捕ほ獲かくを命じれば、ここに集まっている数十人の生徒たちはそれを迅じん速そくに実行するだろう。一いつ触しよく即そく発はつだ。

　ただ、ラインベルドはそんな周囲に目を向けもせず声を荒あららげた。

「私の処しよ罰ばつなら、あとでいくらでも受ける。今はそれどころではないだろう！」

　その一いつ喝かつは、今までの冷静な彼からは想像もできない声量だった。皆みなが──劉でさえ一瞬すくむのに充じゆう分ぶんな気き迫はくだった。

　しかし、有斗はそれで逆に我に返った。

　むしろラインベルドと同じくらいに剣けん幕まくを強めて、にじり寄った。

「そうだ……もとはといえば全部、あなたが姿を消した途と端たんに始まった。あなたなら、こんなことになってる原因を知ってるんじゃないのか？　テオはどうして《天使》に？」

「騙だましてすまなかったとは思っている。だがチシオ・ユウト、まず真っ先に君へ伝えようと思ってこうしてやってきたのだ」

「……え？」

　ラインベルドは告げた。苦にが虫むしを嚙かみつぶすような表情で。

「あの子は、君とよく似たコンセプトのもとに生まれた人間兵器だ。精神をダウンロードで賄まかなった君とは違ちがい、肉体も精神も完かん璧ぺきに作られた存在。テオセベイアは、いわば真の人工生命ホムンクルスなのだよ」

「………………なっ──？」

　眉まゆ根ねを寄せる有斗に、ラインベルドは苦しそうな低い声を出した。

「私は……罪人のひとりだ」

　それは呻うめき声に似た、重々しい懺ざん悔げだった。




　ラインベルドは、ソワールと同じナゴヤの錬れん金きん術じゆつ師し会で人工生命ホムンクルス研究を共に行っていたという。それは研究素体を死体から作るという非人道的なものだった。

　研究名：T-Kulturテイー・クルトウア　──Kulturとはドイツ語で培ばい養ようという意味を持つ。

「私がナゴヤの錬金術師会に加わったのは五年前、一八歳のときだった……そのときには既にT-Kulturテイー・クルトウアは進んでいた……もちろん私は抗こう議ぎした。だが、ソワールは穏おだやかな声で言った。『遺族も人類の救済のためと了りよう承しようのうえだ、あくまで脳死後の臓器提供みたいなものだよ』とな。その言葉に、私は内心では納得しきれないまでも、人類の未来と、そしてナゴヤという街の復興のためになるのだと自分に言い聞かせて、彼の実験に従った」

「っ……」

「死霊術師ネクロマンサーは、死体に愛着を持っているような異常者だ、と君たちは推理したな？　しかし違うのだ。あの子は死体から生成され、それゆえに生まれながらにして適性を持っていた。死霊術ネクロマンシーの適性を──もともとは死霊術ネクロマンシーを完璧に操作できる人間兵器として培養するのがソワールの目的だった。そうすれば、戦場で負けることは絶対にないからな。相手を殺して死体が増えれば増えるほど、自軍の兵隊にできる、革新的な発明品だ」

「そんな恐おそろしい計画を……」

「ああ。ただし、あの子には問題があった。カノン・フラメルのご両親すら人格を作りあげることはできなかった。同じ課題を、ソワールもやはり完璧にはクリアしえなかったのだ」

「？　どういうことだ」

「テオの人格は孤独に弱すぎるんだよ。孤独というストレスによって不安定な精神状態になると、自分と同じ存在である亡もう者じやたちを無意識に呼びよせてしまう……まさにコントロール不能の無差別殺傷兵器となる。私はそれを止めに、彼女を追ってきたのだ」

　そこへ、アリスが呟つぶやいた。

「……亡者は夜に多く出現した。もしかして、それもテオちゃんの精神と関係が？」

「ああ。おそらく、実験場と似た暗い空間があの子の孤独感を増してしまうからだろう。そして唯ゆい一いつ、昼間に亡者を呼び寄せたあのときは、私が無理やりに連れ去ろうとしたタイミングだった……私が、あの子の心を追いつめてしまったのだ。あの子は未完成ゆえに、自分の境きよう遇ぐうはおろか、私のことさえ覚えていなかったからな」

　無意識に暴走してしまう、未完成の兵器。

「ならテオは……自分で何をしているか理解していないのか？」

「そうだ。だからあの子の目を覚まさせて、止めてほしいんだ。同じレベルの実力を持つ君の手で」

「俺の……手」

「わがままだとはわかっているが、他に手段がない」

　ラインベルドが苦々しげに目を細めた。

　有斗は自らの手のひらへ視線を落とした。そこにあるのは《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》だ。

　ラインベルドへの不満なら、煮にえたぎるほどあった。彼の言葉が真実ならテオは完全に被ひ害がい者だ。あまりにも可か哀わい想そうな被害者ヒロインだ。でも、その怒いかりをぶつけるよりも前に尋たずねる。

「どうしてテオは未完成のまま解放されたんだ？」

「あの子を解放したのは──私だ」

「っ、あんたがテオを？　どうして……？」

「ソワールは遺族の了承を得るどころか、実験のために人を殺していたからだよ。あの子──テオセベイアはソワールの手によって殺された優ゆう秀しゆうな術師ふたりの肉片と、ソワールがそのときに強ごう奪だつした、ふたりの研究成果を核かくに、無数の死体を合成して作られている」

「っ……肉片って、常じよう軌きを逸いつしてる」

「ああ。そして、その核というのが──カノン・フラメルの両親だ」

「ッ!?　な、えっ──」

「つまりテオは、カノン・フラメルのご両親の遺伝子を継ついだクローンのようなものなのだ」

　有斗は、もはや声すら出せなかった。

　テオは、殺されたカノンの両親から作られている？

「その事実を知って、私は、やっと自分のしている行こう為いの残ざん虐ぎやく性に気づいた」

　ラインベルドは自らの顔に大きく残っている火傷やけどに、震ふるえる指で触れた。

「フラメル夫妻は私の恩人でもある。その遺体を弄もてあそぶなど許せるはずがない。だから彼らの肉片と研究成果により作られたテオを解放したくて培養器を破は壊かいし、テオを逃にがした……しかし、未完成なテオは事件を起こした。それが数日前にナゴヤで起こった襲しゆう撃げき事件の真実であり、今ツクバで起きている死人還り事件ケース・リビングデツドの真相だ。すべては私の責任だ」

「ッ──」

「私が君の監かん視しを名めい目もくとしていた理由は、ふたつあった。ひとつは君と一いつ緒しよにいたテオをなんとか止めるため。錬魔学園の学生が襲おそわれたときに駆けつけることができたのも、そのためだ──だが、それだけではない。私には、カノン・フラメルをテオから守る責任もあった。テオがツクバに向かっていることを知ったからだ」

　だから最初に会ったとき、ラインベルトはテオだけでなくカノンを気にかけた。

「テオがツクバに来た理由は偶ぐう然ぜんではない……あの子の中にあるフラメルの遺伝子が、無意識的な帰き巣そう本能となってカノン・フラメルを求めたのだ」

　お姉ちゃん──とカノンを呼んだ、テオの笑顔が思い出された。

　今思うと皮肉だった。あれは、ある意味で真実だったということだ。カノンの両親の遺伝子を継いだ子なら「カノンの妹」と呼んでも間違いではないから──

　そして気づいた。

「っ！　まさかカノンは、両親の復ふく讐しゆうのためにひとりでソワールに会いに行ったのか」

「ああ。私も引き留めようとしたのだが……止められなかった」

「……そして俺は、そんな事情も知らなかったってことか」

　有斗は無力感から歯を食いしばった。

　家族ごっこ、とペラダンはアリスへの伝言に残した。それは、この事実を知ってのことだったのだろう。カノンの本当の苦く悩のうをわかってやれない有斗への糾きゆう弾だんだ。

『もしも俺にできることがあったら、なんでも言ってくれ。一緒に犯人を捜さがそう』

　カノンは答えた。

『あなたは、世界を救う救世主よ』

　あの答えで、有斗は昨日、カノンと心を開き合えたつもりだった。

　でもあれは、肯定の意味じゃなかったのだろう。

　有斗が救うのは世界であってカノン私じゃない──きっと、そういうメッセージだった。

「今思えば、すべてはあの男の思おも惑わくだったのだろう。未完成なテオを解放するように誘導したのは、ある日私の前に現れ、ソワールとテオの真実を教えた、あの男だ──ペラダン。奴やつがすべての糸を引いている」

「ッ……!!」

　同時に。見計らったように、ひとりの足音が迫せまってきた。

　生徒たちが気け圧おされたように道を開ける。ゆっくりと歩いてくるそいつに顔を向ける。

「う～ん素晴らしい、そこまでの推理はおおむね正解ですよ。よくできましたね」

　ぱちぱちと拍はく手しゆをする喪も服ふくのような黒スーツを着た男──

「ペラダン……！」




「ただ、ひとつだけ補足がありますね。テオセベイアがツクバに引き寄せられた理由、それはカノンさんの遺伝子を継いでいるからだけではありません」

　ペラダンはいつもの平静な表情のまま続けた。

「……どういう意味だ？」

「まだわかりませんか？　君はカノンの両親が遺のこした研究をもとに作られた人工生命ホムンクルスの第一号です。それに対してテオセベイアは、同じ研究をもとに作られた第二号……そういう意味では、あの子は君のことも同類と感じ取っていた」

　テオにとって、カノンを遺伝子上の姉とするならば。

　この世にたった二人しかいない人工生命ホムンクルスのひとりである有斗は──

「カノンが姉であるように、チシオ・ユウト、君はあの子の『兄』なのです。つまり、あの子が言う『おうち』とは、君たちふたりのことだったんですよ」

「っ……！」

　──お兄ちゃん、と。

　テオの呼ぶ声が、耳元で再生されたように感じた。

　視界がじわ、と滲にじんだ。

「そりゃそうでしょう。作られたあの子に本当の家だなんて、そんな暖かな場所があるわけがない。所しよ詮せんはモノに過ぎない人工生命が人との繫がりなど得られるわけもない」

「お前ッ……！」

「ただ、誤算もありましたよ？」

　有斗が飛びかかろうとするが、それをペラダンは手で制し、微び笑しようを浮うかべた。

「私の最初の算段では、精神が不安定ながらも強力な力を持つあの子を利用して、街を混乱に陥おとしいれたうえで、最終的にはチシオ・ユウト……あなたとぶつけて、あなたを倒たおしてもらうつもりだったのです」

「…………」

「しかし、あなたやカノン・フラメルがテオに優しいお兄さんやお姉さんとして愛情を与あたえてしまったがために、あの子の暴走を引き出しきれなかった。あの子から孤独を取り上げると、兵器としての価値が下がる……ですので仕方なく今回のように、じきじきにあの子に近づき、暴走させるしかなくなっちゃったんです。私が青あお峰みねアリスの一件から学んで魔ま術じゆつ的措そ置ちで精製した、精神干かん渉しようの秘薬で無理やりにね」

「無理やり、だと……？」

「物自体は大したものじゃありません。ただ、しかるべき相手に使えば《救済の剣けん》とは逆の効能を誘ゆう発はつし《天使》を作れる」

「お前は《天使》について知ってるのか」

「詳くわしい説明は退たい屈くつですから端折はしよりますけどね。ともあれ、あの子が今苦しんでいるのは、いわばあの子に優しくし過ぎたチシオ・ユウトのせいとも言えるというわけです。おお嘆なげかわしや、なんて可哀想な少女なのでしょうっ！」

　ペラダンの芝しば居いじみた口調に、有斗は歯は嚙がみしながら尋ねる。

「……カノンをどこにやった？」

　ペラダンは肩かたをすくめる。

「そうですね、ソワールさんの方はテオセベイアを回収されると目的を達成できませんから早々に殺して駒こまになってもらいましたが──」

　ペラダンが視線を向けた先、テオの周囲には亡者の軍団が、街のどこからともなく集まり始めている。おそらく、その有う象ぞう無む象ぞうの中に、変わり果てたソワールもいるのだろう。

　もはや彼は、亡者軍団の一兵卒に成り下がった。

　横で、劉から生徒たちに大声が飛んだ。亡者どもを食い止め始める。

　その光景を、ペラダンは目を細めて微笑ましく見つめながら言う。

「安心してください、肝かん心じんのカノンさんの方は、ソワールさんなんかよりもよほど使い道があったので生かしてあります。救いたければ、この戦線を潜くぐり抜ぬけてテオセベイアのもとまで来てください……主人公くん」

　そう言うやいなや、ペラダンは亡者たちの群がる前線へと、滑すべるように歩みだした。

「っ！　待て!!」

　すぐさま追いかける有斗は、しかしすぐそばの地面にも無数の穴が現れたことに気づいた。亡者。それが次から次へと這はい出てきて、腕うでを伸のばして襲い掛かかってくる。

　亡者の向こうでは、いまだテオが瞼まぶたを閉じて天を仰あおいでいた。





３






　街は、あっという間に戦場へと変へん貌ぼうした。

　死人還り事件ケース・リビングデツドについては公おおやけの問題になる前に内密に処理する──それが当初の指針だったが、もう報道統制は手て遅おくれだ。戦線から悲鳴を上げて逃げ惑まどう市民たちの避ひ難なんを誘導しつつ、生徒たちは戦せん闘とうの手も緩ゆるめられなかった。

「そっちにまとめて行ったぞ！　炎えん熱ねつでも冷れい却きやくでもいいから一気に蹴け散ちらせ、ノロマ魔術師！」

「ちぃッ、指図をするな錬れん金きん術じゆつ師し！　貴様らこそ防ぼう壁へきの強度を上げろ、足止めをしないと手が足りない！」

　魔術科と錬金術科が互たがいを罵ば倒とうしながらもチームワークが取れているのは、前回の《天使》戦を経へた経験ゆえだった。

「学園長、アランビッグ準備完かん了りようしました！」

「ようし、お見み舞まいしてやれ！　錬魔学園の技術力をな！」

　さらに生徒が持ってきたのは、戦車ほどのサイズがある錬金兵器だ。

　アスファルトとの接地面に六つのタイヤがあり、その上にクレーン並みに巨きよ大だいな錬れん成せい管がふたつ、パイプで繫がっている。それぞれの錬成管に魔術科と錬金術科の生徒がふたりずつ手を触ふれて術を起動する。と、先せん端たんからは大たい砲ほうのように鉛なまり色いろの弾だん丸がんが放たれる。

　その弾丸は《天使の繭シエルター》に守られた亡もう者じやたちを、繭まゆごと撃うち滅ほろぼしていた。

　有斗が劉を見た。

「劉学園長……あれは？」

「《天使》の再臨と、それに対たい抗こうし得る戦力がチシオ・ユウトしかなかったことは錬魔学園の存在意義を揺ゆるがす汚お点てんだった。この三週間、錬魔学園は最優先事じ項こうとして《天使》の核かくから、より深くへの解かい析せきを急いだのだ──アレは、その結果だよ」

《天使の繭シエルター》にはあらゆる攻こう撃げきが効かない。あらゆるものを分解してしまうからだ。ならば、分解される端はしから再生すればいい。これは有斗の『超ちよう再生』から得た着想だった。

「そんなことが……？」

「もちろん貴様の肉体ほどの耐たい久きゆう性は持たないがな。半刻程度なら持ちこたえられるはずだ。開発の指示を出したのはハヤト会長だ。あの方も、なんだかんだ言って貴様には感謝している」

「っ……」

「ユウト、最後にひとつだけ教師としてアドバイスだ。人が《天使》と化してしまう理由について、錬魔学園としても調べてみた──そもそも魔術と錬金術は、人間が本来持たない超ちよう常じよう能力をその身に宿す技術だ。精神に干渉する魔術と、肉体に干渉する錬金術……それぞれだけならば制せい御ぎよ可能。しかし、その両方を混ぜてしまったアリスは精神と肉体のバランスを崩くずした結果《天使》となったと考えられる……強すぎる力が人間という器うつわから零こぼれ出てしまうからだろう」

「っ……それが？」

「ただ、もうひとつ何か理由があるはずなのだ。アリスやテオと貴様の差は微び細さいだ」

　魔術と錬金術の『融ゆう合ごう』と『掛け合わせ』その差は細かくてデリケートだ。

　アリスやテオは脳のう細さい胞ぼうつまりは精神を、錬金術によって複数結合あるいは創生された。これは魔術の領域に錬金術が侵しん入にゆうしたことを意味する。対する有斗は、魔術によって人格を召しよう喚かんし、錬金術によって肉体を錬成しただけなので互いの領分を侵おかしてはいない。

　とはいえ有斗は錬金術製の肉体でありながら人格によって魔術も使いこなす。

「貴様も《天使》になっていてもおかしくはない……が、貴様はアリスやテオと違ちがって《天使》にはなっていない。その差にこそ《天使》というメカニズムを解く鍵かぎがある」

「…………」

「引き留めて悪かったな。さあ、貴様の道は我々錬魔学園が、この名に懸かけて切り拓ひらく──先を急げ」

「っ、はい……！」

　劉に頭を下げてから、生徒たちと亡者の乱戦をかきわける。数十ｍ先に見えるテオのもとへと急ぐ。

　と、視線をテオにばかり向けていたせいでわずかな隙すきができていたらしい。

　生徒たちの手を逃のがれた亡者が一体、死角から飛び出してきた。

「くっ!?　邪じや魔まな──」

　回かい避ひは間に合わない。多少のダメージを覚かく悟ごして防ぼう御ぎよ姿勢を取る。その有斗に亡者の腕が触れようという瞬しゆん間かん、さらに死角から「何か」が突つき出てきて、亡者を弾はじき飛ばした。

「愚おろか者！　亡者の攻撃には、君の超再生が効かないのだろう！　無む駄だな体力は使うな！」

「ッ、ラインベルド……！」

　ラインベルドが、その巨腕で操っていたのは、ただの鉄パイプだった。

「って、でもあんた、さすがにそんな武器ひとつじゃ──」

「見くびるな。道を踏ふみ外はずしたとはいえ私も錬金術師だ。自分の身くらいは自分で守れる」

　言うと同時に、ラインベルドの持っていた鉄パイプが煌こう々こうと黄金色に輝かがやく。そして光が収まると、そこには金色の槍やりが握にぎられていた。

「なっ……!?」

「知らないのか？　最新の錬金術師は特定のワンアイテムを錬器に定めるが、一昔前はそうではなかった。私の錬器は金属全ぜん般ぱん──そして能力は『黄金劇団カリオストロ・コロス』。鉄という素材さえあれば、それを作り替えて亡者の五体や十体など蹴散らす軍団と変えられる」

　ラインベルドの右手には半開きのキャリーケースが引きずられている。彼はそれを空中に蹴り上げると、そこに手のひらをかざした。

　途と端たん、圧あつ倒とう的重量で零れ落ちた多面体の鉄塊が黄金色の輝きを放ち、メコメコと形を変える。現れたのは、今度は槍どころではない。

　黄金色の甲かつ冑ちゆうを着た兵団だった。

　その数、十三体。

「……できれば、救いのある演劇をあの子に見せるためだけに、使いたかったがな」

　ラインベルドは自じ嘲ちよう的に、苦々しい笑みを浮かべると、有斗に叫さけんだ。

「ここは私に任せて先へ行け！」
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　若い頃ころにフラメル夫妻に救われたラインベルドは、自身も世のため人のためになる研究に携たずさわりたいと考えていた。だから錬金術に足を踏み入れた。

　金属錬成を学んだ末に、金属を黄金に変える力を得た。

　はじめは貧しい者を救うために役立つと喜んだ。

　……が、実際にはそんな力など、争いの種にしかならなかった。人は弱い生き物だ。

　ただ、優すぐれた能力を持っていることは事実だったので、その力を理由にナゴヤの錬金術師会本部に推すい薦せんされた。自分ごときがおこがましいとも思ったが、断りはしなかった。

　錬金術師会本部に入れば、潤じゆん沢たくな資金と優良な施し設せつで研究を続けられる。そうなれば、フラメル夫妻がツクバで《救済の剣》を開発したように、自分もナゴヤにとって価値ある発明を生みだせるかもしれないと思った。

　しかし、ここでも現実は理想と違った。どこの研究室もそうであるように、ナゴヤの錬金術師会でも、新米の研究者に実験の機会は与あたえられなかった。ラインベルドに求められたのは、先せん達だつたる錬金術師、ソワールの手足となって働くことだった。

　そうしてラインベルドは、人道に反した研究の片棒を担かつぐこととなった。

　……ただ、唯ゆい一いつよかった点もある。

　テオは胎たい児じの頃、培ばい養よう器に入れられていた。やがて成長すると、チューブで繫つながれた半睡すい眠みん状態で、色んな知識を人工的に脳へと電気信号で送られ、強制的な学習をさせられた。

　そのテオの虚うつろな視界の先で、せめて悪夢を見ないようにと、ラインベルドは人形劇を見せてあげた。それをできたのは、金属を黄金に変え、自由に変形・操作できる能力があるからだった。

　結果的に、テオの曖あい昧まいな記き憶おくに残ったのは人形だけで、ラインベルドは忘れられていたが、それでもラインベルドが唯一、自分の力が人のためになったと思えた瞬間だった。

（……もちろん、あの程度で私の罪が消えなどしないがな──）

　だから今もラインベルドは、せめて世のため人のためになるよう、この力を使う。

「──ここは私に任せて先へ行け！」

　ラインベルドが叫ぶと、チシオ・ユウトは頷うなずいてテオのもとへと走り出した。

　ラインベルドは彼を送り出してから安あん堵どした。

　自分ではテオを本当の意味では救ってやれない。しかし、ここ数日監かん視ししていた限りでは、チシオ・ユウトならば可能かもしれないと思えた。彼は純じゆん粋すいで強い心を持つ。

　ならば、彼の道を切り開くために自分は犠ぎ牲せいになっていい。

「ちょっと、なに物思いにふけってるのよ！　そんな余よ裕ゆうはないでしょう！」

　──と、ラインベルドの横に並ぶようにやってきたのは、見覚えのある女子生徒だった。

「っ……君は、あのときの」

「そうよ。あのとき、気を失う寸前はあなたが敵かと思ったけど、本当はあなたに助けられたみたいね？　学園まで運んでくれたって聞いているわ。あんたみたいなゴツい男はタイプじゃないけど、恩は返さないとね」

　ラインベルドは自嘲的に笑う。

「……まさか、子供を助けるために、子供たちに力を借りることになるとはな」

「錬魔の生徒を舐なめてもらっちゃ困るわよ。うちの妹だって今回は本気だしね」

「待ってお姉ちゃん！　亡者たちが……！」

　女子生徒の傍そばには、もうひとりの少女が来た。よく似ている。妹だろう。

　その子が指差した先を見れば、先ほど黄金の軍団によって蹴散らした亡者たちが力を取り戻もどし、のそのそと起き上がりはじめていた。姉のほうの女子生徒が舌打ちする。

「ちっ、倒たおしても倒しても復活するってわけね……」

「チシオ・ユウトには亡者の五体や十体など蹴散らすと強がってみたものの、彼が根源を止めない限りはきりがないようだな……」

　まさに不死の軍団。痛みも恐きよう怖ふも疲つかれも知らない。

　先に体力が尽つきるのは、こちらになりそうだ。

　だが、それでもよかった。

　この演劇の主役は、チシオ・ユウトだ。

（私は脇わき役やくに過ぎなかろうとも、彼がテオヒロインを救ってくれるなら、それで──）

　そう決めて、ラインベルドは手に握った黄金の槍に力を込めた。持てる力のすべてを亡者たちへとぶつけるべく、腹の底から雄お叫たけびを上げた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」
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　有斗はラインベルドを置き去りにしたあと背後を一度だけ振ふり返り、すぐに前を向いた。

「……急がないと」

　錬魔学園の生徒たちがいかに優ゆう秀しゆうであろうとも、そしてラインベルドがいかに優れた錬金術師であろうとも、あの不死の軍団をいつまでも足止めできるわけがない。猶ゆう予よがない。

　奥歯を嚙かみ、太ももに力を込める。足の裏で強く地面を蹴る。全速力で、亡者たちが群がるさらに先、戦地の奥、テオのもとへと走った。

　亡者の数体が有斗へと迫せまる。有斗は右手の親指、その先を嚙み千ち切ぎる。血が滲にじむ。と同時に、人工肉体に備わった機能のひとつ【gear:Gold黄金】が起動する。

　指先に生まれた黄金色の光が、手、腕うで、全身へと高速道路の光こう跡せき撮さつ影えいのように駆かけ廻めぐる。

　その効果は万象分解。触ふれたもののほぼすべてを──たとえそれが炎ほのおであろうとも、光と熱に──分解してしまう《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》だ。

　ただし、亡者たちはこれを無効化する能力を有している。

『亡者は接せつ触しよく攻こう撃げきのさいの付ふ与よ効果として、万象分解を追放パージしているのよ』

　以前、有斗が亡者に襲おそわれたあと、カノンと作戦を練ったさいに言われた言葉だった。

　なら触さわらせもしない。

「どけェッ！」

　振り上げた手のひらを、アスファルトへと叩たたきつけた。

　瞬間、黄金色の火花が視界に溢あふれた。接着面から、凄すさまじい速さで地面が崩ほう落らくしてゆく。生まれたのは大穴だった。亡者の群れが、大穴に吸い込まれて落ちてゆく。

「亡者は大人しく地面に還かえってろ……」

　亡くなった人を粉々に砕くだくのは心が痛む。しかし、これでしばらくは這はい上がってこられないはずだ。視線を再び前方へ。

　テオまでは残り一〇ｍ弱。目前に迫っていた。

　しかし──そこで有斗の視界が、緑色の閃せん光こうで満たされた。

　電でん撃げきのドームが周囲に展開。その内部にいる有斗を、雷かみなりに撃うたれたかのような衝しよう撃げきが襲った。あきらかに亡者の仕し業わざではなかった。

「ぷっは……な、なんだっ……!?」

　雷らい撃げきによる煙けむりが風に煽あおられて晴れてゆく。

　視界には、馴な染じみ深い少女が銃じゆう口こうを有斗に向けて、道を塞ふさいでいた。

「……カノンッ!?」

「ゆ、う、と……」

　カノンは虚ろな目で有斗を見み据すえていた。

　が、そこに彼女の意識はないだろうとすぐにわかった。

「あなたは……ここからさきには、すすめない」

　ペラダンは言っていた──使い道があるから、生かしてある。

　その意味を有斗は理解して、顔を歪ゆがめた。

「……人体操作マリオネツト」

　それが人の肉体であり、意識を有していない限り、テオは傀かい儡らいの対象に取れる。

「だからって、まさかカノンの超ちよう常じよう能力も全部使えるのかよ……反則だろっ」

　万象分解はモノを操る錬金術師に対して、すべての物体を分解してしまう優位性を持つ。

　だが、カノンが撃ち出す魔ま術じゆつは分解のしようがない。

　カノンの魔術特性は〈Aitherエーテル〉。

　エーテルとは、古い錬金術用語で第五元素。目には見えないが宇宙空間に満ちていて、世界の事象と事象を繫ぎ、新たな現コ象トを発生させるという概がい念ねん的存在だ。

　その名を冠かんする魔術の効果は、万象分解の真逆。

　あらゆるものを結合させる。

　たとえば電流は、電子の運動を結合によってコントロールすることで発生する。

　有斗の『人格』と『人工肉体』を結合できたのも、この魔術特性のおかげだった。

「くッ、カノン！　目を覚ませ！」

「…………」

　カノンは答えない。一切の容よう赦しやなく錬金銃で有斗の急所を狙ねらってくる。

　その攻撃を有斗は紙かみ一ひと重えで躱かわそうとするが、いかんせん手数が多い。いくらかは肉体で受けざるをえなかった。電撃が細さい胞ぼうを破は壊かいする。普ふ段だんなら超ちよう再生が起動するが、亡もう者じやたちに襲われたときと同様に、超再生の効力が弱い。テオに操られているカノン、そのカノンが操る弾だん丸がんにも超再生封ふう殺さつの効果が付与されているのだろう。

　だが痛みは歯を食いしばって堪こらえた。

（……カノンのほうが、はるかに辛つらいはずだ）

　先に話しておいてくれれば、こうなる前に力を貸してやれたのに──そう思ったが、有斗は口を噤つぐむ。カノンが有斗を頼たよらなかった理由なら、今はもうわかっていた。

　昨日、一いつ緒しよに犯人を捜さがそうと言った有斗にカノンが返した言葉。

「俺を、世界を救う救世主って呼んだ……あの答えは、俺が救うのは世界であってカノンじゃない、というメッセージだろ？」

　カノンの思いが痛かった。

　有斗を本当に、大切に思ってくれていたとわかったから。

　だからこそ、有斗を関わらせないようにしたとわかったから。

　でも。

「そんな勝手を許すかよ」

「…………」

「俺は君も救って世界も救う」

　有斗はカノンに近づこうとする。

　──伝えたいことがあるんだ。

　が、ただでさえ遠えん距きよ離り戦のスペシャリストであるカノンの攻撃を、万象分解もできず、超再生もできない有斗には突とつ破ぱする術すべがなかった。ただダメージを重ねた。裂れつ傷しようの上に裂傷が重なり、抉えぐったような傷口を作った。

「ぐ、あ……」

　つい眉み間けんを狭せばめて声を漏もらす有斗に、カノンが朦もう朧ろうとした目を向けて言った。

「これいじょうは、あなたを苦しめるだけ……いっそ終わらせてあげる」

　言葉とともに、黒い靄もやが彼女を包つつみ隠かくした。姿が視界から消えた。

　ハッと目を瞠みはる。

　直後、カノンの気配がすぐ背後にあった。振り返ると、その隙すきに、カノンの銃口が鼻先に向けられていた。いつのまにか距きよ離りを詰つめられた。黒い靄を目くらましに使ったのか。避さけようにも、この距離では反応が間に合わない。

「終わりよ」

　まずい──と思った、そのときだった。

　横から突風が吹ふいた。

　有斗の身体からだが吹き飛ばされる。それで、かろうじて攻撃から逃のがれた。横っ飛びした有斗は空中で一回転したあと、慌あわててバランスを取った。

　両足、両手を地面について着地する。ふわり、と微び風ふうが髪を靡なびかせる。

　その風は、いつだったかショッピングモールの対戦ゲームで感じたものと同じだった。

「これ以上、ユウトの邪じや魔まはさせない」

　振り返れば、銀ぎん髪ぱつの少女がいた。

「アリスっ!?」

「ここはわたしに任せて。あなたは本丸を叩いて」

　アリスが顎あごで指した先には、靄のような《天使の繭シエルター》。

　そして、その靄を身体から放出しているテオが見えた。

　もう目と鼻の先まで迫っている。あとはカノンを越こえられさえすれば届く。

「なっ……でも君は、傷がまだ癒いえきっていないはずじゃ──」

「あなたのすべきことを見失わないで！」

　いつもクールな彼女には珍めずらしい大きな声だった。

「ここでカノン・フラメルと傷つけあうことこそ、敵の狙いどおり。あなたには、あなたにしかできないことがある。この街を救うため。カノン・フラメルを助けるため。そして、テオちゃんを助けるためにも」

「っ……」

「あなたは、わたしに温かな気持ちを教えてくれた。この気持ちの正体が何なのかは、まだわからない。けれど、少なくともわたしは、わたしを救ってくれたあなたを大切に思っている」

「…………」

「だから今度は、わたしがあなたを救う番。安心して、頼って」

　そう言われて、はっとした。

　有斗がカノンを苦しめてしまったのは、距離を詰めることに臆おく病びようだったからだ。

　相手が求めるだけのものを与あたえて、相手に嫌きらわれないだけのものしか貰もらわない。

　そんな関係性で安心しようとしていた。

　でも、カノンと有斗の関係に必要なのはそんなものじゃなかった。

　もっと迷めい惑わくをかけ合う、図々しさが必要だった。

　アリスの思いをしっかりと受け止めて、力強く頷うなずいた。

「っ……負けるなよ」

　アリスは、ふっと微ほほ笑えんでから返した。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしは負けない。あなた以外には」

　有斗は唇くちびるを引き結び、テオのもとへ走る。

　もう振り返りはしなかった。




　黒い靄がいっそう濃こくなってきた。もはや遠くを見通せはしない。

　だが音は嫌いやでも耳に入ってくる。錬魔学園の生徒とラインベルドは亡者たちと、カノンはアリスと、それぞれ激戦を繰くり広げている、その衝しよう突とつ音が絶えず周囲に響ひびいている。

　やっと、テオのもとまで辿たどり着ついた。

　テオは変わらず、天に何かを乞こうかのように上空へと顔を向け、瞼まぶたを閉じたままだった。

　その背後には、喪も服ふくのような黒スーツを着た男が立っていた。

「結局こうなるようですね、主人公くん。苦労して舞ぶ台たいを用意した悪役としては、感かん慨がいひとしおですよ」

　彼はテオの両肩かたに両手を置いて、まるで保護者かのような態度で言った。

「ペラダン……」

　有斗が敵意を隠さず右手を向けるとペラダンは笑った。

「おっと、待ってください。悪役と言っても私は戦う気はありませんよ？　私は手を汚よごさない黒幕が趣しゆ味みです。その右手を相手取るのは、いくら私でも少々手こずりますからね」

「なら、そこをどけ。テオに触れるな」

　はなからペラダンの相手をするつもりはなかった。もちろんすべての元げん凶きようはこの男で、絶対に逃にがしてはならない相手だが、優先すべきはテオを止めること。そうしなければ、カノンも、周囲にいる亡者も止まらない。

「くく……焦あせっている様子ですね。いいでしょう、では最後の決戦といきましょうか」

　ペラダンが愉たのしげに唇の端はしを吊つり上げ、後ろへ下がる。黒い靄が彼を隠すように、また濃のう度どを増す。ペラダンの姿は見えなくなる。

　同時に、黒い靄が意思を持ったかのごとく蠢うごめき始めた。

　みるみる形を作ってゆく。何かと思えば、亡者の群れが《天使の繭シエルター》をオーラのように、肉体にぎりぎり触ふれない位置に纏まとっているのだった。《天使の繭シエルター》には触れるものを分解する効果がある。つまり絶対不ふ可か侵しんの防ぼう御ぎよにして、絶対貫かん通つうの攻撃。

　有斗の万象分解の上をいく──と、暗に言われているようだった。

　闇やみで作られた人形の群れは、五〇体か、それ以上か。肉眼では数えられない。

　それらは、あたかもテオを守る黒い兵団のように並んだ。

　そしてテオは、ずっと仰あお向むけていた顔を正面へと向け、瞼をゆっくりと開いた。

　双そう眸ぼうには、揺ゆらめく蠟ろう燭そくの火のように真しん紅くの光が宿っている。錬れん金きん術じゆつの光。

「お兄ちゃんも、ぼくのお人形にしてあげる」

　と、孤こ独どくな人工生命ホムンクルスは言った。

「……悪い子には、おしおきをしないといけないな」

　と、〈再生者リアクター〉はヒロインを孤独から引きずり出すことを誓ちかった。

　これは、人工生命ホムンクルスとして生まれた兄と妹の、本気の兄妹きようだい喧げん嘩かだ。
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　有斗が走り去ったあと、アリスはカノンを睨にらみつけた。

「奇き怪かいのカノン」

「……じゃまをしないで、アリス」

　虚うつろな目のカノンは、いつもみたいに「奇き才さいよ」とは突つっ込まなかった。

　だがアリスにはわかっていた。嘆たん息そくして返す。

「誤ご魔ま化かしてもバレているよ。操られているといっても、あなたの深層には自意識がちゃんと残っているでしょう？　でないと、これだけの数の亡者を操りながら、あなたの戦せん闘とう技術まで高めることはできないはず」

　アリスも《天使》化したときに、異なる人格に操作されつつも深層では自我を保っていた。だからカノンの口調と動きから、すぐに見み抜ぬけた。

「……あいかわらず、いやな女ね」

「こっちの台詞せりふ。操られてても、あなたの態度からはユウトへの気持ちが丸見え」

「…………」

「そういえば、あなたとは直接戦ったことはなかった。今こそ決着をつけるとき。ちょうど、いつもみたいにユウトに止められることもないし」

「ふん……結果は見えているわ。なぜなら、あなたには、もう前ほどの力はないのだから」

「まあ、確かに」

　ふっ、とアリスは否定もせず自じ嘲ちよう的に微笑み、耳に装着されたイヤフォン型錬金機器に指で触れた。

　アリスは三週間前に精神を暴走させ《天使》と化してしまった。二度と同じ過あやまちを繰り返さないようにと、今では暴走の危険性を減らす代わりに魔ま術じゆつ師しとしての能力も抑よく制せいされる錬金機器を使用している。これを作ってくれたのは他でもないカノンだ。

「けど、だからといって、あなただって不調のはず。違ちがう？」

「…………」

「今もユウトのことを考えているからでしょう？　気持ちはわかる。それはわたしと同じだから」

「っ、なにを……」

「でも、あなたとわたしには大きな違いがある。それはユウトを思う気持ちが弱点になっているか、武器になっているか」

　アリスは、胸に下げた鎖くさりの先のタグをチャリンと握にぎってカノンに見せた。

　タグにはＡ３と文字が刻まれている。

　Ｆから始まるランクの頂点である証明がＡというアルファベット一文字に込められている。その栄えい冠かんは、まだアリスの胸にぶら下がったままだ。

「わたしは腐くさっても〈叡智の結晶ベスト・ワン〉と呼ばれる魔術師。あの事件のあと、ユウトがそうあり続けていいと言ってくれたから。ユウトはわたしの力を望んでくれているから」

　アリスは、微笑んで続けた。

「だから、その誇ほこりにかけてわたしは絶対に、あなたに負けない」

「…………小こ癪しやくな」

　歯ぎしりをするカノンに、アリスはほがらかに笑うと、足元に青色の魔ま法ほう陣じんを展開した。

「日ノ丸弁当の恨うらみ、ここで晴らすから」
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　黒い傀儡くぐつの兵団には《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》が通用しない。

　そのくせ人形たちは少し触れるだけで《天使の繭シエルター》の効果によって、こちらを細さい胞ぼうレベルで分解してくる。敵の攻こう撃げきのみが通じる状態で、戦術的な駆かけ引きなど成立しない。

　ならば有斗が取れる行動は、ひとつだけだった。

「突とつ撃げきあるのみ！」

　将しよう棋ぎの終しゆう盤ばん戦みたいなものだ。自分の駒こまを片かたっ端ぱしからぶつけて、その駒ひとつひとつが五、十と討ち取られようとも、最後に敵の本丸ひとつを落とせば勝利だ。

　正しよう真しん正しよう銘めい。全身全ぜん霊れい。

　有斗は自らの五ご臓ぞう六ろつ腑ぷすべてを、捨て駒と決めた。

　黒人形の兵団が、有斗めがけて殺さつ到とうする。だが臆おくさず、指を嚙かんで万象分解を起動した。黄金色の光を纏まとった右手を前方の大地に叩たたきつける。敵の足場を崩くずした。兵団の中で反応の遅おそい数体が大穴に落下。しかし残りのほとんどは容易に回かい避ひする。大穴を迂う回かいし、有斗へと魔ま手しゆを伸のばしてくる。その手にまとわりついている靄もやは一いつ触しよく必殺。

「結局こういう戦い方しかできないんだよな」

　ぼやくように溢こぼし、有斗は黒い手に自ら突っ込んだ。

　摑つかまれた。肉が爆はぜた。しかし

「俺は傷つくほどに力を増す」

「っ──！」

　有斗が言った直後、有斗の足元に赤い魔法陣が展開。

【gear:Blood血潮】──肉体から零こぼれる血の一いつ滴てき一滴が、有斗の手足となる。

　亡もう者じやはすべて有斗へと襲おそい掛かかっている。だが、有斗の狙ねらいはそこにこそあった。自らを囮おとりとすることで、今テオの周囲には護衛の亡者がいない。

　その有斗の足元に溜たまった血が、ゾゾゾゾゾゾオォと生き物のように地面を這はってテオの足元へと勢いよく伸びる。

　テオの細い足首に血液の鎖くさりが絡からみついた。脹ふくら脛はぎ、太腿ももへと這い上がる。

　そこでテオはぴくりと眉まゆを動かした。

「なるほどね。ぼくの人体操作マリオネツトでも、さすがに人体を離はなれた血液までは支配できない……」

「そのとおり。王手だ」

　カノンが最高傑けつ作さくと断言した人工生命ホムンクルスの秘技にして奥おう義ぎ。敵はいないはずだった。

　だが、黒い靄が漂ただよう暗黒領域の中で、赤い目のテオはにやりと笑った。

「でもね、お兄ちゃん。その魔術ならぼくも知ってるよ」

「えっ……？」

　直後、信じられないことが起きた。

　テオが、右手の親指を嚙み千切ったのだ。

「【gear:Blood犠牲】」

　テオが言った瞬しゆん間かん、その足元に真っ赤な魔法陣が現れた。そしてテオの指先から零れた、たった一滴の血はみるみるその体積を増して大量の血流へと膨ぼう張ちようしてゆき……

　有斗の血と混じりあって、その支配を相そう殺さいした。

「なッ──!?」

「すでに聞いたはずだよね？　ぼくはお兄ちゃんと同じメカニズムをベースに作られた人工生命ホムンクルス。人格が完全に人工なのがお兄ちゃんとの違いだけれど……そこに宿っているのは、お兄ちゃんとほとんど同じ、人工生命ホムンクルスにもっとも適した人魔格術だよ」
















　さらにテオの血液は、有斗の血液を殺すだけではなかった。

　有斗の血液を吞のみこんで、一体と化し、そのうえでテオの支配下に下る。

　ゾゾゾゾォオッ……！　と高くせり上がった血の膜まくは壁かべのように、有斗とテオを遮しや断だんしてゆく。きらきらと光を赤く反射する壁の向こうから、真っ赤な目のテオの声が告げた。

「それとね……物知りなぼくから無知なお兄ちゃんにひとつ教えてあげる。魔術の特性は抽ちゆう象しよう干かん渉しよう。物モ質ノじゃなく現コ象トの支配。だから、この魔術〈Blood血潮〉の本質も『血液Bloodの操作』じゃなくて『犠牲Bloodの操作』。肉体を自ら犠牲に捧ささげる精神が、捧げられた贄にえである血液を操るの……つまり『おうち』もない、なにも守るものがないぼくの方が……守るものばかりを抱かかえてしまったお兄ちゃんよりも、はるかに強い」

「っ……！」

「そんなことも知らなかったの？　勉強不足だよ、お兄ちゃん」

　何でも知っているテオの、忠告するような声。

　呆ぼう然ぜんとする有斗の肉体を、亡者の黒い手が蹂じゆう躙りんした。
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　アリスとカノンの実力は、ほぼ互ご角かく……いや、わずかな差でカノンの方が勝まさっていた。

「繫つなげ」

　カノンが魔術の弾だん丸がんで地面を穿うがつ。同時に作りだされたのは、アスファルトから錬れん成せいされた、高さ五ｍはあろうかという土人形ゴーレムだった。

「くっ、〈Aitherエーテル〉と〈人体操作マリオネツト〉の複合術か……でもッ！」

　アリスは魔術〈Airエア〉によって、その土人形ゴーレムを胴どう体たいから真っ二つに切り裂さいた。バランスを失って崩れ落ちる土人形ゴーレム。その脇わきを通り抜ぬけて、風の魔術の後押しを受けて一気にカノンへと迫せまる。しかし、カノンはさらに追つい撃げき。

「繫げ」

　狙ったのはアリスの肉体ではない。その腰こしに下げられた二本鞘ざやだった。

　弾丸を受けた鞘に、先ほど崩れた土人形ゴーレムの破片が吸着し始める。アリスの鞘はツバメの尾おと同じだ。表面と内部に刻まれた細かな切れ込みによって、空気の流れを微び細さいにコントロールする。その技術は精せい緻ちだが、そのぶんわずかなブレで操作を誤る。

「くっ、あ……！」

　アリスがバランスを崩して、右半身を下にして地面へと倒たおれる。ザザアッとアスファルトを滑すべり、衣服が破れて裂れつ傷しようができた。

　慌あわてて立ち上がろうとするが、地面についた手をカノンが踏ふみつけた。

「いっ……！」

「終わりにしましょう、アリス。いまのあなたに全盛期の力はない。やっぱり勝敗は見えている」

　だが、

「まだ！」

　アリスは吼ほえた。と同時に魔法陣を空中に三つ連続展開。突とつ風ぷうをカノンへと放つ。

「繫げ」

　しかし、それすらもカノンにとってはたった一言。

　錬金銃じゆうの引き金を絞しぼると、衝しよう撃げきを一点に圧縮して殺した。

「いったい、どうしたの……？　がらにもないわよアリス。ここまで感情をあらわにするあなたは、はじめてみるわ……そんなに私が憎にくいかしら？」

「っ、それくらい、負けられない戦いだからだよ」

　アリスは素直に答えた。

「わたしには、もう全盛期ほどの力はない。ひょっとしたら、今はもう個人の力はあなたよりも弱いのかもしれない……でもっ、わたしはユウトに言ってもらったんだ！　負けるなって！」

「ふん……哀あわれね。気持ちはわかるけれど、どんなに吼えても実力が追いついていなければ何もなしえない」

「気持ちがわかる？　あなたに、私の気持ちが？　はは、笑わせないで」

「……？」

「憎いか、とあなたは訊きいたね……正直に答えれば、そのとおりだよ。わたしはあなたが憎いんだ」

　アリスは地面に倒れたまま、カノンを睨にらみ上げた。

　その目には微かすかに、涙なみだが浮うかんでいた。

「……わたしはずっと、あなたが羨うらやましかったんだ。ユウトの傍そばにいられるあなたが。ユウトから思ってもらえるあなたが。こんなに思ってもらっているのに……その気持ちに応こたえないでうやむやにしているあなたが！　わたしは憎かったんだ！」

「っ、なんの話を……」

「ふたりきりだから言うよ。今やっとわかった……わたしはユウトが大好きだっっっ!!」

「ッ────！」

　アリスの、魂たましいの底から絞り出すような告白が、黒い靄に包まれた戦場に響ひびいた。

　…………と同時に。

　カノンは遅おくれて気づいた。

　倒れたアリスと地面の接地面が青く発光していることに──

「なっ、これは……？」

「はーすっきりした。あ、それと今の間に、わたしの全力を込めた魔法陣を作らせてもらったから。覚かく悟ごしてね？」

　アリスとカノンの実力はほぼ互角か、わずかな差でカノンの方が勝っていた。

　だが、それでも大きな勝敗の差が、ふたりの間に生まれたとしたら──

　それは、自分の気持ちをわずかに早く自覚したかどうかだった。

　自分の気持ちを認めて、ひとりの少女から、女性になったかどうかだった。

「カノン・フラメル。ユウトの気持ちを弄もてあそぶあなたは、やっぱり鬼き畜ちくだよ。そんなあなたに最適な言葉を最後に送ろうと思います」

「待っ!?　あなた、この魔術……まさか自じ爆ばくする気──!?」

　カノンが頰ほおを引き攣つらせて後ずさろうとする。

　だがアリスは、その足首を握にぎりしめる。振ふり払はらおうとされても逃にがさない。

　にやりと笑って、正真正銘、全身全霊を捧げる自己犠牲の魔術とともに叫さけんだ。




「ばかカノンに裁きを────リア充じゆう、爆ぜろっ!!」




　大気の大爆ばく発はつ。

　青い閃せん光こう。

　辺り一帯を渦うず巻まくその旋せん風ぷうと青い光が作りだす光景は、まるで高高度核かく爆発のように恐おそろしく、しかし神秘的にも思える、まさに魔ま法ほうの世界だった。

　青い光が砂さ塵じんに反射して煌きらめく中で、アリスは清すが々すがしい微び笑しようを浮かべて呟つぶやいた。

「ユウト……わたしには、これが限界。あとは任せた」
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「もう限界が近いんじゃないかな……お兄ちゃん」




　テオの言葉は正しい。亡者によって肉体を分解された有斗はもう立ち上がれない。




「ぼくはお兄ちゃんよりも純じゆん粋すいな人工生命ホムンクルス……お兄ちゃんじゃぼくには敵かなわないよ」




　テオの言葉は正しい。《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》を封ふう殺さつされた有斗に為なす術すべはない。




「お兄ちゃん……──」




　やがて呼びかけるテオの言葉さえ、くぐもって遠く聞こえはじめた。

　意識が混こん沌とんの底へと引きずりおろされる感覚。死が近いのだと理解できた。

　視界は闇やみだ。まるで《天使の繭シエルター》の内部にいるかのような。

　このまま負けるのか。

　すべてを叶かなえられずに終わるのか。

　悔くやしいけれど、そうなる未来しか考えられなかった。

　と、そんなときに声が聞こえた。




　──お兄ちゃん。




　か細い声。最初はテオかと思った。でも違ちがう。明確にわかった。この声は。

「……いつか」

　それが、妹の名だった。

　千ち潮しおいつか。大切な妹の名前だった。

　かつて助けたくても助けられなかった妹の声が、有斗の脳内に反はん響きようしていた。

　妹は血液に関する、難しい漢字が六つも並ぶ病気だった。不治の病やまいだった。病室ではいつも、くすんだビニールに囲まれたベッドの上に寝ねかされ、機械みたいなチューブをいくつも突つき刺さされていた。面会は宇宙飛行士みたいな分厚い服を着ないと許されなかった。

　死の間ま際ぎわでさえ、有斗は彼女の手を直接握ることは許されなかった。

　──お兄ちゃん、だめだよ……こっちに来ちゃ、だめ……。

　死の間際でさえ、妹は出来損そこないの兄を心配していた。

　そうして妹は最さい期ごまで人を気き遣づかって、自分のことなんて二の次のまま息を引き取った。

　死の淵ふちに立たされても、なんの希望も見せてもらえなかった妹は孤こ独どくだったろうと思う。

　あんな悲しい女の子を、もう二度と見たくはない。

　そう思ったからこそ有斗は願った。主人公になりたい。

　悲しい少女を救える力が欲しい──

　………………

　……







「お兄ちゃん？　もう終わっちゃったかな……？」

　と、テオがうかがうように呼ぶ声が聞こえた。

　それで有斗の意識は現実に引き戻もどされた。

　瞼まぶたを開く。

　指先に力を込める。

　痛みはあったが、動いた実感はあった。

　ぐぐ、と筋細さい胞ぼうのひとつひとつに命令を送る。上体を起こす。

「って……あれれ？　どうして、まだ動けるの？」

　有斗とテオを遮しや断だんしていた血の壁かべは既すでに解除されていた。その血流はテオの腰ほどの高さで、テオを円形に囲って、さざ波のように蠢うごめいている。中心に立つテオが目を丸くしていた。

　有斗は立ち上がり、両の手のひら、両りよう腕うで、腹、脚あしへと視線を落とした。

　傷が想像以上に深くて驚おどろいた。皮ひ膚ふがめくれ、肉が崩くずれ、脂し肪ぼうが血と混じって白に近い赤色を帯びている。骨が覗のぞいている箇か所しよもある。自分の身体からだでなければその悲ひ惨さんさに吐はき気けを催もよおすか、卒そつ倒とうしていたかもしれない。もはや生きていることが不思議だった。超ちよう再生はろくに機能していないのに。

　しかし、脳で指示を送れば身体はかろうじて動いた。

　肉体は死に瀕ひんしても、精神が死を拒こばんでいるかのようだった。

　周囲へ視線を向ける。黒い靄もやを纏まとった亡もう者じやは、ふらふらと左右に身体を揺ゆらしながら、まだ有斗を取り囲んでいた。テオの指示でいつでも襲おそいかかれるように。

「ねえねえ、どうして？　その身体でどうしてまだ動けるの？」

　有斗は朦もう朧ろうとする頭で考える。

　わからない。

　自分でも、もう終わりだと思った。死ぬのだと思った。

　なのに再び、この世界に戻ってきた。

「この感覚……」

　臓ぞう腑ふの奥底から力が湧わいてくるようだった。ただし、それは超再生のような治ち癒ゆではない。

　カノンは出会って最初に言った。有斗が選ばれた理由は、自己犠ぎ牲せい心だと。

　それが最強の精魔神術だと。

「……？」

　テオが怪け訝げんそうに眉み間けんを狭せばめている。

　有斗の肉体から────赤い靄が立ち昇のぼった。
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　劉ツィエンは、生徒たちの頭越しに立ち昇る靄に目を見開いた。

「っ、あの靄は……!?」

　赤色。それはテオのものではないと一目でわかった。

　ならば、あの場にそれを発生させている人間はひとりしかいないはずだ。

　魔術と錬れん金きん術じゆつは不安定な超ちよう常じようだ。合わせることで《天使》を産む危険性が示し唆さされていた。チシオ・ユウトはぎりぎりのバランスで《天使》化を免まぬかれているようだったが、当然そんな安全性に保証はない。彼も《天使》になる危険性は秘めていた。

「チシオ・ユウト、まさかっ──」

　劉は不安に駆かられて拳こぶしを握りしめたが、駆けつける術すべはなかった。

　今は、ただ無事を祈いのることしかできない。
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　ペラダンは遠くから、チシオ・ユウトから立ち昇る赤い靄を見ながら微笑を浮かべた。

「《天使の繭シエルター》……皮肉なネーミングですよねぇ」

　世界を滅ほろぼす悪あく魔まの檻おりだが、それは《天使の繭シエルター》と呼ばれる。

　起源は《堕だ天てん病》。人類に裁きを、と唱える患かん者じやに由来して少女は《天使》と呼ばれ、《天使》を守る暗黒は《天使の繭シエルター》と呼ばれた。

　しかし、今になって考えれば的を射ている。

　この黒い闇は《天使》にとって最後の逃げ場だ。

　少女たちは孤独で、いつも助けを求めている。

　そんな心を閉ざし、外敵から一切の干かん渉しようを拒きよ絶ぜつする安全地帯シエルター。

「チシオ・ユウトは《天使》の真理に近づいた……どうやら勝敗は見えたようですね」

　その呟きは不服そうでも愉ゆ快かいそうでもない。事実をただ受け入れているようだった。
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　妹を守りきれなかった有斗には、テオを妹のように思う資格はない。

　けれど資格だとか個人的な罪悪感だとかは関係なかった。

　助けたい。

　助けることで過去の清算ができるとも思わないが、それでもただ助けたかった。

　大切な人を悲しませる過あやまちは、二度と繰くり返したくない。

「動け」

　自分の身体に命じた。かつて妹を助けられなかった自分の身体じゃない。人工生命ホムンクルスとして、強い力を得たはずの肉体に言い聞かせた。

「動け動け動け動けッ……！」

　有斗の身体は、もはや定義上は死んでいるのかもしれなかった。

　それくらいに痛めつけられていた。だから肉体を動かすとすれば筋肉ですらない。

　赤い靄が肉体の破損部分を覆おおっていた。《天使の繭シエルター》によく似ていた。

　だが、あの絶望の象しよう徴ちようとは明確に違ってもいた。

　赤あか靄もやは不思議と、欠けた筋繊せん維いや血流を補うように機能した。指が、腕うでが、脚がわずかではあるが、ギシギシと軋きしみを上げながらも動いた。

「お兄ちゃん……それは《天使の繭シエルター》……じゃないよね？　なに……一体なんなの？」

　テオが困こん惑わくした視線で、恐れるようにこちらを見ている。

　一歩、歩み寄る。同時にテオが一歩退ひく。

　自分でも、身体が動く理由は正確にはわかっていない。

　けれど可能性があるとしたら、ひとつだった。

「魔術特性……犠牲Blood。自ら肉体を犠牲に捧ささげる精神が、捧げられた贄にえを操る……だったか」

「え？」

「なら俺は、この肉体すべてを贄に捧げるよ」

　言って、有斗は自らの右手で左胸を貫つらぬいた。

「っ、なにを」

「動け」

　すると傷口から赤い靄がさらに噴ふき出した。そして、止まりかけていた心臓を無理やりに脈動させた。溢あふれる赤靄は有斗の全身をオーラのように包む。

　そこでやっとテオは、この恐おそるべき事態のメカニズムに気づいて戦せん慄りつした。

「まさか……これは〈Blood血潮〉の魔術ッ？　魔術精神力で無理やりに肉体を操作してるの!?」

〈Blood血潮〉は自己の血液を贄として、その血を自由に操る。

　同じように、肉体すべてを贄として捧げて、肉体を操作する……

「理論上は可能だけど……そんな無理やりなっ！　死ぬ気っ!?」

「なにも守るものがない者の方が、守るものがある者よりも強いって言ったね。そんなことはないよ。俺は大切なものを守れるなら、そのために死んでもいいんだから」

　まっさきに脳のう裏りに浮うかんだのはカノンへの申し訳なさだった。

　テオを《天使》化から解除するために死んでしまえば、もうカノンと共に世界を救うことはできなくなるから。

　でも、ここまでくれば、もうそんなことを言ってもいられない。

　テオを止めないとカノンだって止まらないのだから。

　有斗はまた一歩、テオに歩み寄る。

「くっ、させないよっ！」

　テオが慌あわてて指先を有斗へ向けた。すると赤い光が灯ともる。同時に、周囲に群がっている亡者たちが動き出した。有斗へと襲い掛かかる。

　しかし。

「どけ」

　一言、唱えて右手を横よこ薙なぎに払はらった。

　赤い靄と黒い靄がぶつかり合い、そして黒が赤に侵しん食しよくされた。

　ぐげぎゃッ!?　と亡者は呻うめき声を上げて、次々に灰かい燼じんと化して崩れ落ちる。

「うそ!?　《天使の繭シエルター》が競せり負けた!?」

「当然だ」

《天使の繭シエルター》は超再生で攻こう略りやくできることがわかっている。そして〈人体操作マリオネツト〉による超再生と万象分解の無効化は〈Blood血潮〉によって拒絶できることがわかっている。

　ならば〈Blood血潮〉に守られた有斗の肉体は、《天使の繭シエルター》に守られた亡者に打ち勝つ。

「ま、まだだよ！　これならどうっ!?」

〈Blood血潮〉。テオの足元から血の壁がせり上がり、有斗の前に聳そびえた。

　だが有斗は臆おくさない。ただ歩み寄って、右手の指先で表面に触ふれた。途と端たん、血の壁に赤い靄が流れ込む。血液はまるで支えを失ったかのように重力に負けて、ドシャアッと飛沫しぶきを上げて崩れた。

「同じ犠牲Bloodの魔術なら、犠牲をより多く払った者の支配権が当然、優先される」

　足元にできた血だまりをべちゃりと踏ふみつけて、有斗はまた一歩テオに近づいた。

「そんなことも知らなかったのか？」

「っっっ──!?」

　テオが眉間を寄せて、苦しそうに唇くちびるを引き結んでいる。

　そんな表情をさせているのは自分だ。

　この悲痛から、テオを早く解放してあげないといけない。

「テオ。知識としては持ってても、体験としては知らないだろ？」

「な……に？」

「お兄ちゃんってのは、ときに怖こわいものなんだよ」

「っ……!!」

　有斗は、ついにテオと一歩分の距きよ離りまで接近した。

　テオへと指先を伸のばす。そこにはもう、すべてを壊こわす万象分解の効果はない。

「君が帰れる『おうち』。そんな場所は、はじめからなかったってペラダンは言った」

「っ……そんなこと、知ってるよ……だからいっそ、ぼくはぜんぶを壊して、ぼくの傀かい儡らいにしようとしたんだ……っ」

　テオは絶望したように顔を歪ゆがめた。今にも泣き出しそうな子供の表情だ。

　その頭を撫なでた。テオは拒こばまなかった。拒む気力がもう尽つきたようだった。

　それから有斗は続けた。




「でもね、俺が新しい家族になることはできるよ」




「………………………………えっ？」

　途端、テオは目をぱちくりさせて有斗を見上げた。

「俺だけじゃない。カノンもアリスも、みんなとっくに、君と家族のつもりだ」

「っ…………！」

　テオの目元に、涙なみだがぶわっと浮かんだ。今までで一番泣きそうな顔に見えた。

　そんなテオの涙を止める手段を、既すでに有斗は知っている。

《天使》を救う手段を知っている。

　頰ほおを搔かいて言った。

「テオ。俺は君を第二の妹だと思っている……だから、これからすることは決してやましい気持ちでするわけじゃないから、許してね」

「……ぇ？」

　なんのこと？　と涙まじりのテオが困惑しつつ有斗を見上げた。

　その顔は、ちょうど有斗が身をかがめれば触れ合える距離にある。

　だから有斗はテオを救うために。

　彼女の涙を止めるために。

　その薄うすい桜さくら色の唇に。




　キスをした。
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　キスには錬れん金きん術じゆつと魔ま術じゆつの狭はざ間まで不安定になっている超ちよう常じよう能力者の人格を安定させる効果があって《天使》化を解除できるらしい。……だから、やましいことは何もない。本当に。

　テオは、有斗の胸の中で眠ねむった。
















　その頭を撫でて、ゆっくりと地面に寝ねかせると、制服のジャケットをかけた。

　あたりの黒い靄もやは、口づけが叶かなった瞬しゆん間かんから晴れはじめた。それに合わせて、周囲で戦せん闘とうを繰り広げていた亡もう者じやたちが灰燼と化していくさまも見えた。

　一安心だ。

　でも、有斗にはまだ、やらなければならないことが残っている。

　──カノン。

　安否を確認しなければ。アリスも一いつ緒しよにいるはずだ。

　有斗の肉体は、まだどうにか動くようだった。徐じよ々じよにだが、超ちよう再生の機能が回復しているようで、先ほどまでよりはいくらか苦しくない。そこに鞭むちを打って足を前に出した。

　だがその直後、有斗の視界に、真っ先に入ってきたのは、

「っ！　あれは……」

　ペラダンが踵きびすを返すその背中だった。

「ちいっ、今度こそ逃にがさねーぞッ！」

　有斗は一瞬だけ逡しゆん巡じゆんしたが、すぐさまそちらへと地面を蹴けった。ペラダンを放っておくと何度でも同じ悲劇が繰くり返される。最悪の場合、命を奪うばってでも止める必要がある。

　大きく振ふりかぶって打ち出した右ストレート。拳こぶしは届かないが、拳圧が大気を震ふるわせた。衝しよう撃げきがペラダンの背中を撃うち、彼は「ぐぁっ!?」とバランスを崩くずし、地面に転がる。

　立ち上がろうとするペラダンの前方に、有斗は荒あらく息を吐はきながら着地した。

「お前はアリスだけじゃなくてテオまで……許すわけにいかない」

　ペラダンは苦笑を浮かべつつ返した。

「はは……お怒いかりはわかりますよ。でもね、いいんですか？」

「なにがだ」

「あなたのおかげで、せっかく《天使》の全ぜん貌ぼうが見えてきたんです。なのに、それに気づいた私を殺してしまっても」

　ペラダンの言葉が真実とは限らない。ただの時間稼かせぎかもしれない。

　だが、これ以上アリスやテオのように悲しい少女を増やしたくはなかった。

「っ……《天使》って一体なんなんだ」

　有斗が顎あごを引いて尋たずねると、ペラダンは嬉うれしそうに、細い目をさらに細めて言った。

「私の考えでも、まだ仮定の域を出ませんがね……人が《天使》化する要因のひとつは魔術と錬金術を掛け合わせることですよ。そしてもうひとつは、おそらく……孤こ独どくであることでしょう」

「孤独？」

　そういえば、テオが暴走する原因についてラインベルドも同じことを言っていた。

「魔術と錬金術の狭間にいる彼女らは、ただでさえ強大な力を無理やりに内包しているのです。心理的負担が増せば、制せい御ぎよ不能になることはわかりきっている。魔術と錬金術を掛け合わせること自体は悪ではありませんが、問題の本質は、両陣じん営えいが敵対しているために両要素を持った被ひ検けん体がどちらにも歩み寄れずに、仲間を持てないことです」

「…………」

　アリスは、自らが魔術と錬金術の狭間にいることを明かさなかった。それを明かせば問題になるからだ。今でも、その事実を知る者は少ない。

　テオに至っては、そもそも自分が何者かさえ理解しないままに育てられた。

　そしてふたりとも、自らを産んだ親代わりの術師会さえ頼たよることはできなかった。

　孤独という意味では、そのとおりだろう。

　でも。

「……アリスとテオはそうだとしても、一三年前の《天使》は？　それが生まれたのは人間が魔術と錬金術を手に入れるよりも前だ。むしろ《天使》に対たい抗こうするために、人類は技術を手に入れたはずだろう？」

「そのとおり。ですが考えてみてください。一三年前の《天使》出現、それから三年後の一〇年前には、既に人類は魔術と錬金術を発展させて《救済の剣けん》を普ふ及きゆうさせ、絶ぜつ滅めつを逃のがれている。いくら技術革新が起こったとはいえ、あまりに短期間すぎると思いませんか？」

「それは……」

「もしも、公おおやけにされていなかっただけで、そもそも初めから魔術と錬金術が存在していたとすれば？」

「っ……魔術と錬金術は《天使》のせいで生まれたわけじゃないっていうのか？」

「荒こう唐とう無む稽けいな話だとお思いですか？」

「そりゃ、おかしいだろう。魔術や錬金術は、とんでもないテクノロジーだ。人類の技術革新パラダイムシフトと言ってもいい。昔の人たちは、なんでそれを公表しなかったんだ」

「答えはひとつ、人間とはそういう弱い生き物だからです」

「弱い？」

「ちゃんと公表していたら、おそらく人類は平へい穏おんにネクストステージへと進化を遂とげていたことでしょう。けれど電気にしろ石油にしろ、革新的な力は歴史上、独どく占せんの誘ゆう惑わくから逃れられない。おそらく一三年前にも人類は、その最さい先せん端たん技術の利権を奪い合ったのです。ゆえに水面下で今回と同じような事案が起こり、取り返しのつかない一三年前の悲劇を引き起こしてしまった」

「っ……どうして、お前がそんなことを言いきれるんだ」

「もちろん言いきれはしませんよ、今となっては当時を知る大人はほとんど生き残っていませんからね。ただ、その証明というわけではありませんが──今でも歴史は繰り返しているでしょう？　エメラルド・タブレット。あれが諍いさかいの種となって、現在でもなお魔術師会と錬金術師会は対立し合っている」

　エメラルド・タブレット……。肩かたをすくめるペラダンに、有斗は眉まゆ根ねを寄せる。

「エメラルド・タブレットって結局なんだったんだ……？　諍いの種っていうけど、実際には存在しなかったって聞いたぞ」

「私の考えも同じです。そんなものは存在しない、ただの人ひと騒さわがせな都市伝説でしょう」

「なら何のためにそんな噂うわさが？　どっちかの術師会の陰いん謀ぼうか何かか？」

「いいえ、きっとそんなレベルのものですらない。私の考えでは、あれは一市民の虚きよ言げんです。終末の不安に駆かられた誰だれかが希望を見たくて吐いた、ただの悪気のない噓うそです」

「は？　いや、でもそれが大ごとに発展したんだろ」

「世論が絶望したときこそ、情報は無秩ちつ序じよに拡散するものです。被ひ災さい地では、動物園からライオンが逃げ出したなんていう噓をプロのメディアが事実確認もせず報道して、大衆を震えさせた歴史すらある」

「……でも、それが術師会の対立まで生むなんて──」

「言ったでしょう？　人類とは、そこまで弱い生き物なのですよ。目の前に美味おいしそうなエサの絵をぶら下げられるとそれを本物だと信じてしまうし、分け合うのでなく奪い合ってしまう、そういう弱い生き物なのです」

「………………」

　ペラダンは微ほほ笑えんで続ける。

「ただ、私はそんな弱い人類に失望していません。むしろその弱さこそが人類をここまで貪どん欲よくに進化させてきたとも思っています。その証しよう拠こに……エメラルド・タブレットという虚言は、人類への可能性をひとつだけ遺のこしてくれてもいますから」

「可能性？」

「大いなる業アルスマグナ──初めは虚言に過ぎなかったかもしれない技術ですが、現在、魔術師会も錬金術師会もその希望を目指して研究を進めて現実味を帯びてきている。今はまだ競い合い、潰つぶし合おうとしている最中ゆえに実現を見てはいませんが、もしも両陣営が手を取り合うことができたならば完成は近いと私は考えます──そのときには大いなる業アルスマグナは《天使》などという脅きよう威いの根源ではなく、人類にとって有意義な技術となるはずです」

　ペラダンは恍こう惚こつと、夢見る少年のような目で天空を見上げている。

　その姿に感じるのは……正直に言って、狂きよう気きだ。

「お前の目的は何なんだ？　人間のことを考えてるみたいに言ってるけど、結局はアリスやテオを……他の人たちを苦しめた。この世界をどうしたいんだ」

「単純です。私は、ただ人類を救いたいのですよ。そのためには、大いなる業アルスマグナの実験がまだまだ必要だ。ならば、その犠ぎ牲せいは私が用意します。悪役を、望んで引き受けましょう」

「悪、役……」

「ええ。私は主人公でなくていい。どんな悪役だって演じてみせる。それが──私なりの自己犠牲です」

　ペラダンは、いつもどおりの虚うつろな笑みで言った。

「っ…………そうか」

　そこまで聞いたら、もう有斗に躊ちゆう躇ちよはなかった。

　ペラダンの腹を、殺さない程度に拳で殴なぐった。ぐぎゃっ、と粉ふん砕さい音だか呻うめき音だかわからない不快な音がする。躊躇はなくても人を苦しめると自分も苦しい。

「お前は、こんなことをよく他人にできるな……このまま学園に連行させてもらうぞ」

「くく、キツいのをくれますね。本当は、まだやらなければならないことが残っているのですが……でもまぁ、ひとまずあなたに委ゆだねてもいいのかもしれません。《天使》まがいになってまでテオを下したあなたを見た今は、救世主という言葉を信じてもいい気分ですよ」

　くくく、と笑いながらペラダンは瞼まぶたを閉じて頭こうべを垂れる。

　そこへ錬魔学園の生徒たちが走ってきた。ペラダンの身み柄がらを確保しにきたようだ。

　有斗は彼らにその場を任せた。テオの身体からだも安全に保護するよう頼たのんだ。

　生徒たちは《天使》を保護することに拒きよ否ひ感を覚えていたようだが「変に刺し激げきすると、むしろ再発するぞ」と脅おどして従わせた。

　それから有斗は、誰よりも大切な人のもとへと全力で走った。
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　カノンはアリスと戦っている間の記き憶おくを、しっかりと持っていた。

　意識も、表面に出ないまでも、心の奥底にずっとあった。テオの術は肉体を操作するだけで、意識までをも支配するわけじゃない。

　いわば、自分の行動を夢のように見せられているような心地ここちだ。テオが眠ねむりに落ちたときに見るという夢と、きっと似た性質のものだろう。

　戦せん闘とうが落ち着いたあと、カノンの意識はしばらく、真っ暗で広大な虚きよ無むの空間を漂ただよっていた。その中に、ふと見覚えのある人ひと影かげが浮うかび上がった。

「え……パパ、ママ？」

　見み間ま違ちがいかもしれない。

　でも、カノンが見たふたりは、やさしい微笑を浮かべているように思えた。

　カノンは驚おどろき、息を止めた。なぜ、この場所にふたりが？

　と、その答えがわかるよりも前に、ふたりの影はぼやけて消えていった──




　やがてカノンは、ゆっくりと瞼を開いた。

　目の前にはアリスが倒たおれていた。意識を失っているようだった。

「……私、は──」

　許されないことをしてしまった、という後こう悔かいが胸の奥から湧わき出した。

　普ふ段だんはアリスを目の敵かたきにしているカノンだが、このときばかりは心の底から謝罪の念を抱いだいた。そして、身を挺ていして自分を止めてくれたアリスに、どうしようもなく感謝した。

「アリス……あなた、結局、手加減してくれたのね……完敗だわ」

　でもそれも必然だったのかもしれない。カノンの力は、ここのところ目に見えた落ちていたから──

　少し遠くに目を向ければ、ペラダンが連行されていた。

　すべてが終わったことを理解した。

　と同時に、そちらから走ってくる少年がいた。

「有斗」

　疲ひ労ろうの残っている身体から、掠かすれた声を出した。

　有斗は、その声に安心したのか一度微笑んだ。でもすぐに表情を曇くもらせると言った。

「ごめん、カノン」

「えっ？　どうしてあなたが謝るの……？　私のほうこそ──」

「君の力が弱まった理由は、俺にあったから」

「っ──」

　カノンが最近、特に不調だったのは、親の仇かたきを捕つかまえることに意識を奪うばわれていたからだ。七年越ごしの願いだから、精神にかかる緊きん張ちようと負担はもちろん大きかった。

　ただ、それはあくまで最近不調だった理由だ。

　もっと大きな意味での不調は、有斗を蘇そ生せいしたその瞬しゆん間かんからずっと続いていた。

　その理由は、親の仇きゆう敵てきとはまた違ちがう部分にあった。

　そして、その理由をカノンは自覚していなかった。

　ついさっき、アリスと話すまでは。
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『あのね、お姉ちゃんはきっとね──』

　有斗に、テオは言った。




『お兄ちゃんのことが大好きなんだよ』




「っ…………」

　幼い女の子の戯たわ言ごと。確証なんてない。ただの思い過ごし。そう思うこともできる。

　でも、幼い子だからこその、なんの誤ご魔ま化かしもない素直な意見でもあった。

　はじめは驚きのあまり、上手うまく消化できなかった。

　所有者と所有物という、ドライな距きよ離り感。

　プライベートには、過度に踏ふみ入ってはいけない関係。

　今までは、そう思っていたから。……でも。

　──もしもカノンが本当に、俺を特別だと思ってくれているなら？

　その気持ちに応こたえたい。

　そのためにも今度は恐おそれずにちゃんと自分から、自分の言葉で、自分の気持ちを正直に。

　言葉にしないといけないと思った。




「カノン。伝えたいことがあるんだ」

　と、有斗はカノンの両りよう肩かたを摑つかんだ。

　目をしっかりと見つめた。

「な、なによ……？　改まって」

　訝いぶかしげに身構えるカノンに、有斗は言った。

「俺は、君と家族になりたい」

「…………………………え？」

「いろいろな言葉を考えてみたけど、これが一番しっくりくるかなと思って」

「………………そんな」

「所有物の俺がこんなことを言うのはおこがましいかもしれない。でも君が家族を失って寂さびしく思っているのなら、その穴を少しでも埋うめられるような家族に、俺はなりたい」

「………………」

　カノンははじめ、啞あ然ぜんとしていた。

　当然だろう。いきなりの告白だ。

　でも、やがて困ったように微ほほ笑えんだ。目元をうっすらと潤うるませながら口を開くと──
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　私は大変なことをしてしまった。この街は多くのものを失った。

　その罪はどうしようもなく重い。一生をかけて、その罪を償つぐなっていかないといけない。

　けれど同時に私は、大切なものをもらってもいた。

　この七日間でテオちゃんと出会ったこと。

　錬魔祭の準備を一いつ緒しよにしたこと。

　アリスから、かけられた言葉だって。

　それらひとつひとつは、すべて私にとって必要なものとして全身に染みこんでいる。

　この経験がなければ、有斗に対しての思いを、こうして自覚することもなかったから。

　彼は今、まっすぐに目を見て言ってくれた。

　──俺は、君と家族になりたい。

　その言葉が本当に温かくて。

　どうしようもなく、うれしくて。

　だから微笑んではみたつもりだったけれど、うまく笑えたかはわからない。

　目元がうっすらと潤んでゆく。こらえられなかった。

　私も、この気持ちを言葉にしたい。そう思った。

　私は震ふるえる唇くちびるをどうにか開いて伝えた。




「はい…………私を、あなたの家族にしてください」







[image: 終章　再生]
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　翌日の朝早くから、有ゆう斗とは学園の医い療りよう班による特別な検けん診しんを受けた。

　それを終えて寮りように帰ると、カノンが待っていた。

「あ、おかえり」

「うん、ただいま」

「「………………」」

　言ったあと、互たがいに微び妙みような沈ちん黙もくを挟はさんだ。

　……当たり前の挨あい拶さつなのに、なぜか立ち込める妙みような気き恥はずかしさ。

「そ、それで？　検診の結果はどうだったの？」

「あ、ああ……問題なかったよ。超ちよう再生はおおむね回復してる。でも傷が身体からだの深くまで到とう達たつしちゃったから、これからは再生速度が慢まん性せい的に落ちるだろうってさ……劉りゆう学園長からは『無茶しすぎだ、自分の身のことも考えろ』って怒おこられたよ」

「そりゃそうよ」

　と、カノンもふくれっ面つらだ。

「でも、ひとまず……元気になってよかった」

　その目元は、うっすらと煌きらめいていた。

「あれ？　もしかしてカノン、泣いてる？」

「べっ!?　別に泣いてなんかいないわよっ！　言いがかりはやめてよね！」

「いや、でも……」

　言いながらそっぽを向くカノンの顔を有斗は覗のぞきこもうと近づく。

　すると、カノンが背中を向ける。また覗きこもうと正面に回り込むと、カノンもまた背中を向ける。何度かそれを繰くり返していると、そこに──

　ドォン！　ドドォン！

　と、太たい鼓こを叩たたくような音が建物の外で轟とどろいた。

　錬れん魔ま学園のお天気魔ま術じゆつ師したちによる、昼間でも鮮せん明めいに見える打ち上げ花火だ。

　続いて錬れん金きん術じゆつ師バンドによるアルケミックギターの音。そしてマイクで宣言がされる。

『みなさんお待たせいたしました！　錬魔祭、開かい催さいです！』

　一日限りのお祭りが始まったのだ。

　ぱっと、カノンが有斗から離はなれて顔を上げた。

　目元を拭ふいて、口角を上げると言った。

「……さ、そろそろ街に出ましょう。これから忙いそがしくなるわよっ！」

「うん、急ごう。他の生徒たちはもう店を開け始めてる」
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　大通りは夏祭りのような、今までにない賑にぎわいを見せていた。

　子供が親と一緒に風船とりを楽しんだり、カップルが射的に興じたりしている。

　それらを微笑ましく横目に見ながら、有斗たちは担当の出店エリアに到とう着ちやくした。

「お、有斗くんだー！　もう動いて平気なの？」

「函はこ泊まりさん、うん大だい丈じよう夫ぶ。ごめんね。手伝ってもらって」

　店先では、箒ほうきを持った函泊さん（妹）が出で迎むかえてくれた。彼女は今回の班決めで、いろんな人から誘れたものの結局、誰だれとも組まずに巡じゆん回かいを担当することに決めたらしく、シフトの空あいた時間に有斗たちのお店の出店準備を手伝ってくれていた。

「いいんだよー、ちょこっと掃そう除じしただけだし」

「それでも助かるよ」

「えへへ。ところで有斗くん、私、夕方からは身体が空くんだけど、もしよかったら……」

「ん？」

　函泊さんがもじもじと指先を遊ばせながら、上目づかいでこちらを見た。

　なんだろうと思っていると、ちょうどそこで声が背後からした。

「ユニア、そろそろ見回りに行くわよー」

「げっ、お姉ちゃん。なんてタイミングの悪い……」

「げって何よ。わざわざ呼びにきてあげたんじゃない」

「ちぇ、わかったよー。すぐ行くね」

　有斗は「？」と函泊さんをうかがう。

「さっきなんか言おうとしなかった？」

「ううん……やっぱなんでもないや！　それじゃ、お店がんばってね！」

　函泊さんは困ったように微笑んで箒を有斗に手て渡わたすと、お姉さんと一緒に巡回に向かった。その後ろ姿に、有斗の隣となりにいたカノンが呟つぶやいた。

「……函泊ユニア、油断ならない子ね」

　有斗は「？」と首を傾かしげた。




　有斗たちが出店するメイド喫きつ茶さは、レトロな木造建築の貸かし店てん舗ぽを改装した店だ。

　引き戸をガララッと開けて中に入ると、奥の壁かべにはティーカップが陳ちん列れつされた棚たなが埋め込まれている。その手前に厨ちゆう房ぼうがあり、カウンター席が八つ。さらに手前に、四人掛がけのテーブル席が四つ。こぢんまりとした内装だ。

　テーブルを布ふ巾きんで拭いている、銀ぎん髪ぱつの少女が振ふり向いた。

「あ、ユウト」

　アリスは青と白のメイド服に着き替がえていた。

　メイド服と言えどふりふりのついた可愛らしい意い匠しようで、スカートはミニだ。白いニーハイソックスに、黒いヒールの靴くつを合わせている。

　アパレルショップで試着姿を一度見ているとはいえ、この店内で見ると空間に溶とけ込んでいて、いっそう似合っている。まるでファンタジー世界の住人だ。

「…………この店は勝ったな」

「え？」

「あ、いや。よく似合ってるなと思って」

「ほんとっ？　ユウトにそう言ってもらえるとうれしい」

「あとは、その笑顔をお客さんにも向けられたら最高だな」

「営業スマイル！　がんばるっ！」

　アリスは両手でガッツポーズを作りつつ、有斗をうかがった。

「それよりも……ユウト、身体は大丈夫？」

　有斗の陰かげから、カノンが顔を覗かせた。

「平気よ。学園には、私が作った医療機器を導入させているのだから」

「あ、鬼き畜ちくのカノン」

「奇き才さいよ！」

　はあ、とカノンはため息をつきながら言った。

「……アリス。改めて、私を止めてくれてありがとうね」

「別に。ユウトが困ってたから助けただけ。礼を言われることじゃない」

「ユウト、ね……そういえばあのとき、あなたが言ったことだけど──」

「っ！　そ、それはこの場で話すことじゃないっ」

「あの言葉のおかげで、私もやっと自分の気持ちに気づけたわ」

「っ…………そっか。じゃあ、やっぱりあなたも──」

「ええ。私だって、負ける気はないから」

　微笑んでみせたカノンに、アリスも微笑を返し、ふたりはたがいに握あく手しゆをした。

「何の話だ？」

「「なんでもない」」

　??　有斗にはよくわからなかった。

　でも、ふたりのあいだにはこれまで以上の友情……いや、もっと深い、言うならば家族のような絆きずなが芽生えた様子で、それは有斗にとっても嬉うれしいことだった。

（今回もなんとか、ふたりの笑顔を守れてよかったな……）

　なんて思いつつ、有斗はふと言った。

「あれ？　そういえばテオはどこいった？　アリスと一いつ緒しよにいるはずだよな」

　テオも検診を受けたが、有斗と違ちがって肉体の負傷はなかったので一足先に終えている。

　不幸中の幸いというべきか、事件時には黒い靄もやが蔓まん延えんしていたのでテオが《天使》化した姿を目もく撃げきしたのは、最前線にいた錬魔学園の生徒たちだけで、彼らには劉学園長から他言無用のアナウンスが浸しん透とうしている。

　もちろん、テオを捕ほ縛ばくせずに、精神安定のためにあえて有斗と一緒に行動させる──錬魔祭に参加させるという決定には、生徒たちの全員から抗こう議ぎの声が上がった。

　しかし、合わせてアリスが三週間前の《天使》だったことと、そのアリスはイヤフォン型錬れん金きん機器によって容体が安定していること。そして、テオはアリスと違って人格がひとつしかないぶん、アリスと同じようにイヤフォン型錬金機器さえつけていれば《天使》化の心配はほぼないことが伝えられると、生徒たちは口を噤つぐんだようだった。

　なによりも生徒たちを納得させたのは、かつて《天使》だったアリスが、昨日の戦場で見せた圧巻の奮ふん闘とうと──そして、カノンの言葉。

『私があの子を、責任を持ってしつけます。姉として』

　自分の両親を殺されて、その肉体と知ち恵えを奪うばって生まれた人工生命ホムンクルス。そのテオを一番憎にくんでいるのは、間ま違ちがいなくカノンだった。そのカノンが、責任を持つと言い切った。

　その気き迫はくに、生徒たちは息を吞のみ、頷うなずくしかなかった。

「お兄ちゃん……へ、変じゃない……かな？」

　と、厨房の物陰から、テオが恥ずかしそうに顔を覗かせた。

　テオは着替えていた。

　ミニ浴衣ゆかたに。

「っ、これを……アパレルショップで買ってたのか」

　有斗は思わず声を上ずらせた。まさかメイド服じゃないパターンで攻せめてくるとは。

「私のチョイスよ。こういうバリエーションがあるほうが、客寄せできそうでしょう？」

「カノン……君ってやつは」

　まったく最高だぜ！　と叫さけびたい気持ちを抑おさえる。

　テオはもじもじしながら有斗の前に立って、ミニ丈たけの裾すそを摘つまんでいる。

「は、恥ずかしい……着付け、これで合ってる？　じっさいに着るのは初めてだから」

「え、自分で着つけたのか？」

「う、うん……ぼくの知識ってこんなことくらいにしか役に立たないけど……でも、お兄ちゃんを驚おどろかせたくて」

「テオ……うん、すっごくよく似合ってるよ」

　有斗がテオの頭を撫なでると、アリスが言った。

「ユウトの到着に、ぎりぎり間に合ってよかった。テオちゃんは、ついさっきまで、昨日の戦場にお花を供そなえに行ってたから」

「え？　お花？」

「故人たちを冒ぼう瀆とくしたことへの弔とむらいだって。彼らは灰になっちゃったから、もう遺体はないけど、せめて謝らないといけないからって」

「ぼくの罪……そんなことで、なくならない。でも、なにもしないわけにもいかない……」

「………………」

　今回の事件は、テオのせいではない。

　テオは大人の勝手な事情で作られた。そして大人の勝手な事情で操られた。

　それでも自分のやってしまったことと向き合おうとする幼い少女なりの気持ちに、有斗は愛いとしさを覚えた。この子は、幸せにならないといけない。

「これからは、良い子になるから……お兄ちゃん、見捨てないでいてくれる？」

　テオが恐おそる恐る尋たずねた。浴衣姿の上うわ目めづかいで。

　有斗はテオのおでこ、耳、頰ほおを優しく撫でてから答えた。

「うん、もちろんだ。これから一緒に、楽しい思い出をいっぱい作ろう。家族として」

「…………ありがとう、お兄ちゃん」

　テオは潤うるんだ瞳ひとみで、有斗の胸に飛び込んできた。




　そんなふたりを見ながら、アリスが隣に立ったカノンに言った。

「鬼畜のカノン、いいの？　ユウトをテオちゃんにとられて」

「ふん、今日だけは許すわよ。だって私は有斗の家族。テオのお姉ちゃんだもの」

「……なるほど」

「あなただって同じでしょ？　ユウトはきっと、あなたのことだって家族だと思ってるわ」

「…………だったら、嬉しいな」

　それから四人は、急いでメイド喫茶の開店準備を始めた。

　慌あわただしく、でも笑顔で駆かけ回る少年少女の様子を、窓の外から眺ながめていた黒フードの大男はフッと微ほほ笑えむと、音もなくその場を去った。
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　楽しい時間は、あっという間に過ぎる。

　一日限りの錬魔祭は、オープニングにも勝まさる大型の花火で終わりを告げる。

　晴れやかな夜空に浮うかぶ大輪を、カノンは丘おかの上から眺めていた。

　早めにお店を閉めて、墓参りに来ていた。

　風が気持ちいい。

　この優しい風も、両親は大好きだった。

　カノンは思う。

　両親が《天使》の再来を予見していたのか、だから人工生命ホムンクルスが人類を救う柱だと言ったのかは、まだわからない。

　でも千ち潮しお有斗は今回も《天使》を鎮しずめて人類を救ってみせた。

　そして、それだけじゃない。

　カノンだって、この七日間で間違いなく有斗に救われたのだ。

　テオもそう。アリスも、そうだろう。

　有斗には身近な人の心をも救ってみせる力が確かにあって、それを繰くり返していくことが、ひょっとすると人類を救うことに繫つながるのかもしれない。

　いま改めて、自分に問いかけてみる。

　もしもこの先、パパとママを生き返らせることができる技術が生まれたなら？

　──それでもきっと、カノンはふたりを呼よび戻もどさない。

　ふたりの死に、カノンはもう、絶望なんてしていないから。

　最愛のふたりに心の中で伝える。

　パパ、ママ、今までありがとう。心配かけてごめんね。

　でも、もう心配ないよ。

　私には、新しい家族ができたから。




　隣となりに視線を向けると、有斗がいる。

　有斗はカノンの両親の墓前に花を添そえていた。たっぷりと長い時間、瞼まぶたを閉じていた。

　彼が心の中で、ふたりに何を伝えているのかは知らない。聞く必要もないと思った。

　やがて有斗は、目を開いて立ち上がると、息を吐はくように自然と言った。

「俺は妹に、あのとき、どんな言葉をかけてやればよかったんだろう？」

　有斗の妹さんが亡くなっていると聞いたのは、錬魔祭が終わって、この墓地に向かっている最中だった。

　妹さんに何もしてあげられなかったことを後こう悔かいしているから、有斗は救世主になることを選んだと言った。本当に、自己犠ぎ牲せいのかたまりだと思う。

　そして、その気持ちを話してくれた有斗を愛しくも思った。

　胸にあたたかな気持ちが湧わき上がる。自然と、優しい笑みを浮かべることができた。

「そのときはね、きっと、言葉なんていらなかったと思うわ」

「え？」

「もちろん言葉で言わなきゃ伝わらないこともある。でもね、あなたが昨日、私を助けに来てくれたこと、私の前に現れて、この肩かたを摑つかんでくれたこと、それだけで私はとても嬉しかった。本当に本当に嬉しかったわ。同じように、あなたはそのとき妹さんの手を握にぎりしめてあげたの。それだけで充じゆう分ぶん伝わっているわよ」

「…………でも」

「たとえば、ほら」

　カノンは隣にいる有斗に、一歩ぶん歩み寄って抱だきついた。

「なっ!?　なにを──」

「こうしていると、あたたかいでしょう？　言葉はなくても、この温度は伝わる」

「…………」

「家族って、そういうものだと思うから」

　たった一歩、歩み寄れば体温を感じられる距きよ離り。

　そこに大切な人が当たり前にいてくれるという、その当たり前が、今はすごくありがたくて、とても心地ここちよかった。

「……そうだな」

　と、有斗が掠かすれた声で答えた。

　カノンはその直後に、抱きついていた手を解ほどき、有斗の両頰に触ふれると、

　ちゅっと。




　彼の唇くちびるに、自分の唇を重ねた。




「え……？」

「さあ、このあとは打ち上げの準備よ！　帰りましょう、私たちのおうちに」

「あの、カノン、今のは──」

　有斗がすごく驚いた、困った顔で目をぱちくりさせている。

　それを可愛らしく思ったけれど、彼の顔を恥ずかしくて直視できない。

　はぐらかすように踵きびすを返して、丘の道をくだる。

　両親が大好きだった──今は私にとっても大切な街へと続く道を。
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『終末ノ再生者Ⅱ．インスタント・ファミリア』をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。著者の河かわ端ばたです。

　ずばり今巻のテーマは「家族」です。前巻で有ゆう斗と、カノン、アリスの関係はひとまず落ち着きました。が、まだ彼らの関係はチームメイトの域を出ていませんでした。

　そこで新キャラ・テオセベイアの登場です。新しいキャラがチームに入ることで逆に、もともといた三人の関係が掘ほり下さげられる構造（に、なっていればいいなぁ）。

　そういえば今巻は、私が書いてきた小説の中で、もっとも群像劇テイストを前面に出した作品となっています。群像劇とはストーリー手法のひとつで、大おお雑ざつ把ぱに言うと、読者が「いくつもの視点人物」を渡わたり歩あるくことで「キャラたちの思想の交こう錯さく」を体験できる点が魅み力りよくです。私が一番好きなジャンルでもあります。有斗、カノン、アリス、テオだけでなく、ラインベルドや函はこ泊まり姉妹、劉りゆうやハヤト、ペラダンといった面々の内心も想像して楽しんでいただけたら光栄です。

　ここからは謝辞を。イラストで作品に彩いろどりを与あたえてくださった、むつみまさとさん。ストーリーを一いつ緒しよに悩なやんでくださった、担当編集さん。デビュー当時からお世話になっている、弊へい社しや・安やす田だ社長（私は「グループＳＮＥ」というクリエイター集団に所属しています）。そして読者のみなさま、本当にありがとうございます。

　あと、忘れてはいけないお話。一巻の発売時、私は出版社さんや弊社の許可を得て、ごくごく個人的な「読者様感謝企き画かく」をおこないました。

　企画名は「ワンハンドマテリアル」。場所はTwitter、期間は約一週間。ざっくり言うと「終末ノ再生者」と「手」が一緒に写った画像をTwitterに投とう稿こうするとプレゼントが当たるよ、という企画です（詳しよう細さいは「Togetter　ワンハンドマテリアル」などで検けん索さくいただくか、下のＱＲコードから）。

[image: ]

　あの盛り上がりは参加者のみなさんがいないと有り得ませんでした（なんと手の数、合計「六二七六」！）。ご参加いただいたみなさまに、この場を借りて改めてお礼申し上げます。ありがとうございました！

　引き続き、面白そうなことを思いつけば、枠わく組ぐみに囚とらわれずやっていきたいと思ってます（最近だとボードゲームを久々に作ってます）。

　今後とも、お付き合いよろしくお願いいたします。


河端ジュン一　
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愛媛県生まれ、兵庫県在住。グループＳＮＥ所属。

小説家としてのデビューは児童書。新しい小説形式（３Ｄ小説『bell』）やアナログゲーム制作（ボードゲームやＴＣＧ、ＴＲＰＧなど）にも携わってきました。枠組みに囚われず、わくわくする体験を色々作っていけたらと思います。

さて、再生者の２巻です。ライトノベルを書いてきた中ではもっとも好き勝手にやらせてもらった作品と言えます。前巻は表紙がカノンでメインヒロインがアリスでした。今巻は表紙がアリス……ということは、メインヒロインは？
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